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今回報告する牛頸本堂遺跡第１・９・12・16・17次調査は、大野城市大字上大

利に位置し、南ヶ丘から下大利にむかうバス通りに面しています。現在、調査地周

辺は店舗や住宅・医院などが建ち並ぶ街の中ですが、元々ここは牛頸山から北への

びる丘陵部にあたります。この丘陵裾の緩やかな斜面からは、たくさんの遺構が見

つかりました。中でも注目されるのは、９・12・17次調査で発見された大型建物

群で、建物の構造や近接する調査地の出土遺物からここに寺があったと考えられま

す。上大利地区は九州最大の須恵器窯跡群である牛頸窯跡群が操業を開始した場所

にあたりますが、ここで須恵器窯や製作工房以外に寺が確認された事は全く新しい

発見であり、窯跡群の性格を考える上で新たな材料を得ることができました。今後

さらに調査を進める事で、牛頸窯跡群の今まで知られていなかった実態を明らかに

していき、その成果を研究者だけではなく広く市民に知らせる事で地域の歴史の素

晴らしさを再確認し、地域愛護につないでいきたいと思います。

土地には時代を問わずそこで起こった様々な出来事が遺跡・遺構・遺物といっ

た形で記録されています。大野城市では、この残された埋蔵文化財に関して、慎

重に発掘調査を進め、人々の生活を記録し保存しています。本書が学術研究はも

とより文化財への理解と認識を深める一助となり広く活用され、文化財愛護の精

神が高揚することを心より願うとともに、今後とも文化財行政に対しまして、尚

一層のご理解とご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

最後になりましたが、上大利北土地区画整理組合をはじめ㈱大成建設、工事関

係者及び地元の方々にご理解とご協力をいただきましたことに対し厚く御礼申し

上げます。

平成20年８月29日

大野城市教育委員会

教育長 古賀　宮太

　今回報告する牛頸梅頭遺跡第２次調査地は、春日大野城リサイクルプ

ラザに隣接する丘陵斜面にありました。現在、調査地は大野城市障害者

共同作業所や住宅などが建ち並ぶ街へと変貌しています。調査地からは、

丘陵斜面に須恵器窯跡と竪穴式住居跡・土坑などが確認され、たくさん

の遺物が出土しました。窯跡からは、銅製の耳環や鉄鏃が出土しており、

梅頭遺跡１次１号窯跡と同様に窯を墳墓に転用した可能性があります。

また、竪穴住居跡からはカマドの跡が見つかっており、須恵器工人の集

落と考えられます。こうした成果は、これまでの牛頸窯跡群の調査成果

に新たな知見を加え、窯跡・集落・墳墓からみた須恵器生産工人の在り

方に対し重要な資料を加えることができました。今後さらに調査を進め

る事で、今まで知られていなかった地域の実態を明らかにしていき、そ

の成果を研究者だけではなく広く市民に知らせる事で地域の歴史の素晴

らしさを再確認し、地域愛護につないでいきたいと思います。

　土地には時代を問わずそこで起こった様々な出来事が遺跡・遺構・遺

物といった形で記録されています。大野城市では、この残された埋蔵文

化財に関して、慎重に発掘調査を進め、人々の生活を記録し保存してい

ます。本書が学術研究はもとより文化財への理解と認識を深める一助と

なり広く活用され、文化財愛護の精神が高揚することを心から願うとと

もに、今後とも文化財行政に対し、尚一層ご理解とご協力を賜りますよ

うよろしくお願い申し上げます。

　最後になりましたが、上大利北土地区画整理組合をはじめ㈱大成建設、

工事関係者及び地元の方々にご理解とご協力をいただきましたことに対

し厚く御礼申し上げます。

　平成２０年９月３０日

大野城市教育委員会

教 育 長　古 賀　宮 太



例　　言

１．本書は、大野城市教育委員会が上大利北土地区画整理事業にともなって発掘調査を実施した、大

野城市大字上大利所在の本堂遺跡第１・９・12・16・17次発掘調査の報告書である。なお上大

利地区は牛頸窯跡群の範囲に含まれており、こうした歴史事象を踏まえたことから本書の表題を

『牛頸本堂遺跡群』とした。

２．発掘調査は、大野城市上大利北土地区画整理組合の委託を受け大野城市教育委員会が実施した。

３．各次調査の担当者は、それぞれの調査概要に記した。

４．遺構写真は、石木秀啓・林潤也・平島義孝（現㈱埋蔵文化財サポートシステム）・北川貴洋・久

住愛子（旧姓井上）が撮影した。

５．遺物写真は、㈲文化財写真工房（岡紀久夫、埋蔵文化財写真研究会員）が撮影した。

６．遺構平面実測図は、１次調査を除き全体図を㈱埋蔵文化財サポートシステムに委託し、１次調査

遺構平面実測図、その他の調査の個別実測図・地形測量図は石木・林・平島・北川・久住が作成

した。また上大利地区旧地形図は、㈱写測エンジニアリングに委託した。なお、地形測量図のコ

ンターは25cm間隔である。

７．遺構実測図中の方位は磁北を表し、図上の座標は国土座標（第Ⅱ系）を示す。

８．遺物実測図は、久住・西堂将夫・一瀬智・北川貴洋・城門義廣・井上理香が作成した。

９．製図は、渡部美香が作成した。また、１・12次調査出土遺物はＮＰＯ法人文化財活用支援センター、

16・17次調査出土遺物は㈱埋蔵文化財サポートシステムに製図を委託した。

10．拓本は、井上・西堂・一瀬・北川・城門・井上が作成した。

11．観察表は、1・12次調査はＮＰＯ法人文化財活用支援センター、16・17次調査は㈱埋蔵文化財

サポートシステム、９次調査は上田龍児がそれぞれ作成し、遠藤茜が編集した。

12．本書に掲載した遺跡分布図は、国土地理院発行の1／25,000地形図『福岡南部』『太宰府』を使

用したものである。

13．遺物の名称の内、須恵器蓋杯については平城宮分類による呼称を用いる。

14．本書の遺物・実測図・写真はすべて大野城市教育委員会が管理・保管している。

15．本書に使用する土色名は、『新版標準土色帖』農林水産省農林水産技術会議事務局監修を使用し

た。

16．本書の執筆は、文末に担当者名を記し、編集は石木がおこなった。

１． 	本書は、 大野城市教育委員会が上大利北土地区画整理事業に伴って発掘調査を実施した、 大野

城市大字上大利所在の梅頭遺跡第２次調査の報告書である。 なお上大利地区は牛頸窯跡群の範

囲に含まれており、 こうした歴史事象を踏まえたことから本書の表題を 『牛頸梅頭遺跡群』 とした。

２．	 発掘調査は、大野城市上大利北土地区画整理組合の委託を受け大野城市教育委員会が実施した。

３．	 遺構写真は、石木秀啓・島田拓（現兵庫県上郡町教育委員会）・岸見康宏（現愛媛県松山市教育委

員会）・上田恵（現小郡市教育委員会）が撮影した。

４．	 遺物写真は、㈱埋蔵文化財サポートシステム（松尾直子・毛利恒彦）が撮影した。

５．	 	遺構平面実測図・地形測量図は、㈱埋蔵文化財サポートシステムに委託し、個別遺構実測図は石木・

島田・岸見・上田が作成した。なお、地形測量図のコンターは２５cm間隔である。

６.　	遺構実測図中の方位は磁北を表し、図上の座標は国土座標（第Ⅱ系）を示す。

７.　	遺物実測図・拓本・観察表・製図は、㈱埋蔵文化財サポートシステム（中島朋子・福田京子・本山千絵・

伊勢戸文・中尾陽介・本川美穂子・嶋田聡・種浦加代子・多々良正人・村上久美子・古賀栄子）が作成

した。

８.	 	本書に掲載した遺跡分布図は、国土地理院発行の１／２５,０００地形図『福岡南部』　『太宰府』を使用

したものである。

９.	 遺物の名称の内、須恵器蓋杯については平城宮分類による呼称を用いる。

１０.	本書の遺物・実測図・写真はすべて大野城市教育委員会が管理・保管している。

１１.	本書に使用する土色名は、『新版標準土色帖』農林水産省農林水産技術会議事務局監修を使用し

た。

１２.	本書の執筆は、Ⅰ・Ⅱ-１・Ⅱ-２（１）窯跡の遺構説明・Ⅲを石木が担当し、他を㈱埋蔵文化財サポー

トシステム（平島義孝）が担当した。編集は石木の指導の下㈱埋蔵文化財サポートシステム（毛利）が

行った。　　
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Ⅰ．はじめに

１． 平成16年度の調査経過
上大利北土地区画整理事業地内における埋蔵文化財の調査経緯については『牛頸梅頭遺跡群Ⅰ』（大

野城市文化財調査報告書第60集）に詳述しているため、以下では平成16年度の埋蔵文化財調査につい

てまとめておきたい。

平成16年度、上大利北土地区画整理事業地内における埋蔵文化財調査としては、試掘調査を10ヶ所

（34・49・51・53～57・59・60次）実施した。試掘調査の方法は、一部トレンチ調査により遺構の

有無や削平状況を確認した場所もあるが、基本的には対象となった試掘調査地全体を重機により表土剥

ぎを実施している。以下に、試掘調査の概要について記す。

34次試掘調査は平成15年２月１日～12日の間に一部実施した。この時には調査地の東側斜面部を

表土剥ぎしており、東側へむかって下がる斜面を検出している。今回は調査地の西側斜面部を取り扱

うことになり、斜面部全体の表土剥ぎを実施した。その結果、遺構・遺物はともに確認されなかった。

49次試掘調査地は、県道31号線沿いに位置する。現況は細長い平坦な植林場であり、東半部は平成

16年３月１・30・31日にトレンチを設定したが、遺構は確認できなかった（註１）。今回は西半部の

調査を実施し、三兼池より南側にのびる小谷の先に谷部の続きが確認され、掘り下げを実施した。谷

部は深さ３ｍほど掘り下げたが、遺構・遺物は確認できなかった。また、南西側の平坦面にはトレン

チを設定し掘り下げをおこなったが、40～80cmで花崗岩バイラン土が確認され、大きく削平されてい

ることが明らかになった。51次試掘調査は、内山緑地造園の事務所の北側にあたり、調査前にはすで

に平らに造成されビニールハウスが建っていた。このため平坦面にはトレンチを配置し、遺構・遺物

の検出に努めたが、地表下50～200cm程度で花崗岩バイラン土が検出され、大きく削平されているこ

とが明らかになった。また三兼池に面する斜面に近い部分では、池からのびる谷部の続きが２ヶ所で

確認された。谷部は掘り下げを実施したが、埋土中から自動車や記念碑などの産業廃棄物が大量に出

土した他は、何らの遺構・遺物も認めることができなかった。53次試掘調査は、本堂遺跡８次調査地

の西側に隣接する。植木の伐根より開始し、トレンチを設定したが、西側では大きく削平されていた。

一方、北側の斜面部や東側では溝などの遺構が確認された。54次試掘調査は、三兼池に面する斜面部

で、炭窯などが確認された（註１）。55次試掘調査は三兼池の北側にあたる。三兼池に面する斜面と、

この斜面と尾根部を挟んで反対側に南西側へ細長くのびる谷部が確認された。三兼池側の斜面は全体

を表土剥ぎした結果、遺構・遺物は認められなかった。南西側にのびる谷部は旧地形図でも確認でき、

小田Ⅳ期にあたる須恵器も出土したが、工事の都合上一部の調査のみに止まり遺構は確認できなかっ

た。56次試掘調査は下大利南ヶ丘線に面する。現況は宅地となり削平をうける部分はあったが、竪穴

住居跡などの遺構が確認できた。57次試掘調査は34次試掘調査地に隣接する。先述のとおり平成15

年２月におこなわれた試掘調査により東へむかって下がる斜面が確認されており、さらに掘り下げを

おこなった。その結果、谷部は予想以上に広く大きい事が判明し、隣地の建物等の解体後にあらため

て試掘調査を実施する事となった。59次試掘調査は本堂遺跡1次調査地の北側にあたり道路を挟んで

南北の２ヶ所にあたる。いずれも全体を表土剥ぎしたが、遺構が確認されたのは南側のみで、溝・ピ
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Ⅰ．はじめに

１． 平成16年度の調査経過
上大利北土地区画整理事業地内における埋蔵文化財の調査経緯については『牛頸梅頭遺跡群Ⅰ』（大

野城市文化財調査報告書第60集）に詳述しているため、以下では平成16年度の埋蔵文化財調査につい

てまとめておきたい。

平成16年度、上大利北土地区画整理事業地内における埋蔵文化財調査としては、試掘調査を10ヶ所

（34・49・51・53～57・59・60次）実施した。試掘調査の方法は、一部トレンチ調査により遺構の

有無や削平状況を確認した場所もあるが、基本的には対象となった試掘調査地全体を重機により表土剥

ぎを実施している。以下に、試掘調査の概要について記す。

34次試掘調査は平成15年２月１日～12日の間に一部実施した。この時には調査地の東側斜面部を

表土剥ぎしており、東側へむかって下がる斜面を検出している。今回は調査地の西側斜面部を取り扱

うことになり、斜面部全体の表土剥ぎを実施した。その結果、遺構・遺物はともに確認されなかった。

49次試掘調査地は、県道31号線沿いに位置する。現況は細長い平坦な植林場であり、東半部は平成

16年３月１・30・31日にトレンチを設定したが、遺構は確認できなかった（註１）。今回は西半部の

調査を実施し、三兼池より南側にのびる小谷の先に谷部の続きが確認され、掘り下げを実施した。谷

部は深さ３ｍほど掘り下げたが、遺構・遺物は確認できなかった。また、南西側の平坦面にはトレン

チを設定し掘り下げをおこなったが、40～80cmで花崗岩バイラン土が確認され、大きく削平されてい

ることが明らかになった。51次試掘調査は、内山緑地造園の事務所の北側にあたり、調査前にはすで

に平らに造成されビニールハウスが建っていた。このため平坦面にはトレンチを配置し、遺構・遺物

の検出に努めたが、地表下50～200cm程度で花崗岩バイラン土が検出され、大きく削平されているこ

とが明らかになった。また三兼池に面する斜面に近い部分では、池からのびる谷部の続きが２ヶ所で

確認された。谷部は掘り下げを実施したが、埋土中から自動車や記念碑などの産業廃棄物が大量に出

土した他は、何らの遺構・遺物も認めることができなかった。53次試掘調査は、本堂遺跡８次調査地

の西側に隣接する。植木の伐根より開始し、トレンチを設定したが、西側では大きく削平されていた。

一方、北側の斜面部や東側では溝などの遺構が確認された。54次試掘調査は、三兼池に面する斜面部

で、炭窯などが確認された（註１）。55次試掘調査は三兼池の北側にあたる。三兼池に面する斜面と、

この斜面と尾根部を挟んで反対側に南西側へ細長くのびる谷部が確認された。三兼池側の斜面は全体

を表土剥ぎした結果、遺構・遺物は認められなかった。南西側にのびる谷部は旧地形図でも確認でき、

小田Ⅳ期にあたる須恵器も出土したが、工事の都合上一部の調査のみに止まり遺構は確認できなかっ

た。56次試掘調査は下大利南ヶ丘線に面する。現況は宅地となり削平をうける部分はあったが、竪穴

住居跡などの遺構が確認できた。57次試掘調査は34次試掘調査地に隣接する。先述のとおり平成15

年２月におこなわれた試掘調査により東へむかって下がる斜面が確認されており、さらに掘り下げを

おこなった。その結果、谷部は予想以上に広く大きい事が判明し、隣地の建物等の解体後にあらため

て試掘調査を実施する事となった。59次試掘調査は本堂遺跡1次調査地の北側にあたり道路を挟んで

南北の２ヶ所にあたる。いずれも全体を表土剥ぎしたが、遺構が確認されたのは南側のみで、溝・ピ
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１． 調査にいたる経過 （第１～４図）

　上大利北土地区画整理事業地内における埋蔵文化財の調査経緯については、『牛頸梅頭遺跡群Ⅰ』

（大野城市文化財調査報告書第６０集）に詳述している。また、年度ごとの調査経過については『牛

頸本堂遺跡群Ⅳ』（７５集）、『牛頸本堂遺跡群Ⅴ』（７６集）、『牛頸本堂遺跡群Ⅵ』（８０集）、『牛頸本

堂遺跡群Ⅶ』（８１集）、『牛頸梅頭遺跡群Ⅳ』（８６集）で詳述しているため、以下では梅頭遺跡２次

調査の調査にいたる経過について記述する。

　梅頭遺跡２次調査地は、大野城市大字上大利５９３番地外にあたり、調査対象面積は約９,０００㎡で

ある。当地は三兼池北側の丘陵部にあたり、池本体の大きな谷から入りこんだ丘陵斜面にあたる。

伐採前は樹木が鬱蒼と茂り踏査は困難であったが、伐採後現地を歩くと須恵器が散布しているのが

明らかになった。また、東側に隣接する梅頭遺跡１次調査２地点で同一丘陵斜面に遺構の存在が確

認されていたため、１５次試掘調査として丘陵斜面全体を表土剥ぎすることとなった。

　試掘調査に入ったところ、南西に突き出す丘陵上に須恵器窯跡１基を確認した。また、西側の斜

面には多量の遺物の散布が認められたため、ここを２０次試掘調査として丘陵斜面全体を表土剥ぎ

した。その結果、調査地西側の丘陵上半はテニスコートの造成により削平されていたが、現況で確

認された谷部よりさらに西側へのびる谷部が埋没していることが明らかになった。遺構は丘陵斜面

に位置しており、表土剥ぎ中から須恵器をはじめたくさんの遺物が出土した。

　試掘調査は、１５・２０次を合わせて平成１４年３月６日～６月３日まで実施した。また、発掘調査

は平成１４年６月３日～平成１５年２月２８日の間実施した。調査は岸見泰弘（現松山市教育委員会）

が担当した。調査中には、窯体内から耳環・鉄鏃が出土したことから、前年度に調査した梅頭遺跡

1 次調査と合わせ、窯を墳墓に転用したものと考え、平成１４年１１月２６日に記者発表をおこない、

１２月２日～平成１５年 1 月１０日の間に大野城市役所において『梅頭遺跡が語るもの』として速報展

を実施した。

２． 調査体制

　平成１４～２０年度における発掘調査ならびに整理作業における調査体制は以下のとおりである。 なお、

現地作業は大野城市教育委員会が実施したが、 整理作業は遺物の点検 ・ 実測遺物取り上げ ・ 実測図

の検査等を本市がおこない、 ㈱埋蔵文化財サポートシステムに委託して報告書作成をおこなった。

	[ 大野城市教育委員会 ]

教 育 長	 	 堀内貞夫 （～１５年６月）　古賀宮太 （１５年６月～）

教育部長	 	 鬼塚春光 （１４年３月～１７年３月）　小嶋　健 （１７年４月～２０年３月）

	 	 	 森岡　勉 （２０年４月～）

社会教育課長	 	 秋吉正一 （１４年４月～１７年３月）　水野邦夫 （１７年４月～１８年３月）

ふるさと文化財課長	 舟山良一 （１８年４月～）　　　　　　

文化財担当係長		 舟山良一 （～１８年３月）　中山　宏 （１８年４月～）

主　 　査	 	 徳本洋一　石木秀啓　緒方一幹 （１６年４月～１８年３月）　丸尾博恵
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主任主事	 	 大道和貴 （～１６年３月）

主任技師	 	 林　潤也　早瀬　賢 （１６年４月～）

技　 　師	 	 上田龍児 （平成１９年４月～）

嘱　 　託　　　　　　

平島義孝（～１６年３月）上田　恵（１４年４月～１５年４月）島田　拓（１４年４月～１５年６月）岸見泰宏（１４

年４月～１６年３月） 一瀬　智 （１５年１１月～１７年７月） 西堂将夫 （１５年４月～１８年３月） 井上愛子 （１６

年４月～２０年３月） 北川貴洋 （１６年４月～１９年３月） 城門義廣 （１９年４月～１９年８月）

岡田裕之 （１８年５月～１９年３月） 田尻義了 （１９年４月～６月） 遠藤　茜 （１９年４月～） 石川　健 （１９

年７月～） 大里弥生 （１９年 �0 月～） 甲斐康大 （２０年４月～） 中島　圭 （２０年４月～） 粟津剛史 （１６

年４月～１８年６月） 能塚由紀 （１８年８月～２０年８月）

整理作業員　　　　　

　松岡信子　町井裕子　鬼塚穂子　白井典子　村山律子　井上理香　渡部美香　城真奈美　

橋本悦子　　渡辺直美　仲村美幸

発掘作業員

	 原田敬子　大海雅子　高木幸子　満富スエコ　吉嗣波津子　岩切ふえ　前田チエ子	西田幸子　那波幸子	

	 高木冴子　藤田和子　三原ひろみ　吉田香織　岡本妙子　馬場孝子 	 田中照子 	 寺垣みゆき　中垣　親	

	 松山洋子　日野律子　小林敏子　坂本泰子　渡辺久美子　小林久美子　西村清子　貞包由起子　広渡隆子

	 穴井和子　立石律子　船越桃子　樋之口浩一　深野人美　大薗英美　仲前冨美子　井口るみ子　	倉富倫子

	 釣屋種利　飯田三治　溝口忍　金澤好子　田浦秀子　小川ケイ子　三善公子　山下隆子　團野ハマ子

	 篠崎繁美　東島真弓　安里由利子　中山文子　牧野和美　川村真樹子　村岡真由美　槙坂陽子　原口美奈子

	 山口文代　大島五津子	 大浦旗江　清成健悟　高木由佳	木村奈津子　織田徹　松田和美　戸渡京子

	 野崎美智子　倉住孝枝　稲富久子　山田賢治　松尾純子　末永勝	安達はるみ　西本福雄　田中悦子

	 田野和代　吉村秀子　宮原ゆかり　尾ノ口英晴　碓井ふき子　木室友希　川岸昌子

[ 上大利北土地区画整理組合 ]

理 事 長	 	 伊藤雅都

副理事長	 	 樋口敬記　林　尚司

事務局長	 	 平川松丸　　　　　

技 術 職	 	 吉次俊二 （～１９年３月） 林　圭一 （～１８年３月） 山下　健 （１６年４月～２０

	 	 	 年６月） 濱本泰司 （１８年４月～２０年３月）

事 務 職	 	 伊藤衆子　

[ ㈱埋蔵文化財サポートシステム　福岡支店 ]

支 店 長	 	 松尾直子

係 　 長	 	 古閑健一

主 　 任	 	 中尾陽介

技 　 師	 	 毛利恒彦　本川美穂子　平島義孝　嶋田　聡
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第2図　上大利土地区画整理地周辺旧地形測量図（1948年米軍撮影）（1／5,000）第２図　上大利土地区画整理地周辺旧地形測量図 （１９４８年米軍撮影） （１／５, ０００）
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第3図　上大利土地区画整理事業地内計画平面図第４図　上大利土地区画整理事業地内計画平面図



Ⅱ．調査の結果

１．第１次調査
Ａ．調査概要（第６図・図版１）

第１次調査地は、下大利南ヶ丘線に面した田の部分にあたる。大野城市大字上大利662番地ほか

にあたり、調査面積は第１・２面を合わせて2,641gである。調査区は、現況は田として利用され

ており、昭和24年の地形測量図上においても同様である。元々の地形としては丘陵裾部の緩傾斜面

にあたり、丘陵斜面からの傾斜変換点直下に位置する。田は斜面下方に盛土して造成されており、

斜面上方の遺構は耕作により削平を受け残存状況はあまりよくない。

試掘調査は平成11年12月６日から22日の間におこなった。当時区画整理組合は設立前であった

が、７月16日から23日の間におこなった上大利北・南土地区画整理事業地の踏査により事業地内

から遺物の出土があるものの、徹底した耕地化により旧地形を完全に失っており、どのくらい遺跡

が存在するか全く不明であったため、区画整理課との協議により、着手可能な部分については先行

して試掘調査を実施した。なお予算は国庫補助事業として実施した。

試掘調査は対象地をＡ～Ｄ地区に分け、耕作中のものを除き各田畑にトレンチを２本以上設定し、

遺構の検出と遺物の採集に努めた。その結果、Ａ・Ｂ地区に関しては若干の遺物の出土があったも

のの遺構は確認されず、Ｃ・Ｄ地区において遺構を検出することができた。Ｃ・Ｄ地区の遺構検出

面はＡｓｏ－４火砕流堆積物に由来するローム層であり、調査時には西南学院大学磯望教授に現地

で指導を頂いた。Ａ・Ｂ地区に関しては安定したローム層を確認できず、湿地状の様相を呈してい

た可能性がある。（Ａ～Ｄ地区の区分については『本堂遺跡群Ⅴ』（2008）を参照されたい。）

このようにＣ・Ｄの２地区で遺跡の存在が確認されたが、調査の都合上、平成13年度にＤ地区を

本堂遺跡１次調査として発掘調査を実施した。発掘調査は、平成13年４月26日～平成14年３月25日

の間におこない、石木が担当した。上大利北南両地区の区画整理事業地において、初めての埋蔵文化

財発掘調査であった。調査前、田にはザリガニがたくさんおり、ヘビやオケラも辺りを跋扈し、内山

緑地の植樹も自然林と見まがうばかりであり、とても街中の調査とは思えないような状況であった。

調査は平成13年４月26日から表土剥ぎを開始した。表土剥ぎは北側調査区の北端から開始し、

終了後南側調査区、そして谷部へと調査を進めていった。表土剥ぎを開始してまもなく、北側調査

区斜面下方に遺構面が２面ある事が判明した。また南側調査区においても遺構面は複数確認できた。

試掘調査の際には第１面上で遺構確認をしており、整地層の存在に気づいていなかった事から、その

範囲の検出および第１面・第２面遺構の掘り下げに手間取り、調査は予定よりも遅れる次第となった。

おおむねの調査が終了したのは11月12日であったが、第２面下の遺構の有無を確認する調査を11月

26日と平成14年３月に実施した。

調査の結果、掘立柱建物６棟・竪穴住居跡５軒・溝２条・土坑やピットが多数確認された。遺物

は須恵器が主であるが、奈良時代のものが多く、竪穴住居跡や掘立柱建物・土坑の大半がこの時期

のものである。また、土師器・弥生土器・陶磁器・鉄器のほか、奈良時代の竪穴住居跡や土坑から

粘土や焼成不良須恵器の出土があり、須恵器工人の集落との見解にいたった。このため、記者発表
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１． 調査概要 （第５図、 図版１ ・ ２）

　第２次調査地は、三兼池北側の丘陵部にあたる。大野城市大字上大利５９３番地外にあたり、調査

面積は９,０００㎡である。調査前は樹木が鬱蒼と生い茂り踏査は困難であったが、斜面上に遺物の

散布が認められ、全面表土剥ぎを実施した。その結果、西側へのびる谷部の存在が明らかにされ

た。掘り下げは谷底部全体を目標としたが、地盤が軟弱であるため完全に掘り下げをおこなうこと

はできなかった。このため、遺構が確認できるレベルまで全体に掘り下げ、それ以下に関してはト

レンチにより遺構の有無の確認をおこない、結果トレンチ内で遺構は確認できなかった。

　発掘調査は平成１４年６月３日～平成１５年２月２８日の間に実施し、斜面上からは窯跡をはじめ多

くの竪穴住居跡・掘立柱建物・土坑・溝などが確認された。調査は、丘陵のまとまりごとに１～

３区に区割りをおこない、順次検出・調査をおこなった。窯跡以外の遺構については、斜面部の比

高差が極めて大きく、全面遺構検出をおこなうと土の搬出が容易ではなかったことから検出に手間

取った。また、埋土も地山と類似しており、掘方も特に斜面上方のプランは不整形なものが多く、

掘り下げは困難であった。特に埋土中で確認された焼土はカマドの火床にあたる可能性が高いが、

袖の確認はほとんどできなかった。一方、遺構内からは須恵器を中心としてたくさんの遺物が出土

したことから、可能な限り出土状況の図化をおこなっている。

　窯跡は、池の浸食により灰原がすでに失われており、さらに池内の土壌改良により灰原が所在し

た辺りは攪拌・硬化され、焚口下方の灰原を調査することはできなかった。窯体は割合と良好な残

存状態であり、焼成部中位辺りからは耳環が出土した。このため、窯体内の埋土をふるいにかけて

遺物の取り上げに努めたところ、鉄鏃の出土があった。耳環・鉄鏃は必ずしも有機的な出土状況は

示していないが、これらは通常窯跡内から出土する遺物ではないことと、すでに平成１４年度に調

査を実施した梅頭遺跡１次調査の結果と合わせて窯を墳墓に転用したものと考え、記者発表をおこ

なった。

　調査の結果、窯跡・竪穴住居跡・掘立柱建物・土坑が確認された。出土遺物は、須恵器が非常に

多いが、土師器煮炊具も斜面上の遺構から出土している。また、７世紀前半代の瓦もまとまった出

土が見られたが、竪穴住居跡の屋根全面を葺くような状況は考えにくい。その他ガラス丸玉・鉄鎌

も出土しており、生活遺構が斜面上に展開していたことを示している。

２．遺構と遺物

（１） 窯跡

１号窯跡（第７～１０図、図版２～１７）

　窯跡は３区に位置し、南西方向へのびる丘陵の先端にあたる西側斜面に位置する。主軸はＮ－

７８°－Ｅ、大略東西方向にとり、焚口は西側にむける。窯の形態から、牛頸窯跡群特有の多孔式

煙道窯にあたる。

　検出段階では、灰原の一部が丘陵下に検出され、丘陵上では埋没した窯跡のプランが確認でき

た。窯体の焼成部上半は天井部が一部残存しており、ほぼ全形を確認することができるが、灰原は       
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第５図　梅頭２次調査地全体図 （１／４００）
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池の浸食および池内の土壌改良により完全に失われていた。この際、前庭部も削平されており、こ

の部分の構造は分からない。

　窯体の全長は主軸上で、燃焼部から排煙部まで９.４４ｍ、作業路上端までは１０.９２ｍ、池の浸食

面から作業路上端までは１１.８４ｍである。窯跡の平面プランは、焚口部から排煙部までほぼ直線的

にのびるが、焚口部の幅に比べて排煙部の幅が若干狭くなる。排煙部には作業路が取り付き、ほぼ

直線的にのびている。

　貼床の断ち割りをおこなった結果、おおむね４～５面の操業面が確認できた。貼床を除去すると、

築造当初の窯体が確認され、燃焼部床面からは舟底状ピットが確認された。

　また、焼成部中位の掘り下げ中には、耳環が２点出土した。２点はやや離れて出土したが、斜面

上に位置するものは窯体の床面直上から出土したものであり、操業終了直後に持ち込まれたものと

考えられる。このため、周辺の土をふるって副葬品の発見に努めた結果、鉄鏃片２点が出土した。

梅頭１次１号窯跡と同様に須恵器窯を墳墓に転用したものと考えられる。

焚口 ・燃焼部  焚口部は側壁に焼成部入口と認められる天井壁が残っておらず、位置を確定できな

い。燃焼部は、池の浸食面上にある段から焼成部との傾斜変換点までで、最終操業段階では主軸長

２.４５ｍ、幅１.８３～２.００ｍ。当初操業面で主軸長２.３０ｍ、幅１.７５～１.８５ｍ。床面はほぼ還元しており、

焼成部へむかって４°上がる。灰層はｇ－ｇ’面１・３０層が確認され、これが最終操業にともなう

灰原であるが、その上層には窯壁の崩落が認められたことから、最終操業後あまり時間をおかずに

窯が崩落したと考えられる。

　当初操業面からは、主軸長１.５３ｍ、幅０.８３ｍ、深さ１０～１５ｃｍの舟底状ピットが確認され、床

面は被熱を受けず、還元・酸化層がピットの側壁を周回することから、焼成段階では舟底ピットは

埋められていたと考えることができる。

焼成部　焼成部は、側壁はほぼ直線的にすぼまりながら、上位で最も狭くなる。最大幅は燃焼部境

でとり、焼成部上位では幅１.５０ｍと最も狭くなる。焼成部長は主軸上で６.７２ｍ、下位から平板的

に上がり、下位では２３°、上位では３２°と最終床面上では傾斜角度の違いが明らかであるが、当初

操業面ではやや弓なり状に上がる。

　最終操業面では、傾斜変換点から２.１５ｍ入った所から置台が設置されるが、貼床上のためかはっ

きりとしない。むしろ当初操業面では径１５～３５ｃｍ程度の小さな置台が側壁沿いに並び、間には

径５０ｃｍ程度のやや大きな置台が設置される。また、舟底状ピットのすぐ上にも径４５～６０ｃｍの

置台が認められ、いわゆる甕据えピットと考えられる。

　貼床は焼成部下位においては２５ｃｍ程度の厚みをもち、４～５面の操業面が確認できるが、上位

では薄くなり１面しか確認できず、厚さ１０ｃｍ弱しか確認できない。

　焼成部の土層観察では、下半がまず崩落したことがうかがえるが、ｇ－ｇ’面１９・４７層などを中

心とする崩落土上面がほぼ水平になることは注目される。層位上、焼成部上位はｇ－ｇ’面１９層以

下の崩落土堆積後の埋没が考えられ、焼成部上位において耳環が検出された今一つ別の解釈を可能

とするものかもしれない。この点については後述する。

排煙部　窯尻に石などで作られた抑焔柱が３点確認できた。左右の抑焔柱は、大甕の破片を床面に
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置いた上に粘土で柱を作り、中央のものは花崗岩塊を立てる。素材は異なるが、いずれも柱の基部

は２５～３０ｃｍ。高さは中央のものが１０ｃｍ程度残るが、排煙孔の高さを示すものはなかった。３つ

の柱に仕切られる４つの排煙孔の幅は、左側から２４・４３・２５・２４ｃｍと必ずしも等間隔ではない。

排煙部全体では、幅１.６ｍ、長さ０.２ｍ。

作業路　作業路は窯尻から南西方向に直線的にのび、先端部はカクランにより削平される。窯尻の

後背に設けられる土坑に連接し、土坑は主軸上で１.５３ｍ、作業路連接部まで２.３０ｍ、連接部から

作業路先端までは３.７５ｍ。幅は検出面で２１～６０ｃｍ、床面で９～３８ｃｍと細く、斜面下方に向か

うにつれて次第に細くなる。深さは最大５８ｃｍ。土層の観察によれば、掘り込み面を含めると４面

確認できる。

　窯背部土坑は、床面がほぼ水平になり広く掘り込まれている。深さ０.６ｍほどであるが、削平に

より失われることを考えるとかなり大きい。土坑内はほぼ全面に被熱を受けて壁面は橙色を呈し、

被熱範囲は作業路の一部にまで及ぶ。床面には焼土塊・焼土を含む橙色土が厚く全面に堆積してお

り、これは最終操業面にともなう。この橙色土は作業路の真中ほどまで確認でき、やはり最終操業

段階にともない堆積が確認できる。また、床面上には窯尻側壁面に寄せて窯壁をまとめて廃棄した

状況が確認できた。これらのことは、抑焔柱を含めた窯尻部分を作り変えた結果である可能性が高

く、窯背部土坑・作業路に見られる焼土を含む橙色土もそれにともなう可能性がある。

前庭部・灰原　池の浸食等により全体が分からないが、前庭部は燃焼部から西側０.６６ｍまでは幅

２.１ｍと窯とほぼ同じ幅でのびる。床面は大きく下がる。灰層は前庭部に充満している。

焼成部遺物出土状況と窯体内土層堆積状況　焼成部上位右側から耳環２点が出土した。１点は窯体

内の流入土中から出土し、右側壁に接した位置で出土した（耳環①）。１点は１.５５ｍ上方に位置し、

最終操業面直上から出土した（耳環②）。いずれも検出時に写真撮影・図化をおこなっている。耳

環①の周辺からは完形の須恵器杯身２点が出土した。また、耳環①②周辺の窯体内下層の土をふるっ

た結果、鉄鏃２点が出土した。鉄鏃は鏃頭のみで、茎部は確認できなかった。

　耳環が出土した焼成部上位は傾斜角度が３０°をこえ、まっすぐ立つのも一苦労である。ここから

出土した耳環の埋没時期について、出土状況と窯体内縦断土層から検討してみる。

　まず、耳環②は最終操業面直上から出土している。耳環①は流入土から出土しているが、上方から

の滑落が想定でき、耳環①②は一対のものである可能性が高い。次に、縦断土層から見ると、耳環②

の出土したｇ－ｇ’面６１層は堆積状況からみるとｇ－ｇ’面１９・４７層より後に堆積したことがわかる。

0

5cm

焼成部埋土内出土

最終床面出土

１（耳環①）

４（耳環②）
２ ３

第６図　１号窯跡焼成部 ・最終床面出土遺物実測図 （１／２）
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 １．黒褐色土（2.5Y3/1）灰原。
 ２．黒色土（7.5YR2/1）灰原。
 ３．灰色土（5Y5/1）砂質。
 ４．黄灰色土（2.5Y6/1）炭含む。しまる。
 ５．黄灰色土（2.5Y5/1～4/1）還元砂含む 。
 ６．褐灰色土（7.5YR5/1）炭含む。
 ７．黒褐色土（5YR3/1）炭含む。
 ８．にぶい黄褐色土（10YR5/4）ややしまる。窯体片含む。
 ９．にぶい赤褐色土（5YR5/4～4/4）
１０．灰～褐灰色土（N4/ ～7.5YR4/1）
１１．にぶい黄色土（2.5Y6/4）
１２．褐灰色土（10YR5/1～4/1）
１３．灰色砂（7.5Y5/1）非常に硬くしまる。操業面。
１４．暗灰黄～黄灰色砂（2.5Y5/2～5/1）硬くしまる。窯体片含む。
１５．灰～青灰色砂（N5/ ～5PB5/1）硬くしまる。操業面。
１６．灰白色土（7.5Y7/1）粒子細かくややもろい。
１７．灰黄～灰白色土（2.5Y7/2～5Y7/2）もろい。窯体含む。
１８．灰色土（N6/ ）粒子細かくもろい。
１９．褐灰～灰褐色土（5YR6/1～6/2）粒子細かくもろい。
２０．にぶい黄橙色土（10YR7/2～7/3）窯体含む。
２１．橙色土（5YR6/6）ややしまる。
２２．灰色土（5Y6/1）粒子粗くしまる。
２３．灰オリーブ色土（5Y5/2～4/2）砂質。硬くしまる。操業面。
２４．灰～黄灰色砂（N6/ ～2.5Y6/1）
２５．にぶい黄橙～にぶい黄色砂（10YR6/4～2.5Y6/4）
２６．褐灰色土（7.5YR6/1）
２７．赤褐色（2.5YR4/8）酸化地山塊。
２８．にぶい黄橙～にぶい黄褐色土（10YR6/4～5/4）
２９．にぶい赤褐色土（2.5YR4/4～5YR4/4）粒子やや粗い。
   ややしまる。酸化地山塊含む。
３０．にぶい赤褐色土（5YR5/3）粒子やや細かい。粘性高い。
３１．灰黄褐色土（10YR6/2～5/2）粗砂塊含む。
３２．にぶい赤褐～赤褐色土（2.5YR4/4～4/6）粒子細かい。粘性やや高い。
３３．明黄褐～黄褐色砂（10YR6/6～5/6）粒子細かい。非常に硬くしまる。
３４．にぶい黄褐～黄褐色砂（10YR5/4～5/6）粒子細かい。
３５．にぶい褐～明褐色土（7.5YR5/4～5/6）硬くしまる。
３６．明黄褐色土（2.5Y6/6）非常に硬くしまる。
３７．黄灰色土（2.5Y6/1）粒子やや細かい。
３８．赤褐色土（2.5YR4/6）粒子やや粗い。もろい。
３９．黒褐～極暗赤褐色土（5YR2/2～2/3）粒子やや細かい。
４０．明黄褐色土（2.5Y6/6～6/8）非常に硬くしまる。
４１．赤褐色土（2.5YR4/6）粒子粗い。
４２．にぶい赤褐色砂（5YR4/4～5/4）もろい。
４３．明赤褐色土（5YR5/8）炭含む。
４４．黄褐色土（10YR5/6）炭含む。
４６．灰～灰オリーブ色土（5Y5/1～5/2）
４７．灰～灰白色砂（5Y6/1～7/1）
４８．黄灰色砂（2.5Y6/1～5/1）粒子非常に粗い。
４９．明黄褐色土（10YR6/6）
５０．黄灰色砂と浅黄色砂混じる（2.5Y5/1・2.5Y7/4）
   粒子非常に粗い。非常にもろい。
５１．白色と黒色の混合砂（N1.5/ ・10YR2/1）
５２．黄灰～暗灰黄色土（2.5Y5/1～5/2）粒子粗い。しまる。窯壁混じる。
５３．明赤褐色砂（2.5YR5/6～5/8）粒子やや細かい。
５４．黄灰色砂（2.5Y5/1）もろい。
５５．褐灰～灰黄褐色土（10YR5/1～5/2）
５６．明黄褐色土（10YR6/6）粒子やや粗い。
５７．暗灰黄～黄褐色砂（2.5Y5/2～5/3）ややもろい。
５８．暗赤灰～暗赤褐色砂（2.5YR3/1～3/2）粒子非常に細かい。
   硬くしまる。
５９．青灰色砂（10BG6/1）粒子非常に粗い。貼り壁。還元。
６０．灰白～青黒色砂（N8～10BG2/1）粒子粗い。貼り壁。還元。
６１．灰白色砂(N8/ ～7/ ）貼り壁。還元。
６２．黒～赤色砂（7.5YR2/1～10R5/6）粒子粗い。貼り壁。還元。
６３．青灰色砂（5B6/1）粒子非常に粗い。貼り壁。還元。
６４．青灰～灰白色砂（10BG5/1～7.5Y8/1）
６５．青灰色砂（10BG6/1）貼り壁。還元。
６６．暗青灰色砂（10BG4/1）粒子非常に粗い。貼り壁。還元。
６７．明黄褐色土（2.5Y7/6）粒子非常に粗い。硬くしまる。還元。
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第７図　１号窯跡最終操業面実測図及び貼床断割図 （１／６０）
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第８図　１号窯跡当初操業面検出状況実測図 （１／６０）



�� ～ ��

0 2m

 １．黒色土（10YR2/1）非常に粒子細かい。明黄褐色砂塊（10YR7/6）含む。灰原。
 ２．黒褐色シルト（10YR3/1）にぶい黄色シルト塊（2.5Y6/4）含む。灰原。
 ３．にぶい黄褐色土（10YR4/3）窯体片含む。
 ４．オリーブ褐色土（2.5Y4/3）粒子細かい。黒褐色土（10YR3/1）含む。
 ５．黒色土（7.5YR1.7/1）非常に粒子細かい。灰原。
 ６．にぶい黄褐色土（10YR5/4）
１０．黒褐色土（10YR3/1）
１１．明黄褐色バイラン土（10YR6/6）
１２．暗褐色土（10YR3/4）
１３．黒褐色土（7.5YR2/2）やや粒子細かい。窯体片含む。灰原。
１４．黒褐色土（10YR2/3）やや粒子細かい。窯体片含む。灰原。
１５．褐色土（7.5YR4/4）粒子細かい。
１７．にぶい黄褐色土（10YR5/4）バイラン土混じる。
１８．明黄褐～黄褐色土（10YR6/6～5/6）窯体片多量に含む。
１９．明黄褐色土（10YR6/6）バイラン土混じる。
２０．橙色土（7.5YR6/6）バイラン土多く混じる。窯体片含む。
２１．にぶい黄褐色バイラン土（10YR5/4）
２２．橙～明褐色砂（7.5YR6/6～5/6）バイラン混じり。
２３．赤褐色粘質土（5YR4/8）褐色砂（7.5YR4/4）混じる。
２４．にぶい赤褐色土（5YR5/4）
２５．赤褐色バイラン土（5YR4/6）酸化地山崩落土。
２６．にぶい黄橙色土（10YR6/4）酸化地山崩落土塊含む。
２７．黒褐色土（5YR2/1）非常に硬くしまる。窯体片含む。
２８．にぶい黄褐色バイラン土（10YR5/4）窯体片含む。
２９．明赤褐色粘質土（5YR5/8）
３０．にぶい黄褐色土（10YR5/4）炭・窯体片含む。
３１．橙色バイラン土（5YR6/8）窯体片含む。
３４．黄橙色土（10YR7/8）
３５．明黄褐色バイラン土（10YR7/6）
３６．橙色バイラン土（7.5YR7/6）窯体片含む。
３７．黄橙色～明黄褐色バイラン土（10YR8/6～7/6）
３８．明黄褐色土（10YR6/6）
３９．橙色土（7.5YR6/6）窯体片含む。
４０．明赤褐色土（2.5YR5/6）やや粒子粗い。窯体片含む。
４１．褐灰色砂（10YR6/1）窯体片含む。
４２．にぶい黄橙色～明黄褐色砂（10YR6/4～6/6）硬くしまる。
４３．にぶい黄橙色砂（10YR6/4）粒子細かい。もろい。
４４．にぶい黄橙色砂（10YR7/4）粒子細かい。もろい。窯体片含む。
４５．にぶい黄橙色土（10YR6/3～6/4）バイラン土混じる。
４６．褐色バイラン土（7.5YR4/3）還元砂塊含む。
４７．明黄褐色バイラン土（10YR6/6）窯体片含む。
４８．にぶい黄橙色バイラン土（10YR7/4）もろい。
４９．橙色バイラン土（7.5YR7/6）
５０．明黄褐色土（10YR7/6）バイラン土。窯体片・還元砂塊含む。
５１．にぶい黄褐色土（10YR5/4）
５４．橙色土（7.5YR7/6）もろい。
５５．明褐灰色土（7.5YR7/2）もろい。
５６．にぶい黄褐色土（10YR4/3）炭・酸化土塊含む。
５７．明赤褐色土（5YR5/6）酸化地山塊・バイラン土窯体片含む。
５８．にぶい赤褐色土（5YR4/4）にぶい黄褐色土（10YR4/3）・窯体片含む。
５９．にぶい黄褐～にぶい黄橙色砂（10YR5/4～6/4）炭含む。
６０．黄褐～明黄褐色土（10YR5/6～6/6）炭・窯体片・酸化地山塊含む。
６１．にぶい黄褐色粘質土（10YR5/4）炭・窯体片・酸化地山塊含む。
６４．明黄褐橙色土（10YR6/6）酸化地山塊含む。
６５．明赤褐色砂（5YR5/6）焼けしまる。
６６．褐色土（7.5YR4/6）粒子細かい。炭含む。
６７．赤褐色粘質土（5YR4/8）
６８．褐色土（7.5YR5/6～4/6）粒子細かい。
６９．褐色土（7.5YR4/4～4/6）粒子細かい。
７０．橙色土（2.5YR7/6）
７１．明赤褐色土（5YR5/6）酸化土塊含む。
７２．橙色土（5YR6/8）黄橙色土（10YR8/6）スサ入り粘土塊含む。
７３．明赤褐色土（5YR5/8）粒子非常に細かい。硬くしまる。
７４．にぶい橙色土（5YR7/4）もろい。
７５．浅黄橙色土（10YR8/3）
７６．にぶい橙色土（7.5YR6/4）酸化土含む。
７７．淡赤橙色土（2.5YR7/4）
７８．にぶい橙色土（5YR6/4）炭少量含む。
７９．にぶい赤褐色土（5YR5/4）酸化土含む。浅黄橙色土（10YR8/3）混じる。
８０．にぶい赤褐色土（5YR5/4）酸化土含む。
８１．浅黄色土（2.5Y8/3）
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第９図　１号窯跡窯体内 ・作業路土層実測図 （１／６０）
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1号窯跡焼成部耳環出土状況（1/20）

４７.６００ｍ

４６.０００ｍ

ｅ
ｅ
’

耳環

第１０図　１号窯跡耳環出土状況実測図 （１／２０）



20

ｇ－ｇ’面１９・４７層以下は、焚口部分で見ると最終操業にともなう灰層ｇ－ｇ’面１・３０層上に

確認でき、上方は調査時に残存していた焼成部天井部下にあたる。したがって、縦断土層から見る

と焼成部下半が操業直後に崩落をおこし、その後上半に土砂が流入していることは明らかである。

ここで注目したいのは、ｇ－ｇ’面１９・４７層の上面がほぼ水平となることである。通常窯の崩落

にともなう堆積土は斜面下方に落ち込むことが多く、傾斜の急な斜面に作られる窯であれば、なお

さら水平な堆積層が生じることは極めて不自然と考える。しかも、残存する天井部下に水平な堆積

層がのびることは、層の形成にあたって人為的な営力が関わった可能性が非常に高いように思う。

したがって、ここでは１号窯跡の埋没過程について、焼成部下半の落下がまずおこり、後に上半へ

の土砂流入がおこるが、その間に耳環①②を位置づけることが可能と考える。

耳環の出土する理由については、まとめで述べるように須恵器窯を墳墓として転用することを考

えている。その場合、遺体を焼成部上位まで持ち上げるのは大変困難であり、調査時より疑問に思

う点であった。しかし、窯体内縦断土層で確認できるように、焼成部下半の崩落・堆積後に一旦整

地をおこなうことは、埋葬にともなうものとの解釈が可能である。この場合、遺体が置かれるのは

残存する天井部から２.５ｍほど奥であり、埋葬位置としては十分な妥当性をもち、梅頭遺跡２次１

号窯跡は崩落した窯の上半を使って墳墓に転用したものと考えたい。

焼成部出土遺物（第６図、図版４７）

銅製品 （１）　耳環である。直径約２.４ｃｍを測り、欠損は見られない。

鉄製品 （２ ・ ３）　いずれも鉄鏃である。先端部付近のみ残存し、２は柳葉式長頸鏃で、３は円頭斧

箭式鏃である。

最終床面上出土遺物（第６・１１図、図版４７・４８）

銅製品 （４）　耳環である。直径約２.０ｃｍを測り、表面が腐食している。

須恵器 （５～１５） ５～７は杯Ｈ蓋で、６は完形品である。いずれも天井部外面にヘラ記号を施す。

復元口径１２.０～１２.５ｃｍを測り、器高は比較的高い。口縁部はなだらかに開くもの（５）と、直立

に近い傾きになるもの（６・７）がある。天井部は外面約１／２～２／３に回転ヘラケズリを施す

ことで丸みを持たせている。８・９は杯Ｈ身で、いずれも底部外面にヘラ記号を施す。８は復元口

径１１.１ｃｍ、９は口径１１.１５ｃｍを測るが、８は器体が歪んでいるため、法量が不確定である。杯部

は深く、立ち上がりは内傾する。底部では外面の約１／２～２／３に回転ヘラケズリを施す。１０

は高杯蓋で、口径１３.２ｃｍを測り、器高は比較的高い。口縁部はなだらかに開き、天井部は丸みを

持つ。天井部では外面約２／３にカキメを施し、その後ヘラ記号を付けている。つまみは中央部が

深くくぼみ、器体の中心をやや外れて貼り付く。１１は有蓋高杯で、口径１１.８ｃｍを測り、杯部は深い。

立ち上がりはやや直立する傾きになる。底部では外面約２／３の範囲に回転ヘラケズリが見られる。

脚部は中位から大きく開く。１２は椀で、ほぼ完形品である。口径は１０.１ｃｍ、器高１０.６ｃｍを測り、

体部から口縁部にかけてやや内傾する。体部外面ではカキメ・沈線が見られ、底部外面は回転ヘラ

ケズリにより丸く仕上げた後、ヘラ記号を付ける。１３～１５は大甕で、復元口径４９.８～５５.６ｃｍを

測る。口縁上端部は三角形の突起状に成形しているが、三角形が小さいもの（１３・１５）と大きい

もの（１４）に分かれる。いずれも頸部外面ではカキメ施文後、２段の沈線を巡らし、その沈線間
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0 10cm

0 20cm

第 図 1号窯跡窯体内最終床面上出土遺物（５～１２は１／３、１３～１５は１／６）
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５

第１１図　１号窯跡窯体内最終床面上出土遺物実測図 （５～１２は１／３、 １３～１５は１／６）
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に連続斜線文を施している。

貼床内出土遺物（第１２図、図版４９・５０）

須恵器 （１６～２６）　１６～２０は杯Ｈ蓋で、２０以外はほぼ完形品である。口径は１２.１～１５.０ｃｍを測

る。器高は比較的高い。口縁部はなだらかに開くもの（１６・１９）と、直立に近い傾きになるもの（１７・

１８・２０）とがある。天井部は外面約１／２～２／３に回転ヘラケズリを施すことで丸みを持たせ

ている。２１～２３は杯Ｈ身で、２３以外は完形品である。口径は１０.４～１１.１５ｃｍを測り、２１・２２の

杯部は深い。立ち上がりは内傾するもの（２１）、内傾しつつ端部で直立に近い傾きになるもの（２２・

２３）がある。２１・２２の底部は外面約１／３に回転ヘラケズリを施す。

0 20cm

0 10cm

第 図 1号窯跡貼床面内出土遺物（２６は１／６、他は１／３）

１６

１７

１８

１９

２１

２５

２２

２３

２４

２６

２０

第１２図　１号窯跡貼床内出土遺物実測図 （２６は１／６、 他は１／３）
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0 10cm

第 図 1号窯跡窯体内出土遺物①(１／３)
３１

２７

２８

３０

２９

３２

３３

３５

３４

３６

３７

３８

３９

４０

第１３図　１号窯跡窯体内出土遺物実測図① （１／３）
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　２４は高杯蓋で、ほぼ完形品である。口径１３.２ｃｍを測り、器高は比較的高い。口縁部は直立気

味に傾き、天井部は丸みを持つ。天井部では外面約２／３に回転ヘラケズリが見られ、つまみはボ

タン状を呈し、器体の中心から外れた位置に貼り付けられる。２５は短頸壺蓋で、完形品である。

口径７.８ｃｍを測り、口縁部は直立に近い傾きになる。天井部は外面約１／２に手持ちヘラケズリ

を施す。

　２６は大甕で、復元口径５４.３ｃｍを測る。口縁端部は断面方形状を呈し、頸部外面では３段の沈

線を巡らせ、沈線間に連続斜線文を施す。また、出土状況から焼台に転用された可能性がある。

窯体内出土遺物（第１３・１４図、図版５０～５４）

須恵器 （２７～４７）　２７～３３は杯Ｈ蓋である。口径は１１.９～１３.４ｃｍを測る。器高は比較的高く、

いずれも天井部外面にヘラ記号を施す。口縁部は直立に近い傾きになるもの（２７・２９・３１～３３）

と、なだらかに開くもの（２８・３０）がある。いずれも天井部は外面約１／３～２／３に回転ヘラ

ケズリを施す。３４～３８は杯Ｈ身で、３５以外はほぼ完形品である。口径は１０.２～１１.６５ｃｍを測る。

0 10cm

0

20cm

0

20cm

第 図 1号窯跡窯体内出土遺物②（４５・４６・４８は１／６、他は１／３）

４１

４３

４２
４７

４４
４５

４６

４８

第１４図　１号窯跡窯体内出土遺物実測図② （４５ ・ ４６ ・ ４８は１／６、 １／３）



25

３４・３５は立ち上がりが内傾し、端部が直立に近い傾きになり、杯部が浅い。３６～３８は立ち上が

りが内傾し、杯部が深い。いずれも底部は外面約１／２～２／３に回転ヘラケズリを施し、ヘラ記

号が見られる。

　３９は高杯蓋である。天井部外面は回転ヘラケズリを施すことで丸みを待たせている。つまみは

中央部が窪むボタン状を呈す。４０は高杯で、口径１３.１５ｃｍを測るが、器体が歪んでいるため法量

は不確定である。杯部は椀形を呈し、口縁部はやや外反しながら上方にのびる。体部中位外面では

沈線を巡らし、体部下位～底部に回転ヘラケズリを施すことで丸みを持たせている。脚部は短脚で

中位が大きく開き、裾部付近で緩やかに屈曲する。脚部内面ではヘラ記号が見られる。

　４１・４２は椀で、４１はほぼ完形品である。４１は口径１２.２ｃｍを測り、体部～口縁部にかけてほぼ

直立し、端部はわずかに外反する。いずれも底部外面は回転ヘラケズリを施すことで丸みをもたせ

ており、その後ヘラ記号を施す。４３は台付椀で、復元口径１２.８ｃｍを測る。体部～口縁部にかけ

てやや外反しながらのびる。体部中位外面には沈線が巡り、下位では回転ヘラケズリを施す。高台

内側にはヘラ記号が見られる。

　４４は短頸壺蓋で、ほぼ完形品である。口径は１０.２ｃｍを測る。口縁部は直立し、口縁端部では

平坦面が成形される。天井部は丸みを持ち、外面３／４にカキメを施す。４５・４６は甕で、復元口

径はそれぞれ２１.１ｃｍ・２４.０ｃｍを測る。４５は口縁端部を丸く仕上げ外面に沈線を施し、頸部外面

ではハケメ状の痕跡が見られる。４６は口縁端部を丸く仕上げ、器壁を比較的薄く成形し、外面に

段を施す。４７は鉢で、復元口径２８.０ｃｍを測る。口縁端部は外面に段を付ける。５３と類似する。

抑焔柱 （４８）　花崗岩塊。円錐形を呈し、上部に煤が付着する。

灰原出土遺物（第１５図）

須恵器 （４９～５１）　４９・５０は杯Ｈ蓋で、５０はほぼ完形品である。４９は口径１２.６ｃｍ、５０は口径

１２.２ｃｍを測り、４９の器高は比較的低い。いずれも口縁部は直立に近い傾きになり、天井部は外

0 10cm

第 図 1号窯跡灰原・作業路出土遺物（１／３）

作業路

灰原

４９

５１

５０

５２ ５３

第１５図　１号窯跡灰原 ・作業路出土遺物実測図 （１／３）
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（２） 竪穴住居跡

ＳＣ０１ （第１６図、 図版１８・１９）

　２区の南部、標高４３.８～４５.０ｍの南側斜面に位置する。平面プランは隅丸方形を呈し、北側

壁上位にはカマドの煙道が造られる。斜面をＬ字に掘り込んでおり、南壁は認められない。、長さ

３.７１ｍ、幅３.３ｍ以上、最深部０.３１ｍを測る。埋土は単層で褐色土が堆積し、貼床や壁溝の施設は

確認できない。主柱穴は４本確認されるが、柱は住居に対し、ややゆがむ。

面約２／３に回転ヘラケズリを施す。５０ではヘラ記号が見られる。

　５１は椀で、底部外面にヘラ記号が見られる。復元口径１３.６ｃｍを測り、体部～口縁部にかけて直

立に近い傾きになる。体部外面では沈線が２段に巡り、底部外面は回転ヘラケズリを施す。

作業路出土遺物（第１５図、図版５４）

須恵器 （５２ ・ ５３）　５２は杯Ｈ蓋で、復元口径１３.０ｃｍを測る。天井部は丸みを持ち、外面にヘラ

記号が見られる。器高は比較的高く、口縁部は直立に近い傾きになる。天井部は外面１／２に回転

ヘラケズリを施す。５３は鉢で、復元口径３０.０ｃｍを測る。口縁端部は断面四角形を呈し、端部外

面が窪む。口縁部～体部外面ではカキメが施され、体部外面ではわずかに指頭圧痕が見られる。

１'．上記に炭混。  

１'．炭化物の量が多い。 別種の埋土か？

0 2m

SC01実測図（1/60）

ｅ’

ｅ

ｄ
’

ｄ

１．黄褐色土(10YR5/8)1.0～1.5cm炭化物混。
  黄橙色土(10YR7/8)(住居床か？)
  ブロック状に少量入る。

２．明褐色土(7.5YR5/6)1.0～1.5cm炭化物少量混。
  赤褐色土(5YR4/8)(かまど片か？)
  ブロック状に少量入る。
３．明赤褐色土(5YR5/8)しまり良。
４．粘土（かまど構築材？）炭化物を含む。

１．褐色土（10ＹR4/6） 黄褐色土（10YR5/6） 明褐色土（7.5YR5/8）混在。シルトブロック多量混。

１
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焼土範囲

第１６図　ＳＣ０１実測図 （１／６０）
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　カマドは北壁中央部で検出されたが、 わずかな焼土が残存するのみである。 また、 北壁中央部には平

面プランより突出する溝状遺構があり、 焼土に対面する位置にあるためカマドの煙道部と考えられる。 カマ

ド周辺には須恵器の杯身、 土師器の甕 ・甑の破片が散乱していた。

出土遺物 （第１７・１８図、 図版５４～５５）

須恵器 （５４～６２）　５４～５６は杯Ｈ蓋である。復元口径１２.２～１３.０ｃｍを測り、器高は比較的高い。

いずれも口縁部は直立に近い傾きで、天井部は外面約１／２～２／３に回転ヘラケズリを施す。

５７～６１は杯Ｈ身で、復元口径は１０.６～１３.４ｃｍを測る。５７以外は杯部が深く、立ち上がりは内傾

するもの（５８）と、内傾しつつ端部が直立気味になるもの（５７・５９～６１）がある。いずれも底部

は外面約１／２～３／４に回転ヘラケズリを施す。

　６２は短頸壺蓋で、ほぼ完形品である。器体が歪んでいるため口径が９.１～９.８ｃｍと不確定である。

口縁部はなだらかに開き、天井部は外面約２／３手持ちヘラケズリを施す。

土師器 （６３～６７）　６３・６４は甕で、復元口径はそれぞれ１４.０ｃｍ、１５.０ｃｍを測る。６３は頸部が

比較的せばまり、口縁部が大きく外反する。６４の口縁部は大きく外傾する。６５～６７は甑である。

いずれも外面はハケメ、内面はケズリが見られる。６５は復元口径３０.０ｃｍを測る。口縁部は大き

く開き、体部と比べて器壁がやや厚くなる。６５～６７は同一個体とみられる。６６は体部から底部に

かけてせばまり、底端部の断面の形状は方形に仕上げている。６７は把手が残存しており、体部ハ

ケメにより整形した後に貼り付け、把手部はナデにより整形されている。

0 10cm

５４

５７

５５

５８

６０

６１

５６

６２

５９

第１７図　ＳＣ０１出土遺物実測図① （１／３）
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（３） 土坑

ＳＸ０１ （第１９図、 図版１９）

　１区中央部、標高４６.３～４７.４ｍの北側斜面に位置し、周辺にはＳＸ０２、ＳＢ０１・０２がある。

平面プランは不整形な長楕円形を呈し、長さ４.２８ｍ、幅２.１３ｍ、最深部１.２７ｍを測る。土坑内は

２段掘り状を呈する。埋土は上層に黄褐色土が堆積し、下層は明褐色～明黄褐色土を主体とする。

出土遺物には須恵器があるが、図化できるものはなかった。

ＳＸ０２ （第１９図、 図版２０）

　１区中央部、標高４５.９～４６.７ｍの北側斜面に位置し、周辺にはＳＸ０１、ＳＢ０１・０２がある。

平面プランは不整方形を呈し、長さ２.９８ｍ、幅２.３ｍ、最深部１.０５ｍを測る。埋土は橙色土と黄色

土が混在し、風倒木の可能性がある。出土遺物には須恵器・土師器・石器がある。

出土遺物 （第２０図）

石製品 （６８）　安山岩製で横長剥片を利用した石匙である。刃部は両端部が欠損し、表裏面から作

出され弧状に仕上げられる。つまみ部は表裏面より成形される。

ＳＸ０３ （第２１図、 図版２０）

　１区西側、標高４７.０～４７.３ｍの北側緩斜面に位置し、周辺にはＳＸ０２・０４がある。平面プラン

は不整形な長楕円形に溝状遺構が続く形状を呈し、長さ４.８２ｍ、幅１.５８ｍ、最深部０.５０ｍを測る。

0 10cm

第 図 ＳＣ０１出土遺物実測図②（１／３）
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第１８図　ＳＣ０１出土遺物実測図② （１／３）
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 １．黄褐色土(2.5Y5/4)
 ２．明黄褐色土(10YR6/6)
 ３．明黄褐色土(10YR6/6)～明褐色土(7.5YR5/6)
 ４．にぶい橙色土(7.5YR6/4)混明赤褐色土(5YR5/8)
 ５．明褐色土(7.5YR5/8)混明赤褐色土(5YR5/8)

ＳＸ０１

 １．明褐色土(7.5YR5/6)・褐色土(7.5YR4/3)混在。
 ２．明褐色土(7.5YR5/6)・暗褐色土(7.5YR3/3)混在。
 ３．明黄褐色土(10YR6/6)
 ４．橙色土(7.5YR6/6)
 ５．明黄褐色土(10YR6/6)
 ６．橙色土(7.5YR6/6)
 ７．橙色土(7.5YR6/6)
 ８．橙色土(7.5YR6/8)・明黄褐色土(10YR6/6)
 ９．明黄褐色土(10YR6/6)暗褐色土砂(10YR3/4)多く含む。
   鉄・マンガン含む。

ＳＸ０２

SX01・02実測図（1/60）

ｂ
’

ｂ

ｂ

ｂ
’

ａ

ａ

ａ
’

ａ
’

第１９図　ＳＸ０１ ・ ０２実測図 （１／６０）
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SX03実測図（1/40）
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１
２

４７.４００ｍ

４７.４００ｍ

４７.４００ｍ

４７.４００ｍ

 １．黒褐色土(7.5YR3/1)
 ２．褐色土(10YR4/4)

 １．灰黄褐色土(10YR6/2)
 ２．にぶい黄橙色土(10YR6/3)
 ３．黒褐色土(10YR3/1)
 ４．黄褐色土(2.5Y5/3)
 ５．にぶい黄褐色土(10YR5/3)

0 5cm

第 図 ＳＸ０２出土遺物実測図（１／２）

６８

第２１図　ＳＸ０３実測図 （１／４０）

第２０図　ＳＸ０２出土遺物実測図 （１／２）
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長楕円形遺構では多量の須恵器の甕片が出土し、溝状遺構にも杯身や土師器片が見られる。埋土は

下層に褐色土、その上層に黒褐色の腐植土らしい土壌が堆積する。出土遺物は、須恵器・土師器が

あり量は多い。

出土遺物 （第２２・２３図、 図版５５～５６）

須恵器 （６９～８０）　６９～７１は杯Ｈ蓋で、復元口径は１２.１～１３.５ｃｍを測る。いずれも器高は比較

的高く、口縁部は直立に近い傾きになり、天井部は外面約１／２～２／３に回転ヘラケズリを施す。

７２～７４は杯Ｈ身で、口径は１０.７～１１.９ｍを測る。いずれも杯部は深い。立ち上がりは内傾しつつ

端部で直立するもの（７２・７３）と、内傾しているもの（７４）がある。底部は外面約１／２～２／

３に回転ヘラケズリを施す。７５は高杯で、復元口径１１.６ｃｍを測る。口縁部は端部でやや外反し、

体部外面では沈線状の窪みが見られる。７６は有蓋高杯で、復元口径１１.２ｃｍを測る。杯部は深く、

立ち上がりは内傾しつつ端部で直立する。底部は外面約１／３に回転ヘラケズリを施す。

　７７は短頸壺蓋で、口径１０.０ｃｍを測る。口縁部は直立に近い傾きで、端部の断面形状は四角形

を呈す。天井部は丸みを持つ。７８は壺で、口縁部が欠損する。短頸壺か。体部外面および底部外

面はカキメを施し、体部上位に幅広い沈線が巡る。底部は平底を呈す。７９・８０は甕である。７９は

復元口径１８.８ｃｍを測り、口縁部は丸く仕上げた外面に沈線を施す。８０は復元口径２４.７ｃｍを測り、

口縁部は最大体部径よりも外反する。体部外面はタタキ後カキメを施し、内面はナデが見られる。

土師器 （８１）　把手付の甕で、復元口径１６.４ｃｍを測る。把手は欠損しているが体部中位より下位

に貼り付けた痕跡が残る。口縁部はやや外反する傾きをとり、底部は平底である。全面的に摩滅し

ているが、体部下位外面ではハケメが残る。

ＳＸ０４ （第２４図、 図版２１）

　１区西側、標高４６.８～４７.２ｍの北側緩斜面に位置し、周辺にはＳＸ０３・０５・０６がある。平面

プランは不整形な楕円形を呈し、長さ３.３５ｍ、幅２.４５ｍ、最深部０.１７ｍを測る。床面ではピット

が散在する。埋土は黒褐色土が主体となる。出土遺物には須恵器・土師器がある。

出土遺物 （第２６図、 図版５７）

須恵器 （８２～８５）　８２は杯Ｈ蓋で、復元口径１２.４ｃｍを測る。口縁部は直立に近い傾きで、天井

部では回転ヘラケズリを施す。８３は有蓋高杯で、復元口径１１.８ｃｍを測る。杯部は深く、立ち上

がりは内傾する。８４は高杯で、脚部のみ残存する。脚部は短脚で裾部付近で屈曲し、端部は断面

方形状に仕上がる。８５は切削物で、外面にナデ調整、内面では同心円文当て具痕が見られる。器

壁は１.８ｃｍと厚いため甕を製造する段階で切り落とされた余分な部分と思われる。

ＳＸ０５ （第２４図、 図版２１）

　１区西側、標高４６.８～４７.３ｍの北側緩斜面に位置し、東隣にはＳＸ０４・０６がある。平面プラ

ンは不整形な楕円形を呈し、長さ３.２７ｍ、幅２.４２ｍ、最深部１.２４ｍを測る。土坑内は階段状となり、

最深部は略円形のピット状になる。埋土は炭化物が混じり、上層は黄色土、下層は褐色土が主体と

なる。出土遺物には須恵器・土師器がある。

出土遺物 （第２６図、 図版５７）

土師器 （８６ ・ ８７）　８６は甕で、 復元口径は１５.４ｃｍを測る。 口縁部はなだらかに外反し、 頸部内面は
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0 10cm

0 20cm

第 図 ＳＸ０３出土遺物実測図①（７９は１／６、他は１／３）
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８０

第２２図　ＳＸ０３出土遺物実測図① （７９は１／６、 他は１／３）
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稜が見られる。 外面には煤が付

着する。８７は甑の把手で、 ナデ

調整により成形される。 外面に煤

が付着する。

ＳＸ０６ （第２４図、 図版２２）

　１区西側、標高４６.３～４６.８

ｍの北側緩斜面に位置し、周辺

にはＳＸ０４・０５がある。平面

プランは不整形な長楕円形を呈

し、長さ２.５７ｍ、幅１.１７ｍ、

最深部０.２４ｍを測る。埋土は

黒褐色土を主体とする。出土遺

物には須恵器・土師器がある。

出土遺物 （第２６図、 図版５７）

須恵器 （８８）　杯Ｈ身で、口径１２.０ｃｍを測る。杯部は浅く、口縁部は内傾し、受部のくぼみが比

較的深い。底部外面ではナデを施し、その後ヘラ記号を付けている。

ＳＸ０７ （第２５図、 図版２２・２３）

　２区西側、標高４６.０～４７.０ｍの南側斜面に位置し、ＳＸ１０・１２に切られる。この遺構は斜面を

Ｌ字状に削ることで平坦面を造り出し、東西方向へ細長く不整形にのびる。東隣に続くＳＸ０８も

同様な形態である。全長約２０.４ｍ、最大幅約３.２６ｍ、最深部０.７５ｍを測る。

　床面には多数のピットがあり、いずれかが建物を構成する柱穴であった可能性があるが、建物を

復元できない。また、遺構内中央部以東では炭化物が集中する範囲が見られ、須恵器の杯・甕、土

師器の甕・甑、瓦、祭祀遺物と思われるミニチュア土器、土製模造鏡等が多量に出土する。埋土は

黄橙色土を主体とする。

出土遺物 （第２７～３２図、 図版５７～６４）

須恵器 （８９～１１９）　８９～９６は杯Ｈ蓋で、口径は１０.４５～１３.０ｃｍを測る。９５・９６の器体は歪ん

でいるため法量は不確定である。器高は９０・９４が低く、他は比較的高い。口縁部はなだらかに開

くもの（９０）と、直立に近い傾きになるもの（８９・９１～９４・９６）がある。天井部外面は、雑なナ

デを施し天頂部が平坦を呈するもの（８９～９２・９５・９６）と、回転ヘラケズリにより丸みを持たせ

るもの（９３・９４）がある。９７～９９は杯Ｇ蓋で、口径は９８で１０.４ｃｍ、９９で８.２ｃｍを測るが、９８

は器体が歪んでいるため法量は不確定である。９７・９８は乳頭状つまみ、９９はボタン状つまみを付

し、９８・９９の天井部は外面約２／３に回転ヘラケズリを施す。

　１００～１１０は杯Ｈ身で、口径は８.７～１０.６５ｃｍを測るが、１０９・１１０は器体が歪んでおり法量は

不確定である。立ち上がりは内傾しているもの（１００・１０３・１０６）と、内傾しつつ端部が直立に

近い傾きになるもの（１０１・１０２・１０４・１０５・１０７～１１０）があり、杯部は１００以外比較的深い。

底部外面の調整はナデを施すもの（１００～１０２・１０４・１０７・１０９）と、回転ヘラケズリを施すもの

0 10cm

第 図 ＳＸ０３出土遺物実測図②（１／３）

８１

第２３図　ＳＸ０３出土遺物実測図② （１／３）
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0 2m

0 2m

ＳＸ０６

１．明黄褐色土(2.5Y7/6)炭混じり。
２．明黄褐色土(10YR6/6)炭混じり。
３．明黄褐色土(10YR6/6)炭混じり。粘性高い。
４．黒褐色土(10YR2/3)炭混じり。
５．明褐色土(7.5YR5/6)極薄く炭混じる。
６．明褐色土(7.5YR5/6)
７．黄褐色土(10YR5/6)
８．橙色土(7.5YR6/6)
９．明褐色土(7.5YR5/6)
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第２４図　ＳＸ０４～０６実測図 （ＳＸ０４ ・ ０５は１／６０、 ＳＸ０６は１／４０）



�5 ～ �6

0 2m

ｂ
’

ｂ

ａ
ａ
'

ａ

ｄ

ｄ
’

ｃ

ｃ
’

ｂ

ｃ

ｄ

 １．褐色土(10YR4/6)しまりなし。
 ２．黄橙色土(7.5YR8/8)地山流土。バイラン土多い。
 ３．にぶい黄橙色土(10YR6/4)しまりなし。流土。
 ４．明黄褐色土(10YR7/6)しまりなし。流土。
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第２５図　ＳＸ０７実測図 （１／６０）
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（１０３・１０５・１０６・１０８・１１０）がある。１１１は杯Ｇ身で、口径９.４ｃｍを測る。口縁部はやや外反し、

体部中位外面には沈線が巡る。体部下位外面では回転ヘラケズリを施し、底部外面はナデである。

体部下位外面には別個体の破片が釉着する。

　１１２は高杯蓋で、復元口径１０.４ｃｍを測る。器高は高く、口縁部はなだらかに開く。天井部は外

面約１／３に回転ヘラケズリを施し、ボタン状のつまみが付く。１１３・１１４は高杯で、１１３は口径

１０.３ｃｍを測るが、器形が歪んでいるため法量は不確定である。口縁部はわずかに外反し、杯部の

体部外面では浅い沈線を施す。１１３・１１４いずれも短脚で裾部から短く開く。１１４の脚端部は断面

三角形を呈す。１１５・１１６は壺で、復元口径はそれぞれ１３.８ｃｍ、１２.６ｃｍを測る。１１５の口縁部は

直線を呈し、外傾する。１１６の口縁部はＳ字状に外反する。いずれも端部は丸く仕上げる。１１５は

体部がなだらかに膨らみ、１１６は球形状を呈す。１１５は土師質に焼成されている。１１７は甕で、復

元口径は２２.６ｃｍを測る。口縁端部は丸く仕上げ、外面に１条の沈線が巡る。

　１１８・１１９は切削物で、厚さ１.０～１.５ｃｍを測る。外面にタタキが見られ、１１８は擬格子タタキ、

１１９は平行タタキである。いずれも内面には同心円文当て具痕が見られる。

土師器 （１２０～１３０ ・ １４１）　１２０～１２７は甕である。１２０は口縁部が直立に近い傾きになり、体

部は外面に平行タタキ、内面にハケメが見られる。１２１は小甕で、口径９.１ｃｍを測る。口縁部は

なだらかに外反し、体部～底部にかけて箱状を呈し、体部はさほど膨らまず、底部は外面を手持

ちヘラケズリにより平底に整形される。１２２は口縁部がなだらかに外反し、体部外面はハケメ、内

面はケズリを施す。１２３・１２４・１２６・１２７の復元口径はそれぞれ１３.４ｃｍ・１８.１ｃｍ・２１.５ｃｍ・

２３.０ｃｍを測る。１２３・１２４では口縁部が外反し、内面の頸部と体部の境に稜が付く。１２６・１２７

では口縁部が大きく開き、頸部内面の口縁部・体部それぞれの境に稜が付く。体部外面はハケメ、

内面はケズリを施す。

　１２８・１２９は甑で、１２８の復元口径は１５.２ｃｍを測る。１２８の体部～口縁部は外傾し、端部はや

や尖り気味に仕上げる。体部外面には把手が付き、ナデにより整形されている。１２９は体部下位～

底部が残存しており、底部はやや内湾している。底部では穿孔が見られる。どちらも外面にハケメ、

0 10cm

第 図  ＳＸ０４～０６出土遺物実測図（１／３）
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第２６図　ＳＸ０４～０６出土遺物実測図 （１／３）
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0 10cm

第 図 ＳＸ０７出土遺物実測図①（１／３）
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第２７図　ＳＸ０７出土遺物実測図① （１／３）
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内面にケズリを施す。１３０は移動式カマドの底部片である。外面はヘラ状工具によるナデを施し、

内面は指頭圧痕、底面ではヨコナデが見られる。

瓦 （１３１～１３８）　１３１は丸瓦、１３２～１３８は平瓦で、１３７以外土師質である。凸面ではそれぞれ

平行タタキが見られる。凹面では弓切り痕が残るもの（１３１・１３５）、模骨痕が残るもの（１３２・

0 10cm

0 20cm

第 図 ＳＸ０７出土遺物実測図②（１１７は１／６、他は１／３）
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１１６

１２０

１１７

１１８

１１２

１２１

１２６

１１９

第２８図　ＳＸ０７出土遺物実測図② （１１７は１／６、 他は１／３）
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１３４・１３８）、弓切り痕と模骨痕が残るもの（１３６・１３７）、同心円文当て具痕が残るもの（１３３）

がある。

土製品（１３９～１４１）　いずれも土師質である。１３９・１４０は模造鏡。それぞれナデにより整形され、

不整形の楕円を呈す。つまみ部に穿孔が見られ、１３９では穿孔とは別の未貫通の穴が確認できる。

１４１はミニチュア土器の杯である。手づくねにより整形され、口縁端部の断面形状は三角形を呈す。

鉄滓 （１４２）　約４.０×２.５ｃｍ大を呈し、凹凸が全面で見られる。

石製品 （１４３）　滑石製の紡錘車である。全面に細かい研摩痕が見られる。

0 10cm

第 図 ＳＸ０７出土遺物実測図③（１／３）

１２７

１２８

１２９

１３０

第２９図　ＳＸ０７出土遺物実測図③ （１／３）
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0 10cm

第 図 ＳＸ０７出土遺物実測図④（１／５）

１３１

１３５

１３３

１３４

１３２

第３０図　ＳＸ０７出土遺物実測図④ （１／５）
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0 10cm

第 図 ＳＸ０７出土遺物実測図⑤（１／５）

１３６

１３７

第３１図　ＳＸ０７出土遺物実測図⑤ （１／５）
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ＳＸ０８（第３３図、図版２３・２４）

　２区西側、標高４６.５～４８.７ｍの南側斜面に位置する。周辺にはＳＤ０１、ＳＸ１３・１６・３４があ

り遺構が切合うと考えられるが、前後関係は不明である。遺構は斜面をＬ字状に削ることで平坦部

を作り出し、東西方向へ溝状にのびる。ＳＸ０７と同様な遺構である。全長約２３.６０ｍ、最大幅約

５.３ｍ、最深部約１.１９ｍを測る。床面には多数のピットがあり、いずれかが建物を構成する柱穴で

ある可能性が考えられる。

0 10cm

0 5cm

0 10cm

第 図 ＳＸ０７出土遺物実測図⑥（１３８は１／５、１４３は１／２、他は１／３）

１３８

１３９

１４２

１４０

１４１

１４３

第３２図　ＳＸ０７出土遺物実測図⑥ （１３８は１／５、 １４３は１／２、 他は１／３）
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　出土遺物は多量にあり、須恵器の杯・甕、土師器の甕・支脚、瓦等が出土し、祭祀関連の遺物と

考えられる土製の模造鏡も見られた。しかし、これらの遺物の出土状況をみると、床面出土の遺物

もあるが、北壁の斜面や床面より上位で出土する遺物も多量にある。遺構西側ではピットが集中す

る中に焼土が確認できる。埋土は黄色土を主体とする流入土が見られる。

出土遺物（第３４～３６図、図版６４～６７）

須恵器 （１４４～１８５）　１４４～１５０は杯Ｈ蓋で、口径は９.５～１２.０ｃｍを測る。器高は１４４・１４５・

１４９が低く、他のものは比較的高い。１４６・１４９・１５０は器体が歪んでいるため法量が不確定である。

口縁部は直立に近い傾きになるもの（１４４・１４５・１４７・１４８）と、口縁部が緩やかに開くもの（１４６・

１４９・１５０）がある。天井部外面の調整は１４８・１５０が回転ヘラケズリ、１４７を除く他はナデである。

　１５１・１５２は杯Ｇ蓋で、１５１の復元口径は８.８ｃｍ、１５２の口径は８.７ｃｍを測る。器高は１５１は比

較的低い。いずれもかえりは口縁部下に突出しており、１５２では中央が窪むボタン状のつまみが付

く。

　１５３～１６４は杯Ｈ身で、口径は８.３～１１.６ｃｍを測るが、１５７・１６０・１６３・１６４の器体は歪んで

おり、法量は不確定である。１６０以外の杯部は比較的深い。立ち上がりは内傾しつつ端部が直立

するもの（１５３・１５４・１５７・１６３）、内傾しているもの（１５５・１５６・１５８～１６１）、直立するもの

（１６２・１６４）がある。底部外面の調整はナデ（１５３・１５４・１５６・１５８）と回転ヘラケズリ（１６０

～１６３）、中央部周辺のみ回転ヘラケズリを施すもの（１６４）がある。１６５・１６６は杯Ｂ身である。

いずれも低い高台が付き、１６５は体部・底部外面の境に稜が見られ、１６６は丸みを帯びる。１６７は

杯か？復元口径１３.２ｃｍを測る。体部～口縁部は直線的にのび、大きく開く。

　１６８・１６９は高杯蓋である。１６８は口径１１.５ｃｍを測り、口縁部はなだらかに開く。器高は比較

的高い。１６８のつまみは中央が窪むボタン状で、１６９は中央が深く窪む輪状のつまみが付く。１７０

～１７５は高杯である。復元口径は９.６～１３.３ｃｍを測るが、１７２は器体が歪んでいるため法量が不

確定である。１７０・１７１は体部～口縁部にかけて外反し、１７２は外方にひらく。脚部はいずれも短

脚で、１７１は緩やかに開き、１７３は裾部付近から大きく開く。１７４は裾部が平坦を呈するほど開き、

端部が断面三角形を呈す。１７４・１７５は脚部内面でヘラ記号が見られる。

　１７６・１７７は椀で、１７７の口径は１１.１～１３.５ｃｍを測るが、器体が歪んでいるため法量不確定で

ある。１７６は口縁部が欠損しているが、端部が直立を呈すようである。１７７は口縁部がやや外反し、

口縁部～体部外面にカキメを施す。

　１７８・１７９は甕である。１７８・１７９の復元口径はそれぞれ２１.１ｃｍ、２０.８ｃｍを測る。口縁端部

は丸く仕上がるもの（１７８）、四角に仕上がるもの（１７９）がある。１７８は頸部外面にヘラ記号が見

られ、１７９ではカキメが施される。１８０～１８３は大甕で、１８１の口径４０.４ｃｍ、１８２・１８３の復元口

径はそれぞれ４８.０ｃｍ、５７.２ｃｍを測る。口縁端部はいずれも断面四角形を呈するが、１８０・１８２

では四角形の突帯、１８３では三角形の突帯が付く。いずれも頸部外面では２段に分けて沈線が施さ

れ、その沈線間～沈線下で連続斜線文が見られる。加えて、１８２・１８３ではカキメも確認できる。

１８４は杯と思われる。形態は模倣杯に似る。口縁部と体部の境は段状を呈し、底部外面はナデを施

す。１８５は切削物で、厚さ１.９ｃｍを測る。外面ではナデ、内面は同心円文当て具痕が見られる。
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第３３図　ＳＸ０８実測図 （１／８０）
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0 10cm

第 図 ＳＸ０８出土遺物実測図①（１／３）
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第３４図　ＳＸ０８出土遺物実測図① （１／３）
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0 10cm

0 20cm

第 図 ＳＸ０８出土遺物実測図②（１７８～１８３は１／６、他は１／３）
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第３５図　ＳＸ０８出土遺物実測図② （１７８～１８３は１／６、 他は１／３）
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土師器 （１８６～１９５）　１８６～１９２は甕で、復元口径は１８７が１３.８ｃｍ、１８８が１６.６ｃｍ、１８９が

２９.２ｃｍを測る。１８６・１８８の口縁部は短く、１８７・１８９の口縁部は比較的長い。また、頸部～体

部の　形状はあまりふくらみを持たないもの（１８７・１８９）、すぼまった頸部から体部はふくらむ

形状を呈すもの（１８８）がある。１９０～１９２は底部が残存するが、いずれも平底に近い形状である。

調整は頸部～体部外面ハケメ、内面ではヘラケズリを施す。底部外面は１９０で手持ちヘラケズリが

見られ、１９１はナデ、１９２では体部下位外面にヘラケズリ後ナデを施す。

　１９３は高杯で、割れ面では杯部と脚部の接合痕跡が見られる。また、脚部内面ではシボリ痕が

確認できる。１９４・１９５は円柱状の支脚で、同一個体の可能性がある。１９４ではハケメが見られ、

１９５は面取りを行ったような平坦部が確認できる。

0 10cm

0 10cm

１９３

１８６

１８７

１９０

１９２

１８９

１８８

１９１

１９５

１９４

１９６ １９７

１９８

第３６図　ＳＸ０８出土遺物実測図③ （１９６ ・ １９７は１／５、 他は１／３）
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瓦 （１９６・１９７）　平瓦で、土師質である。いずれも凹面は摩滅して、凸面では平行タタキが残る。

土製品 （１９８）　模造鏡で不整な円形を呈すようである。ナデにより整形され、つまみ部では穿孔

が見られる。

ＳＸ０９ （第３７図、 図版２４ ・ ２５）

　２区西側、標高５２.３～５４.０ｍの南側斜面に位置し、ＳＸ１１と切合うが前後関係は不明である。

平面プランは不整形な隅丸方形と長楕円形が重なる形状を呈し、長さは６.１７ｍ、幅４.１３ｍを測る。

長楕円形の部分は上位にあり、溝状を呈して、西端部で南へ直角に曲がり、下位の隅丸方形遺構に

続く。長楕円形の部分と隅丸方形部分の間には階段状の平坦部がある。隅丸方形部分の北東部上位

平坦面には焼土層が確認されている。埋土は褐灰色土を主体とし、出土遺物には須恵器・土師器が

ある。

出土遺物 （第３８図、 図版６７ ・ ６８）

須恵器 （１９９～２０７）　１９９は杯Ｈ蓋で、口径１２.９ｃｍを測る。器高は比較的高い。口縁部は直立

に近い傾きになり、天井部外面は中央部周辺に回転ヘラケズリを施す。２００～２０３は杯Ｈ身で、復

元口径は９.２～１１.２ｃｍを測る。杯部は比較的深い。立ち上がりは内傾しつつ端部で直立に近い傾

きになるもの（２００・２０３）、内傾するもの（２０１・２０２）がある。底部外面調整にはナデ（２００・

２０１）と回転ヘラケズリ（２０２・２０３）がある。２０４～２０６は杯Ｇ身で、復元口径は１０.５５～１１.５

ｃｍを測るが、２０６は器体が歪んでいるため法量は不確定である。２０４は体部～口縁部は直線を呈

し、外傾する。２０５・２０６は体部で外反し、その傾きのまま上方にのびる。２０４・２０５では体部外

面に沈線を施す。２０７は短頸壺蓋で、復元口径９.０ｃｍを測る。口縁部は直立に近い傾きになり、

端部は断面四角形を呈す。

ＳＸ１０ （第３９図、 図版２５）

　２区西側、標高４６.１～４６.３ｍのＳＸ０７内の西側に位置し、ＳＸ０７検出時に確認された。平面プ

ランは楕円形を呈し、長さ０.９８ｍ、幅０.７７ｍ、最深部０.２４ｍを測る。土層観察では中間層に炭層

（３層）があり、その下層（５層）には黄褐色土が堆積している。炭層の広がりと北壁面の酸化範

囲からＳＸ１０はＳＸ０７に伴うカマドの可能性が高い。

ＳＸ１１ （第３７図、 図版２６）

　２区西側、標高５１.９～５３.０ｍの南側斜面に位置し、ＳＸ０９と切合うが前後関係は不明である。

平面プランは長楕円形を呈し、長さ７.３２ｍ、幅２.７６ｍを測る。遺構は斜面に２段の平坦面を作り

出している。上段部では須恵器の高杯・甕が出土した。埋土は褐色土を主体とする。

出土遺物 （第３８図、 図版６８）

須恵器 （２０８～２１０）　　２０８は有蓋高杯で、口径１０.７ｃｍを測る。杯部は比較的深く、立ち上がり

は内傾しつつ端部が直立に近い傾きになる。脚部は短脚で、裾部が大きく開くものと思われる。

２０９は高杯で、復元口径９.４ｃｍを測る。口縁部はやや外反し、体部外面で沈線が見られる。脚部

は短脚で、裾部にかけてなだらかに開く。

　２１０は甕で、復元口径２１.０ｃｍを測る。口縁端部は四角形を呈する。頸部外面では斜線のヘラ記

号が見られる。体部～底部外面では擬格子タタキ後カキメを施す。
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ＳＸ１２ （第３９図、 図版２６ ・ ２７）

　２区西側、標高４６.３～４６.６ｍに位置し、ＳＸ０７内中央部で検出された。平面プランは楕円形を

呈し、長さ０.９５ｍ、幅０.７８ｍ、深さ０.２６ｍを測る。床面は地形の傾斜に沿ってやや傾き、ピット

状の浅い窪みが確認できる。ＳＸ０７内のカマドか？埋土は上層に焼土を多量に含む明褐色土が堆

積し、下層は黒褐色土を主体とする。出土遺物には土師器があるが図化できなかった。

ＳＸ１３ （第３９図、 図版２７ ・ ２８）

0 2m

SX09・11実測図（1/80）

ＳＸ０９

ＳＸ１１

１．褐灰色土(10YR5/1)しまりなし。
  腐植土層。
２．明黄褐色土(10YR7/6)
  地山土(橙色土2.5YR6/8)を 
  まだらに含む。

ＳＸ０９・１１

１．灰黄褐色土(10YR4/2)
  しまりなくやわらか 。
２．オリーブ黄色土(5Y6/3)上方は地山土
  (橙色土2.5YR6/8)と混ざる。
３．橙色土(2.5YR6/8)地山初期崩落土。
４．3に2が混じる。 

１．明黄褐色土(10YR6/6)
  炭混じる。
２．明赤褐色土(5YR5/8)
３．明褐色土(7.5YR5/6)
４．明黄褐色土(10YR6/6)
５．明褐色土(7.5YR5/6) 
６．明赤褐色土(5YR5/6)
  同色シルト塊･細粒砂塊含む。 

１．橙色土(7.5YR6/6)
２．明褐色土(7.5YR5/6)根カクラン。
３．明黄褐色土(10YR6/6)
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第３７図　ＳＸ０９ ・ １１実測図 （１／８０）
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　２区西側、標高４７.８～４９.５ｍの南側斜面に位置し、ＳＸ０８と切合い関係にあるが前後関係は不

明である。平面プランは不整形な長方形を呈し、長さ５.８３ｍ、幅２.７４ｍ、最深部１.４ｍを測る。

床面では溝状遺構・溜り状遺構・ピットが見られ、多量の遺物が散在する。遺物には須恵器の杯・

甕、土師器の甕、瓦等がある。土層観察では、埋土は炭化物を含む灰黄褐色土を主体としている。

0 10cm 0

20cm

第 図 ＳＸ０９・１１出土遺物実測図（２１０は１／６、他は１／３）

ＳＸ１１

ＳＸ０９

２０５

１９９

２０４

２０６

２０７

２００

２０１

２０２

２０９２０８

２１０

２０３

第３８図　ＳＸ０９ ・ １１出土遺物実測図 （２１０は１／６、 他は１／３）
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0 2m

SX10・12・13実測図（SX10・12は1/40、SX13は1/60）

0 2m

 １．黄色土(2.5Y7/8)しまりあり硬い。
   わずかに炭を含む。やや粘性を帯びる。
 ２．黄褐色土(2.5Y5/3)しまりなくやわらか。
 ３．黒色土(10YR1.7/1)炭層。
 ４．にぶい黄褐色土(10YR5/4)
 ５．明黄褐色土(10YR6/6)炭混じり。 

ＳＸ１０ ＳＸ１２

 １．明褐色土(7.5YR5/6)
 ２．にぶい赤褐色土(5YR5/4)
 ３．明褐色土(7.5YR5/6)
   黒褐色土(7.5YR3/2)マーブル状。
 ４．黒褐色土(7.5YR3/2)
   褐色土(7.5YR5/6)マーブル状。
 ５．橙色土(7.5YR6/6)

炭範囲

被熱範囲

ＳＸ１３

１．橙色土(2.5YR6/8)しまりあり硬い。地山に非常に近い。
２．にぶい橙色土(7.5YR7/3)しまりあり硬い。掘込としてはこの層から？
３．灰黄褐色土(10YR5/2)しまりあり。炭・土器を含む。土器多量。
  図中の土器ほとんどこの層。
４．橙色土(2.5YR7/6)しまりあり。地山に近い。
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第３９図　ＳＸ１０ ・ １２ ・ １３実測図 （ＳＸ１０ ・ １２は１／４０、 ＳＸ１３は１／６０）
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出土遺物 （第４０ ・ ４１図、 図版６８～７２）

須恵器 （２１１～２３３）　２１１～２１５は杯Ｈ蓋で、口径は９.４～１１.７ｃｍを測り、２１２・２１３の器高は

比較的低い。２１１・２１５は器体が歪んでいるため法量が不確定である。いずれも口縁部は直立に近

い傾きになり、天井部外面はナデで平坦を呈す。２１６・２１７は杯Ｇ蓋で、ほぼ完形である。天井部

外面は２１６で中央の凹む、有蓋高杯のつまみに似たつまみが付き、外面約２／３にカキメを施す。

２１７ではボタン状のつまみが中央部よりややずれた位置に付く。いずれもかえりは口縁部下に突出

する。

　２１８～２２４は杯Ｈ身で、口径は９.１～１４.４ｃｍを測る。杯部は２１８・２１９以外は比較的深い。

２１８・２２３は器体が歪んでおり法量は不確定である。立ち上がりは内傾しつつ端部で直立に近い傾

きになるもの（２１８・２２０・２２３・２２４）、内傾するもの（２１９・２２２）、三角形の突起状を呈する

もの（２２１）がある。また、２２２では立ち上がり端部に細かい割れが多数見られ、これは使用痕の

可能性が考えられる。いずれも底部外面はナデである。２２５は杯Ｇ身で、復元口径は９.６ｃｍを測る。

体部はやや外反し、口縁部は直線的にのびる。底部外面は回転ヘラ切り後未調整である。

　２２６・２２７は高杯である。いずれも短脚で、裾部付近から屈曲し大きく開くようである。２２７は

脚部外面に沈線が施され、内面ではヘラ記号が見られる。２２８は椀で、復元口径１２.２ｃｍを測る。

体部はやや内傾し、口縁部では直立に近い傾きになる。体部外面には沈線を巡らせ、底部外面はナ

デを施す。２２９は鉢で、椀形を呈し、復元口径２０.０ｃｍを測る。体部はやや内湾しながら口縁部に

続き、端部はわずかに外反する。２３０は横瓶で、復元口径１４.０ｃｍを測る。口縁端部は四角に仕上

げられ、体部外面は平行タタキ、内面では同心円文当て具痕が見られる。２３１は甑で、須恵質であ

る。体部下位は斜めに傾き、端部は直立する。外面ではハケメが見られる。２３２は甕で、復元口径

２０.４ｃｍを測る。口縁部端部は丸く仕上げる。２３３は切削物で、厚さ１.３ｃｍを測る。外面は平行タ

タキ、内面では同心円文当て具痕が見られる。

土師器 （２３４～２３８ ・ ２４１）　２３４は甕で、復元口径２１.０ｃｍを測る。口縁部は外傾し、頸部内面

には稜が付く。２３５～２３７は甑で、２３７では底部内面に線刻が見られる。２３５・２３６の体部外面で

はハケメが見られ、把手部はナデで整形される。２３７の体部下位外面はヘラケズリ後ナデを施す。

２３５・２３７は底部で穿孔が見られる。

　２３８は鉢で、復元口径１３.５ｃｍを測る。体部は直線的にのび、口縁部は内湾気味になる。２４１は

ミニチュア土器の杯で、杯の深さは比較的浅い。

瓦 （２４０）　丸瓦で、土師質である。凸面では平行タタキが見られる。

土製品 （２３９ ・ ２４２ ・ ２４３）　２３９は円柱状の支脚である。ナデにより整形され、底面は上げ底状

になる。２４２は勾玉状土製品で、厚さは１.０ｃｍを測る。ナデにより整形され、断面形状は隅丸長

方形を呈す。２４３は土馬であろうか。須恵質で、３ヶ所に穴を穿つ。

ＳＸ１４ （第４２図、 図版２８）

　２区西側、標高４５.６～４６.６ｍの南側斜面に位置し、周辺にはＳＸ０８・１５・１７・３４がある。溝状で、

全長５.０７ｍ、幅１.５９ｍ、最深部０.５５ｍを測る。床面には土坑・ピットが散在し、埋土は黄褐色土

が主体で、シルト質土と砂質土が互層になる。出土遺物には須恵器や土師器がある。
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0 10cm

0 20cm

第 図 ＳＸ１３出土遺物実測図①（２３２は１／６、他は１／３）
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第４０図　ＳＸ１３出土遺物実測図① （２３２は１／６、 他は１／３）
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0 10cm

0 5cm

0 10cm

第 図 ＳＸ１３出土遺物実測図②（２４０は１／５、２４２は１／２、他は１／３）
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第４１図　ＳＸ１３出土遺物実測図② （２４０は１／５、 ２４２は１／２、 他は１／３）
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出土遺物 （第４４図）

土師器 （２４４）　甕で、口縁部が緩やかに外反する。

ＳＸ１５ （第４２図、 図版２９）

　２区西側、標高４５.０～４６.６ｍの南側斜面に位置し、周辺にはＳＣ０１・ＳＤ０１・ＳＸ１４・１７・

２０がある。平面プランは不整形な隅丸三角形を呈し、長さ４.６６ｍ、幅２.７８ｍ、最深部１.０ｍを測る。

埋土は黄褐色土を主体とし、上層では互層状に堆積する。出土遺物には須恵器・土師器があるが、

図化できるものはなかった。

ＳＸ１６ （第４３図、 図版２９ ・ ３０）

　２区西側、標高４８.０～４８.７ｍの南側斜面に位置し、ＳＤ０１・ＳＸ１３とは切合うが前後関係は不

明である。平面プランは長楕円形を呈し、長さ６.９５ｍ、幅２.３５ｍ、最深部０.６ｍを測る。遺構内

東側では多数のピットが見られ、中段平坦面には焼土がある。焼土範囲では支脚と思われる立石が

確認でき、カマドが存在していたと考えられる。しかし、残存状態は悪く袖等の施設は不明である。

出土遺物には多量の須恵器・土師器があり、出土状況は遺構外斜面から遺構内に流れ込んでいる。

埋土は黄褐色土を主体とする流入土である。

出土遺物 （第４４ ・ ４５図、 図版７２ ・ ７３）

須恵器 （２４５～２７４）　２４５～２４７は杯Ｈ蓋で、口径１１.０～１１.６ｃｍを測り、器高は２４７以外は比

較的高い。口縁部は直立に近い傾きになるもの（２４５・２４７）、なだらかに開くもの（２４６）があ

る。いずれも天井部外面はナデで仕上げる。２４８～２５０は杯Ｇ蓋で、口径は７.９～１１.４ｃｍを測る。

いずれも器高は比較的低く、かえりは口縁部下に突出する。２４８では乳頭状、２４９では中央部がく

ぼむボタン状のつまみが付く。２５０は中央部がくぼむ扁平なボタン状のつまみで、中心からずれた

位置に付く。

　２５１～２５７は杯Ｈ身で、復元口径は８.７～１１.２ｃｍを測り、杯部は２５１のみ浅い。立ち上がりは内

傾しつつ端部で直立に近い傾きになるもの（２５１～２５５）、内傾するもの（２５６・２５７）がある。底

部外面は２５２で回転ヘラケズリが施されるが、他のものはナデで仕上げる。２５８～２６３は杯Ｇ身で、

復元口径は９.４～１１.０ｃｍを測る。２５８は口縁部が緩やかに開き、体部下位に沈線を施す。２５９は

口縁部がやや外反し、盤に近い器形になる。２６０は体部～口縁部にかけて直線的にのび、やや外傾

する。２６１・２６３は体部中位で屈曲するが、２６１の口縁部は外反し、２６３は直立に近い傾きになる。

２６２は体部に丸みを帯びながら、口縁部で直立する。底部外面の調整には、回転ヘラケズリ（２５８）、

回転ヘラ切り後ナデ、（２５９・２６１・２６３）、回転ヘラケズリ後ナデ（２６０）、手持ちヘラケズリ（２６２）

がある。

　２６４は有蓋高杯で、口径８.８ｃｍを測る。杯部は深く、立ち上がりは内傾しつつ端部が直立に近

い傾きになる。受部には蓋の口縁端部と思われる破片が付着する。２６５～２６９は高杯で、２６５・

２６６の復元口径はそれぞれ９.１ｃｍ、９.２ｃｍを測る。２６５・２６６は体部～口縁部は直線的にのび、

やや外傾する。いずれも体部外面に沈線を施す。２６７・２６８は短脚で、なだらかに裾部が開くと思

われる。２６９はなだらかに開く脚部から裾部付近で緩やかに屈曲し端部に至る。

　２７０は椀で、復元口径１０.４ｃｍを測る。体部～口縁部は細かな凹凸がありながら、直線的に上方
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にのび、体部外面に沈線を施す。２７１は短頸壺蓋で、口径は７.５ｃｍを測る。口縁部は直立に近い傾

きになり、端部は断面四角形を呈す。天井部は外面約１／３に回転ヘラケズリを施す。２７２・２７３

は短頸壺で、２７２は口径５.６ｃｍ、２７３は復元口径１０.８ｃｍを測る。２７２は扁平な球形を呈す体部から、

口縁部は直立する。２７３の口縁部はやや外反気味になり、体部形状は不明である。体部内面ではハ

ケメ状の工具痕が見られる。２７４は鉢で、復元口径は１８.０ｃｍを測る。口縁部は直線的に上方にの
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 １．明黄褐色土(10YR6/6)にぶい黄橙色土(10YR7/4)塊含む。
 ２．明黄褐色土(10YR7/6～6/6)
 ３．にぶい黄橙色土(10YR7/4～6/4)粗礫。
 ４．にぶい黄橙色土(10YR6/4)黒色土(10YR2/1)含む。

ＳＸ１４

ＳＸ１５

 １．黄褐色土(10YR5/6)
 ２．根カクラン
 ３．にぶい黄橙色土(10YR7/4)
 ４．明褐色土(7.5YR5/6)粘質土。
 ５．明黄褐色土(10YR7/6～6/6)
 ６．明褐色土(7.5YR5/6)
 ７．にぶい橙色土(7.5YR6/4)
 ８．褐色土(7.5YR4/6)
 ９．にぶい黄褐色土(10YR5/4)
１０．明褐色土(7.5YR5/6)
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第４２図　ＳＸ１４ ・ １５実測図 （１／６０）
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0 2m

0 1m

ＳＸ１６焼土範囲実測図

SX16実測図（焼土範囲実測図は1/40、他は1/60）

 １．にぶい黄褐色土(10YR5/3)しまりない。黄橙色土(10YR8/8)礫を含み、地山の崩土もしくは肌落。
 ２．にぶい黄褐色土(10YR5/4)1層に近いが、地山礫を含まず、炭・焼土粒を含む。しまりなし。
 ３．にぶい黄橙色土(10YR7/4)2層に比して、ややしまりあり。初期の流土。4層に非常に近い。
 ４．にぶい黄橙色土(10YR7/4)3層に近く、炭・焼土を含む点で異なる。
 ５．黒色土(10YR2/1)炭・焼土を含み、炭と土が混じるもの。カマド状の遺構埋土。

 １．橙色土(5YR7/8)しまりなくやわらか。地山肌落？
 ２．褐灰色土(10YR6/1)しまりなし。木根汚れ。
 ３．黄橙色土(10YR8/6)しまりなし。炭・焼土を含む。土器の多くはこの層
 ４．浅黄橙色土(7.5YR8/6)しまりあり硬い。土器は少量含むが少ない。
 ５．黄橙色土(10YR8/6)しまりあり硬い。地山に非常に近い。 
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第４３図　ＳＸ１６実測図 （焼土範囲実測図は１／４０、 １／６０）
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0 10cm

第 図 ＳＸ１４・１６出土遺物実測図①（１／３）
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第４４図　ＳＸ１４ ・ １６出土遺物実測図 （１／３）
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びながら、端部は嘴状に整形し、上端面を平坦に仕上げる。

土師器 （２７５～２７７）　２７５・２７６は甑である。２７５は把手部が残存し、ナデによる整形が確認で

きる。２７６は体部下位が内傾し、底部で直立する。２７７は甕で、復元口径１２.８ｃｍを測る。須恵器

の甕を模倣したような形状で、口縁端部は折り曲げて、断面鳥頭形状を呈す。

鉄製品 （２７８）　鎌である。厚さ０.２ｃｍを測り、切先部分が残存する。

ＳＸ１７ （第４６図、 図版３０ ・ ３１）

　２区西側、標高４３.７～４５.１ｍの南側斜面に位置し、ＳＣ０１と切合うが前後関係は不明である。

遺構は斜面を削り、平坦面を造り出し、溝状を呈す。全長約１０.９５ｍ、幅３.８１ｍ、最深部０.６０ｍ

を測る。床面には多数のピットがあり、建物を構成する柱穴と考えられる。遺物は須恵器・土師器

が見られる。埋土は黄色土を主体とする。

出土遺物 （第４７図、 図版７３ ・ ７４）

須恵器 （２７９～２８７）　２７９は杯Ｈ蓋で、口径は１２.６ｃｍを測るが、器体が歪んでいるため法量は

不確定である。口縁部はなだらかに開き、天井部は外面約１／２に回転ヘラケズリを施す。２８０～

２８２は杯Ｈ身で、２８０・２８１の復元口径はそれぞれ９.５ｃｍ、９.９ｃｍ、２８２は口径１１．６ｃｍを測る。

２８０は立ち上がりが内傾し、杯部が浅い。２８１・２８２は立ち上がりが内傾しつつ端部で直立し、杯

部が深い。底部外面は２８１はナデ、２８２は回転ヘラケズリを施す。

　２８３は高杯蓋で、中央がくぼむボタン状のつまみが中心からややずれた位置に付く。口径は１１.２

ｃｍを測り、器高は比較的高い。口縁部は直立に近い傾きになる。天井部は外面約１／３に回転ヘ

ラケズリが施される。２８４は高杯で、脚部内面にヘラ記号を施す。短脚の脚部は、裾部で緩やかに

屈曲する。２８５は椀で、復元口径は１３.５ｃｍを測る。体部は丸みを持ち、口縁部で外反する。底部

外面は回転ヘラケズリを施す。２８６は甕か。復元口径１４.６ｃｍを測る。口縁部は外傾し、頸部と体

部の境では外面に段が見られ、内面では稜が付く。体部内面はヘラケズリを施す。２８７は切削物で、

厚さ１.８ｃｍを測る。外面はヨコナデ、内面では同心円文当て具痕が見られる。

土師器 （２８８～２９０）　２８８・２８９は甑で、把手が付く。いずれも把手はナデにより整形し、体部

内面はヘラケズリを施す。２８９の体部外面はハケメが見られる。２９０はミニチュア土器の杯で、手

づくね整形である。 杯の深さは比較的深い。

0 10cm

0 5cm

第 図 ＳＸ１４・ＳＸ１６出土遺物実測図②（２７９は１／２、他は１／３）
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第４５図　ＳＸ１６出土遺物実測図 （２７８は１／２、 他は１／３）
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１．にぶい黄色土(2.5Y6/3)しまりあり硬い。土器を多く含む。

柱痕

SX17実測図（1/60）
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第４６図　ＳＸ１７実測図 （１／６０）
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ＳＸ１８ （第４８図、 図版３１ ・ ３２）

　２区中央部、標高４８.８～４９.９ｍの南側斜面に位置し、遺構の中央をＳＤ０２・ＳＸ１９に切られる。

平面プランは隅丸方形を呈し、長さ４.５ｍ、幅２.６０ｍ、最深部０.４７ｍを測る。出土遺物には須恵器・

土師器が見られる。埋土は褐色土を主体とし、炭化物を含む。

出土遺物 （第４９図、 図版７４）

須恵器 （２９１～３０１）　２９１～２９５は杯Ｈ蓋で、口径は１０.３～１１.９ｃｍを測り、器高は比較的低い。

口縁部はなだらかに開くもの（２９１）、直立に近い傾きになるもの（２９２～２９５）がある。天井部

外面は回転ヘラ切り後ナデを施すもの（２９１～２９３・２９５）、回転ヘラケズリで仕上げるもの（２９４）

があり、前者は天井部が平坦を呈するものが多く、後者は丸く仕上がる。２９５は天井部を打ち欠い

て穿孔している。２９６は杯Ｇ蓋で、口径は８.２ｃｍを測る。器高は低いが、器体が歪んでいるため

法量は不確定である。かえりは口縁部下に突出する。天井部外面はヘラ切り後ナデを施す。２９７は

0 10cm２８３

２７９

２８０

２８４

２８１
２８５

２８６

２８８
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２８９

２８２

第４７図　ＳＸ１７出土遺物実測図 （１／３）
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0 2m

0 2m

 １．明褐色土(7.5YR5/6)
 ２．にぶい黄橙～明黄褐色土(10YR7/4～7/6)一部粗砂を含む。
 ３．明黄褐～黄褐色土(10YR6/6～5/6)
 ４．明黄褐色土(10YR7/6～6/6)下部ほど砂の量多い。
 ５．明褐色土(7.5YR5/6)浅黄橙色土(10YR8/4)シルト塊を含む。
 ６．にぶい黄橙色土(10YR7/3)
 ７．灰黄褐色～にぶい黄褐色土(10YR4/2～4/3)
 ８．褐色土(10YR4/4～4/6)
 ９．明褐色土(7.5YR5/6～5/8)土器・炭含む。
１０．明褐色～橙色土(7.5YR5/6～6/6)土器・炭含む。

１．にぶい褐色土(7.5YR5/4)炭含む。
２．赤褐色土(2.5YR4/6)焼土。
３．褐灰色土(7.5YR5/1) 炭多く含む。
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第４８図　ＳＸ１８ ・ １９実測図 （ＳＸ１８は１／６０、 ＳＸ１９は１／４０）
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杯Ｈ身で、復元口径は９.７ｃｍを測り、杯部は比較的深い。立ち上がりは内傾し、底部外面はナデ

で仕上げ、平底になる。２９８は高杯で、復元口径８.１ｃｍを測る。口縁部はわずかに外反し、体部

外面では沈線が見られる。杯底部は回転ヘラケズリを施す。２９９は椀で、口径１０.７ｃｍを測る。体

部～口縁部は直線的に上方にのび、 外面ではカキメを施す。 底部外面は手持ちヘラケズリにより丸く

0 10cm

0 20cm

第 図 ＳＸ１８出土遺物実測図（３００・３０１は１／６、他は１／３）
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第４９図　ＳＸ１８出土遺物実測図 （３００ ・ ３０１は１／６、 他は１／３）
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仕上げる。３００・３０１は甕で、復元口径はそれぞれ２９.６ｃｍ、２５.０ｃｍを測る。３００の口縁端部は

四角形に仕上げ、外面に２段の沈線を巡らす。３０１の口縁端部は丸く整形し、比較的薄く仕上げる。

土師器 （３０２～３０５）　いずれも甕で、３０３～３０５の復元口径は１７.１～２０.７ｃｍを測る。３０２は体

部と頸部の境が不明瞭で、口縁部は外反する。３０３～３０５は頸部が屈曲し、口縁部の長さは長い。

体部外面は３０５はハケメが見られ、内面は３０２・３０５はケズリを施し、３０４で指頭圧痕を残す。

ＳＸ１９ （第４８図、 図版３２ ・ ３３）
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第５０図　ＳＸ２０ ・ ２２実測図 （１／４０）
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　２区中央部、標高４８.７～４９.５ｍの南側緩斜面に位置し、ＳＸ１８を切る。遺構は全長約４.２３ｍ、

最大幅０.６５ｍ、最深部０.４６ｍを測る溝状遺構と３基のピット、０.７８×０.６ｍ範囲の焼土で構成さ

れる。焼土は袖部と思われる部分や床面が酸化しているため、カマドと考えられる。また、焼土後

部に溝状遺構が東西方向にのび、前面にはピットがある。それぞれ住居を構成する壁溝・主柱穴の

可能性がある。出土遺物は須恵器・土師器が見られる。

ＳＸ２０ （第５０図、 図版３３）

　２区西側、標高４７.５～４７.８ｍの南側緩斜面に位置し、周辺にはＳＤ０１、ＳＸ１５・１６がある。

平面プランは不整形な方形と円形が組み合った形状を呈し、長さ２.３５ｍ、幅１.０７ｍ、最深部０.３３

ｍを測る。遺物は東側の略円形部分で須恵器が出土したが図化できなかった。

ＳＸ２１ （第５１ ・ ５２図、 図版３３～３８）

　２区東側、標高４８.４～５１.４ｍの南東側斜面に位置し、周辺にはＳＸ２３～２９・３１～３３がある。

遺構は斜面をＬ字状に削ることで平坦面を造り出し、北東・南西方向へ溝状にのびる。全長約

２４.０ｍ、最大幅３.０２ｍ、最深部１.１６ｍを測る。床面には多数のピットがあり、中央部では遺構形

状に沿って直線的に並ぶ。遺構北側の一段高い平坦部では焼土が広がる。遺物は遺構全面で出土し、

須恵器の蓋杯・甕、土師器の甕等が多量に見られる。遺物出土状況と土層堆積状況を観察すると、

貼床と思われる層の上面で検出された遺物も確認できる。埋土は上層が黄色土で、下層は橙色土を

主体とする。上層は上方からの地山等の流入土、下層には貼床も認められる。また、p－p’面土層

では１２・１３層と１４・１５層部分で人為的に掘削したと思われる層が観察できる。したがって、北側

の一段高い平坦部の後に、長い平坦部が作られた可能性がある。

出土遺物 （第５３～６８図、 図版７５）

須恵器 （３０６～５５７）　３０６～３６３は杯Ｈ蓋で、復元口径は９.５～１３.２ｃｍを測る。口縁部は直立

に近い傾きになるもの（３０６・３０８～３１０・３１５・３１６・３１９・３２１・３２３・３２５～３３０・３３４～

３３６・３４２・３４３・３４５・３４７～３５０・３５３～３５８・３６２・３６３）、なだらかに開くもの（３０７・３１１

～３１４・３１７・３１８・３２０・３２２・３２４・３３１～３３３・３３７～３４１・３４４・３４６・３５１・３５２・３５９～

３６１）がある。天井部外面ではヘラ切り後ナデを施すもの（３０６・３１７・３１９・３２２・３２５・３２６～

３２８・３３０・３３２～３３４・３４０・３４２・３４４～３４７・３４９・３５１～３５３・３５６・３６３）、回転ヘラ

ケズリで仕上げるもの（３０７・３０９・３１１・３１２・３１５・３１６・３１８・３２０・３２１・３２４）、ナデを施

し、一部でヘラケズリが見られるもの（３０８・３１３・３３１・３３６・３３８・３３９・３４１・３４３・３５０・

３５４・３５７～３６０・３６２）、ヘラ切り後未調整のもの（３３７・３５５）、手持ちヘラケズリを施すもの（３６１）

がある。回転ヘラケズリのものは天井部が丸く仕上がるが、その他の調整のものは比較的天井部が

平坦になる場合が多い。３６４～３７１は杯Ｇ蓋で、天井部外面では３７１以外につまみが付き、乳頭状

（３６４～３６９）と擬宝珠状（３７０）に分かれ、３６６・３６７・３６８ではカキメを施す。いずれもかえ

りは口縁部下に突出する。

　３７２～４８１は杯Ｈ身で、、器体が歪むものも多く見られる。口径は８.２～１１.６５ｃｍを測り、杯部

は３９２・４１６が浅く、他のものは比較的深い。立ち上がりは内傾しながら端部で直立に近い傾き

になるもの（３７２～３７４・３７７・３７９・３８２・３８４・３８６・３８９・３９２・３９４・３９６・３９８・４００・
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４０２・４１１～４１３・４１５・４１６・４２０～４２２・４２６・４３０～４３２・４３６～４３９・４４４～４４９・４５１・

４５２～４５５・４５８・４６０・４６１・４６３～４６７・４７０・４７２・４７３・４７７・４８０・４８１）、内傾するもの

（３７５・３７６・３７８・３８０・３８１・３８３・３８５・３８７・３９０・３９１・３９３・３９５・３９９・４０１・４０３・

４０４・４０５・４０７・４０８～４１０・４１４・４１７～４１９・４２３～４２５・４２７・４２８・４２９・４３３～４３５・

４４０～４４３・４５０・４５６・４６２・４６８・４６９・４７１・４７４～４７６・４７９）、断面形状が三角形を呈す

もの（３８８・３９７・４０６・４５７・４５９・４７８）がある。底部外面の調整は回転ヘラケズリを施すも

の（３７２・３７４・３８４・３９０～３９３・４３６・４４４・４５４・４６８・４７２・４７３・４７６・４７８・４７９）、

手持ちヘラケズリで仕上げるもの（４８０）、ヘラ切り後未調整のもの（３８６・４０５・４４３）、ヘラ切

り後ナデ、または一部にケズリを施すもの（前述以外のもの）がある。ケズリで仕上げた底部は丸

みを持つものが多く、ナデで仕上げたものは底部が平底を呈するものが多い。

　４８２～４９４は杯Ｇ身で、口径は９.３５～１１.２ｃｍを測り、器体が歪むものが多い。口縁部は直線的

に上方にのびるもの（４８２～４８４・４９１～４９４）、外反するもの（４８５～４８８）、丸みのある体部か

ら口縁部で大きく外反するもの（４８９）、丸みがある体部から口縁部は直線的にのびるもの（４９０）

がある。体部外面では沈線を施すものがあり、沈線には一周めぐらす沈線（４８２・４８３・４８７・

４８８・４９０・４９１・４９４）と、らせん状に３・４周する沈線（４９２・４９３）がある。底部外面は回

転ヘラケズリを施すもの（４８４・４９０）、ヘラ切り後ナデ、または一部にケズリを施すもの（４８３・

４８５・４８６～４８９・４９３・４９４）、ヘラ切り後未調整のもの（４８２）がある。

　４９５～４９９は高杯蓋で、口径は復元１０.７～１２.５ｃｍを測り、器高は比較的高い。口縁部は直立に

近い傾きであるもの（４９５・４９７）、なだらかに開くもの（４９６・４９８・４９９）がある。いずれも

つまみが付き、扁平なボタン状で中央部がくぼむもの（４９５・４９７～４９９）、ボタン状のもの（４９６）

がある。５００～５０４は有蓋高杯で、復元口径は９.２～１１.９ｃｍを測る。立ち上がりは内傾している

もの（５００～５０２・５０４）、内傾しつつ端部が直立に近い傾きになるもの（５０３）がある。脚部は

いずれも短脚で、裾部がなだらかに開くもの（５００・５０１）、裾部付近で屈曲するものがある（５０２・

５０３）。

　５０５～５２４は高杯で、５０５～５１５の口径は８.６～１６.２ｃｍを測る。杯部は体部から口縁部にかけ

て直線的にのび、体部外面に沈線を施すもの（５０５・５１２）、口縁部が緩やかに外反し、体部外面

に沈線を施すもの（５０６・５０７・５１４）、施さないもの（５１３）、体部～口縁部にかけて直線的にの

び、大きく開くもの（５０９）、それに加え体部外面に沈線を施すもの（５０８）、杯部が他のものより

も深く、底部と体部の境が屈曲し、口縁部が外反するもの（５１０）、体部に丸みを帯び、口縁部が

外反するもの（５１１）、口径に対し杯部の高さが低く、盤に類似する器形で口縁部が外反し、体部

外面に沈線を施すもの（５１５）がある。また、外面でカキメが見られるもの（５０５・５０９・５１４・

５１５）がある。脚部は短脚で、裾部が水平になるまで開くものの内、端部が断面三角形を呈すもの

（５０５・５１９）、断面四角形を呈すもの（５０８・５２２）があり、脚部が緩やかに開くもの（５０６・

５１７・５１８・５２０・５２３）、脚部が緩やかに広がり、裾部で大きく開くもの（５０７・５０９・５１１・

５１７・５２１）、脚部が極端に短く、大きく開くもの（５１０）、脚部が緩やかに広がり端部が外側に跳

ね上がるもの（５１６）、脚部が大きく広がり、裾部で屈曲するもの（５２４）も見られる。



69 ～ �0

0 ４m

３

２

１

４

５
６

0
1
m

焼土範囲

１．黄橙色土（7.5YR8/8）
  しまりあり硬い。焼土混。
２．にぶい黄橙色土（10YR7/4）
  しまりなくやわらか。焼土混。
３．黒褐色土（10YR3/1）しまりなくやわらか。
  炭化物か？
４．にぶい黄褐色土（10YR4/3）焼土・炭混。
  しまりなくやわらか。
５．にぶい黄褐色土（10YR6/3）焼土を含む。
  しまりなくやわらか。
６．浅黄色土（2.5Y7/4）しまりなくやわらか。

SX21焼土範囲土層実測図
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第５１図　ＳＸ２１実測図 （１／８０）
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 １．橙色土（2.5YR6/8）しまりなくやわらか。地山の流土。
 ２．橙色土（2.5YR7/8）しまりなくやわらか。地山の流土。
 ３．にぶい黄褐色土（10YR5/3）しまりなくやわらか。腐植土層。
 ４．にぶい黄色土（2.5Y6/3）しまりあり。炭を含む。
 ５．にぶい橙色土（7.5YR7/4）しまりあり硬い。炭を含む。地山崩落土。
 ６．橙色土（2.5YR7/8）しまりあり硬い。地山崩落土。
 ７．灰赤色土（2.5YR4/2）しまりなくやわらか。炭を含む。焼土上の炭層。
 ８．赤褐色土（5YR4/6）しまりあまりなし。焼土層。
 ９．浅黄橙色土（7.5YR8/6）しまりあり硬い。焼土を含む。貼床？
１０．浅黄色土（2.5Y7/3）しまりなくやわらか。炭を含む。
１１．にぶい橙色土（7.5YR7/4）しまりあり硬い。焼土を含む。貼床？
１２．にぶい橙色土（7.5YR7/3） しまりあり硬い。貼床？

１．赤色土（10R5/8） しまりなしやわらか。表層の地山流土。
２．にぶい黄色土（2.5Y6/3）炭を少量含む。しまりあり。土器の多くはこの層。
３．浅黄色土（2.5Y7/3）しまりあり非常に硬い。炭焼土をわずかに含む。貼床？硬化面。
４．橙色土（2.5YR7/8）しまりあり硬い。炭焼土をわずかに含む。貼床？
５．にぶい黄橙色土（10YR7/2）しまりなくやわらか。炭を上面に含む。貼床の間層？
６．橙色土（2.5YR6/6）しまりなくやわらか。貼床？
７．浅黄色土（2.5Y7/3）しまりなくやわらか。後世のピット。

１．にぶい黄橙色土（10YR6/3）炭を含む。土器の多くはこの層。
  灰白色粘土を含む。しまりあり硬い。
２．にぶい黄褐色土（10YR5/3）炭少量含む。しまりあり硬い。貼床か？
３．橙色土（2.5YR6/8）しまりあり硬い。地山の崩落土？
４．浅黄色土（2.5Y7/4）ややしまりなくやわらか。柱痕か？
５．橙色土（5YR6/8）しまりあり硬い。柱掘方埋土か？       

１．灰黄色（2.5Y7/2）しまりあり硬い。
   ２が地山の流土ならこれも地山流土中のもの。
２．橙色土（2.5YR6/8）しまりあり硬い。地山の流土。
３．浅黄色土（2.5Y7/3）しまりあり硬い。腐植土層。
４．にぶい黄色土（2.5Y6/4）しまりあり硬い。炭を含む。腐植土層。
５．黄褐色土（2.5Y5/4）しまりあり硬い。腐植土層？
６．浅黄色土（2.5Y7/4）しまりあり硬い。
  上面で褐色土（7.5YR4/4）の粒を含みあるいは貼床？
７．にぶい黄色土（2.5Y6/3）しまりあり硬く炭を含む。
８．黒褐色土（7.5YR2/2）にぶい黄色土（2.5Y6/3）が混じる。
  焼土と炭と土を混ぜたような土。しまりなくやわらか。

 １．浅黄色土（2.5Y7/3）しまりなし。
   橙色土（2.5YR7/8）を含み、地山の流土。
 ２．浅黄色土（2.5Y7/4）しまりなし。
 ３．暗褐色土（10YR3/3）しまりなく木根多。炭を含む。腐植土。
 ４．にぶい黄橙色土（10YR7/3）しまりあり。炭を含む。
 ５．浅黄橙色土（10YR8/4）３を粒状に含む。炭を含む。しまりなし。
 ６．にぶい黄橙色（10YR6/4）しまりあり。
 ７．にぶい黄橙色土（10YR7/4）しまりあり硬い。
 ８．にぶい黄褐色土（10YR4/3）しまりあり。
   浅黄橙色土（10YR8/3）を含む。ピット？
 ９．浅黄色土（2.5Y7/3）炭をわずかに含む。しまりあり。 
１０．褐灰色土（10YR4/1））焼土を含む。  
１２．明黄褐色土（10YR7/6）しまりあり。
１３．にぶい黄橙色土（10YR6/4）しまりあり硬い。
１４．橙色土（5YR7/8）しまりあり硬い。

 １．浅黄色土（2.5Y7/4）しまりあり。地山流土の一部。
 ２．橙色土（2.5YR6/8）しまりあり。地山流土。炭を含む。
 ３．暗褐色土（10YR3/4）しまりなし。炭・焼土混。ピット？埋土。
 ４．にぶい黄橙色土（10YR6/4）しまりあり。ピット？埋土。
 ５．明黄褐色土（10YR6/6）しまりあり硬い。バイラン土を含む。
 ６．にぶい黄橙色土（10YR7/4）しまりあり。上半部遺構埋土。
 ７．橙色土（5YR7/8）しまりあり。地山流土。上半部遺構埋土。
 ８．灰黄褐色土（10YR6/2）しまりあり。炭・焼土を含む。上半部遺構床面直上？
 ９．橙色土（7.5YR7/6）しまりあり非常に硬い。上半部遺構。貼床？。
１０．黄橙色土（7.5YR7/8）しまりあり。地山流土。
１１．暗褐色土（10YR3/4）しまりなし。炭・焼土を含む。
１２．橙色土（7.5YR6/8）しまりあり硬い。上半遺構を掘り直した埋土？
１３．にぶい黄褐色土（10YR4/3）しまりなく炭を含む。上半遺構掘り直し面？
１４．橙色土（7.5YR6/8）しまりあり硬い。下半遺構への地山流土。
１５．にぶい黄橙色土（10YR6/3）しまりあり。炭を含む。下半遺構埋土。
１６．にぶい黄橙色土（10YR7/4）しまりあり。炭を含む。下半遺構埋土。
１７．にぶい黄橙色土（10YR6/4）しまりあり。炭を含む。下半遺構埋土。
１８．にぶい黄褐色土（10YR5/4）しまりあり。粘質土をシマ状に含む流水堆積？
１９．浅黄橙色土（10YR8/3）しまりなし。砂質土、炭を含む。
２０．にぶい黄橙色土（10YR7/3）しまりなし。砂質土、炭を含む。
２１．にぶい黄褐色土（10YR5/3）しまりあり。炭を含む。
２２．浅黄色土（2.5Y7/3）しまりなし。砂質土。
２３．灰黄色土（2.5Y7/2）しまりなし。砂質土。
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第５２図　ＳＸ２１土層断面実測図 （１／８０）
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また、脚部外面に沈線を施すもの（５１６・５１８・５１９・５２１・５２３）、内面でヘラ記号が見られるも

の（５１１・５１９・５２１）がある。

　５２５～５３７は椀で、復元口径は８.９～１２.０ｃｍを測る。器形は平底の底部から体部・口縁部にか

けて緩やかに開くもの（５２５）、底部と体部の境に丸みを持ち、体部～口縁部がほぼ直立の傾きを

呈すもの（５２６・５２７・５２９・５３４・５３５）、体部～口縁部がやや外傾するもの（５２８）、体部にわ

ずかな丸みを持ち、口縁部で直立に近い傾きになるもの（５３０・５３７）、直立する体部から口縁部

で内傾するもの（５３１）、体部～口縁部がやや丸みを帯びるもの（５３２）、口縁部～底部にかけ丸み

を帯びるもの（５３３）、底部～体部下位が丸みを持ち、体部中位～口縁部が直線的になり内傾する

もの（５３６）がある。また、外面では沈線を施すもの（５２５・５３２・５３４・５３５）、カキメを施す

もの（５２７）、両方施すもの（５２６）がある。底部外面の調整は回転ヘラケズリ（５２５・５３３）、手

持ちヘラケズリ（５２６・５３０・５３２・５３７）、ヘラ切り後のナデ、または一部ケズリ（５２７～５２９・

５３１・５３４・５３６）に分かれる。

　５３８・５３９は短頸壺蓋で、復元口径はそれぞれ７.８ｃｍ・８.６ｃｍを測り、器高は比較的高い。口

縁端部は５３８で四角形に仕上げ、５３９では端部を嘴状に整形する。天井部外面の調整は５３８ではナ

デ・一部にケズリを施す。５３９は回転ヘラケズリで仕上げる。５４０は短頸壺で、復元口径は７.５ｃｍ

を測り、小型である。平底で、球形の体部から口縁部は外傾する。５４１は壺で、体部外面にヘラ記

号を施す。復元口径は１３.３ｃｍを測る。口縁端部は上端面を平坦に仕上げ、外面は三角形の突帯状

に整形する。

　５４２～５４４は鉢で、復元口径は５４２で１７.５ｃｍ、５４４で３５.４ｃｍを測る。５４２は口縁端部が断面

三角形を呈し、体部外面には沈線を巡らせる。５４３は体部下位～底部が残存し、底部外面はヘラ切

り後ナデを施す。５４４は口縁端部が断面四角形に近い。口縁部～体部外面ではカキメを施し、体部

内面はヘラケズリを行う。

　５４５～５５２は甕で、５４５・５４９の頸部外面にはヘラ記号が施され、文様のように見える。口径は

１５.３～２３.０ｃｍを測る。口縁端部には上端部分が断面三角形状を呈するもの（５４５）、四角形に仕

上げるもの（５４６）、丸く仕上げるもの（５４７）、四角形に仕上げた端部外面に三角形の突起を整形

するもの（５４８・５４９）、端部を折り曲げ鳥頭状に仕上げるもの（５５０）、四角形に仕上げた端部外

面に沈線を施すもの（５５１）がある。５５２は体部～底部が残存し、底部外面には焼台と思われる破

片が付着する。

　５５３は大型の蓋で、復元口径２４.６ｃｍを測る。かえり端部と口縁部端部はほぼ同じ高さになる。

５５４は注口で、復元注口径は１.８ｃｍを測る。注口端部は先細りを呈す。５５５はミニチュア土器の壺

で、口径４.７ｃｍを測る。ヨコナデにより整形し、底部外面は手持ちヘラケズリを施す。５５６は焼台で、

甕の体部破片が２枚付着する。５５７は杯Ｈ蓋内面に杯Ｈ身が釉着している状態である。蓋の復元口

径は１０.８ｃｍを測る。

瓦 （５５８）　平瓦で、厚さ２.０ｃｍを測る。凸面では平行タタキが見られる。

土師器 （５５９～５８７）　５５９～５７７・５７９・５８５・５８７は甕で、復元口径は５５９・５６４～５７６・５８５

で１１.０～２０.８ｃｍ、５７７で３０.８ｃｍを測る。５５９は球形の体部で、口縁部が外傾し、外面に浅い
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0 10cm

第 図 梅2次 SX21出土遺物実測図①(1/3)
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第５３図　ＳＸ２１出土遺物実測図① （１／３）
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0 10cm

第 図 梅2次 SX21出土遺物実測図②(1/3)
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第５４図　ＳＸ２１出土遺物実測図② （１／３）
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0 10cm

第 図 梅2次 SX21出土遺物実測図③(1/3)
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第５５図　ＳＸ２１出土遺物実測図③ （１／３）
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0 10cm

第 図 梅2次 SX21出土遺物実測図④(1/3)
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第５６図　ＳＸ２１出土遺物実測図④ （１／３）
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0 10cm

第 図 梅2次 SX21出土遺物実測図⑤(1/3)
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第５７図　ＳＸ２１出土遺物実測図⑤ （１／３）
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0 10cm

第 図 梅2次 SX21出土遺物実測図⑥(1/3)
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第５８図　ＳＸ２１出土遺物実測図⑥ （１／３）
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0 10cm

第 図 梅2次 SX21出土遺物実測図⑦(1/3)
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第５９図　ＳＸ２１出土遺物実測図⑦ （１／３）
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0 10cm

第 図 梅2次 SX21出土遺物実測図⑧(1/3)
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第６０図　ＳＸ２１出土遺物実測図⑧ （１／３）
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0 10cm

第 図 梅2次 SX21出土遺物実測図⑨(1/3)
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第６１図　ＳＸ２１出土遺物実測図⑨ （１／３）
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0 10cm

第 図 梅2次 SX21出土遺物実測図⑩(1/3)
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第６２図　ＳＸ２１出土遺物実測図⑩ （１／３）
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0 10cm

第 図 梅2次 SX21出土遺物実測図⑪(1/3)
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第６３図　ＳＸ２１出土遺物実測図⑪ （１／３）
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0 10cm 0 10cm

0 20cm

第 図 梅2次 SX21出土遺物実測図⑫(545～552は1/6、558は1/5、他は1/3)
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第６４図　ＳＸ２１出土遺物実測図⑫ （５４５～５５２は１／６、 ５５８は１／５、 他は１／３）
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0 10cm

第 図 梅2次 SX21出土遺物実測図⑬(1/3)
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第６５図　ＳＸ２１出土遺物実測図⑬ （１／３）
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0 10cm

第 図 梅2次 SX21出土遺物実測図⑭(1/3)
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第６６図　ＳＸ２１出土遺物実測図⑭ （１／３）
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0 10cm

第 図 梅2次 SX21出土遺物実測図⑮(1/3)
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第６７図　ＳＸ２１出土遺物実測図⑮ （１／３）
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0 10cm

0 5cm

第 図 梅2次 SX21出土遺物実測図⑯(588～593は1/2、他は1/3)
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第６８図　ＳＸ２１出土遺物実測図⑯ （５８８～５９３は１／２、 他は１／３）
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窪みを施す。５６０は体部が巾着形を呈し、口縁部は外反する。いずれの体部にも外面に平行タタ

キ、内面に平行条線文当て具痕が見られる。５６１は寸胴形の体部で、口縁部が外傾する。体部内面

には平行当て具痕が見られる。５６２は球形の体部で、口縁部が大きく開く。５６３・５７６は体部から

口縁部にかけて、緩やかに外反する。５６４・５６５は体部が寸胴形に近い形を呈す。５６４の口縁部は

外傾し、５６５の口縁部は緩やかに外反する。頸部内面はいずれも稜が付く。５６６は体部から口縁部

にかけて緩やかに外反し、体部外面では平行タタキが残る。５６７は寸胴形の体部～頸部で屈曲し、

口縁部は大きく開く。５６８は寸胴形の体部で、口縁部は短く外反する。口縁端部は外方にのびる。

５６９・５７０は口縁部の長さが短く、外傾する。頸部内面はいずれも稜が付く。５６９の体部は寸胴形で、

５７０は球形である。５７１～５７５・５７７の口縁部は大きく外反し、端部が外側にのびる。５７８は口縁

部が外反し、体部に差込式の把手が付く。５７９は底部のみが残存し、平底を呈す。５７８と同一個体

の可能性がある。５８５の体部は球形で、口縁部は内湾気味になる。

　５８０～５８４は甑で、５７８・５８１の復元口径はそれぞれ２５.８ｃｍ・２２.８ｃｍを測る。５８０は丸みを

持つ体部で、口縁部は大きく外反し端部が外側にのびるものと思われる。体部には把手が付いてい

た痕跡があり、差込式であったと考えられる。５８１の口縁部～体部は下に行くにつれて窄まる形を

呈し、底部から直立に近い傾きになる。把手は付かない。５８２・５８３は把手が残存し、いずれもナ

デにより整形する。５８２では体部外面の把手接合部分にケズリを施す。５８４は底部の一部で、残存

部から２つの半月形の蒸気孔が整形されていたと考える。５８６は椀で、復元口径は１０.８ｃｍを測る。

器壁は薄く、丸底を呈す。５８７は底部が残存し、平底の底面には葉脈と思われる圧痕が残る。

土製品 （５８８ ・ ５８９）　５８８は土玉で、径は１.２～１.３ｃｍを測る。中心部よりややずれた位置に穿

孔する。５８９は用途不明品である。三角錐の形状を呈し、ヘラ状工具により整形されたと思われる。

石製品 （５９０～５９６）　５９０～５９２は円盤状石製品で、いずれも楕円形を呈す。碁石か？５９３は側

面に敲打痕が残り、叩石の可能性がある。５９４～５９６は砥石で、５９４・５９５は砂岩である。５９４・

５９５では２面に使用痕が見られ、５９６は４面に見られる。

鉄滓 （５９７～５９９）　５９７の重量は５４.３g、５９８・５９９は１２.１～１２.８gを測る。５９８は炉体に接して

いた圧痕が見られるため、炉底に溜まっていたものと思われる。５９９は多量の砂粒が付着するため、

炉壁付近に溜まっていたものと思われる。

ＳＸ２２ （第５０図、 図版３８）

　２区中央部、標高４３.６～４５.３ｍの南東側斜面に位置し、北側にはＳＸ２３がある。平面プランは

不整形な方形を呈し、長さ３.２５ｍ、幅２.５８ｍ、最深部１.３６ｍを測る。埋土は単層で褐色土を主体

とする。出土遺物には須恵器・土師器がある。

出土遺物 （第７１図）

須恵器 （６００・６０１）　６００は杯Ｈ身で、復元口径８.８ｃｍを測る。立ち上がりは内傾する。６０１は椀で、

復元口径１３.５ｃｍを呈す。体部～口縁部は同じ傾きで直線的にのびる。底部外面は回転ヘラケズリ

を施す。

ＳＸ２３ （第６９図、 図版３９）

　２区中央部、標高４６.７～４８.３ｍの南西側斜面に位置し、周辺にはＳＸ２２・３１がある。当初、Ｓ
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Ｘ２３として広く検出したが、掘り下げの結果、ＳＸ３１が別遺構とされた。斜面をＬ字状に掘り込み、

等高線に平行して東西に長くのびる。遺構は東西に分かれ、床面はほぼ水平であるが、東側の方が

高い。埋土は、黄褐色土を主体とし、出土遺物には須恵器・土師器がある。

出土遺物 （第７１図、 図版７６）

須恵器 （６０２）　杯Ｈ身で、口径８.９ｃｍを測る。立ち上がりは内傾し、底部外面はヘラ切り後ナデ

て仕上げている。

ＳＸ２４ （第６９図、 図版３９）

　２区東側、標高５０.８～５１.６ｍの南西側斜面に位置し、周辺にはＳＸ２１・２５～２７がある。平面

プランは長楕円形を呈し、長さ１.８ｍ、幅１.２５ｍ、最深部０.６７ｍを測る。遺構内には平坦部がほと

んどなく、埋土は単層で褐色土を主体とする。出土遺物はない。
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第６９図　ＳＸ２３ ・ ２４実測図 （１／６０）
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ＳＸ２５ （第７０図、 図版３９ ・ ４０）

　２区東側、標高５１.７～５２.９ｍの南西側斜面に位置し、ＳＸ２７と切合うが前後関係は不明である。

平面プランは不整形な長方形を呈し、長さ４.３９ｍ、幅２.４２ｍ、最深部０.９５ｍを測る。遺構内では

須恵器・土師器・瓦が出土した。出土状況を観察すると、床面上のものから浮いた状態のものまで

0 2m

SX25・26実測図（SX25は1/60、SX26は1/40）
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2m １．橙色土(7.5YR6/6)
２．橙色～明褐色土(7.5YR6/6～5/6)
３．にぶい黄褐色土(10YR5/4)炭混じり。
４．橙色土(7.5YR6/6～6/8)もろい。
５．黄褐色土(10YR5/6)粘質土。
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 ８．明褐色土(7.5YR5/6)粘質土。
 ９．明褐色土(7.5YR5/6～5/8)
１０．明褐色～褐色土(7.5YR5/6～4/6) 
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第７０図　ＳＸ２５ ・ ２６実測図 （ＳＸ２５は１／６０、 ＳＸ２６は１／４０）
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ある。埋土は褐色土を主体とし、シルト質土と砂質土が互層状になる。

出土遺物 （第７１図、 図版７５ ・ ７６）

須恵器 （６０３～６０５）　６０３は杯Ｇ蓋で、口径は８.９ｃｍを測り、かえりは口縁部下に突出する。天

井部には乳頭状のつまみが付き、中心部からややずれている。６０４は杯Ｈ身で復元口径８.１ｃｍを

測る。立ち上がりは内傾し、端部は直立に近い傾きになる。底部外面はナデを施す。６０５は杯Ｂ身

である。底部外面は回転ヘラケズリを施し、低い高台を付ける。

瓦 （６０６～６０８）　いずれも平瓦である。６０６・６０７の凹面では同心円文当て具痕が見られる。

６０６は当て具後ナデを施す。６０７凸面は平行タタキの痕跡が見られる。６０８の凹面はヨコナデを施

す。

鉄滓 （６０９）　Ｌ字型の断面形を呈すため、炉底の角に溜まったものと思われる。鉄滓の一部では

磁力に反応する。

0 10cm 0 10cm

第 図 梅2次 SX22・23・25出土遺物実測図(606～608は1/5、他は1/3)

ＳＸ２５

ＳＸ２２ ＳＸ２３

６００

６０１

６０３

６０４

６０５

６０９

６０６

６０８

６０７

６０２

第７１図　ＳＸ２２ ・ ２３ ・ ２５出土遺物実測図 （６０６～６０８は１／５、 他は１／３）
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ＳＸ２６ （第７０図、 図版４０）

　２区東側、標高４９.７～５０.７ｍの南西側斜面に位置し、周辺にはＳＸ２１・２４がある。平面プラン

は不整長楕円形を呈し、長さ２.０２ｍ、幅１.２２ｍ、最深部０.３８ｍを測る。埋土は褐色土を主体とする。

出土遺物には須恵器・土師器があるが、図化できなかった。

ＳＸ２７ （第７２図、 図版４０ ・ ４１）

　２区東側、標高５２.２～５５.３ｍの南西側斜面に位置し、ＳＸ２５と切合うが前後関係は不明であ

0 2m

 １．にぶい黄褐色土(10YR4/3)しまりあり硬い。
   腐植土。長期の流入土。
 ２．明黄褐色土(10YR6/8)しまりあり硬い。
   初期の流入土。
 ３．にぶい黄橙色土(10YR7/3)しまりあり。
   砂質。初期の流入土。

 １．橙色土(2.5YR6/8)しまりあり硬い。地山崩落土。
 ２．明黄褐色土(10YR6/6)しまりあり硬い。腐植土層上層。
 ３．灰黄褐色土(10YR6/2)しまりなくやわらか。腐植土層上層。
 ４．黄褐色土(10YR5/6)ややしまりあり。最初の流入土。
 ５．黄褐色土(10YR5/8)しまりなくやわらか。
 ６．明黄褐色土(10YR6/8)バイラン土を含む。流入土。
 ７．浅黄橙色土(10YR8/4)黒褐色土(10YR5/1)混流入土。

焼土範囲
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第７２図　ＳＸ２７実測図 （１／８０）
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0 10cm

第 図 梅2次 SX27出土遺物実測図①(1/3)

６１１

６１０

６１６

６１５

６１３

６１８

６２１

６１４

６１２

６１７

６２０

６１９

第７３図　ＳＸ２７出土遺物実測図① （１／３）
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る。遺構は傾斜面をＬ字状に削ることで平坦面を造り出し、北東・南西方向へ溝状にのびる。全

長１１.０ｍ以上、最大幅３.１６ｍ、最深部１.２９ｍを測る。床面には多数のピットがあり、建物を構成

するものと思われる。また、遺構中央部付近では４８×３４ｃｍの焼土が確認できる。遺物は須恵器・

土師器・瓦・鉄器・鉄滓・石器が遺構内に散在し、床面近くで検出されている。埋土は黄褐色土を

主体とする。

出土遺物 （第７３ ・ ７４図、 図版７６ ・ ７７）

須恵器 （６１０～６１８）　６１０・６１１は杯Ｈ蓋で、６１０の口径は１１.９ｃｍ、６１１の復元口径は１１.４ｃｍ

を測る。いずれも口縁部は直立に近い傾きになり、天井部外面はナデて仕上げる。６１２～６１５は杯

Ｈ身で、復元口径は８.８～１０.２ｃｍを測るが、６１５は器体が歪んでいるため法量が不確定である。

杯部は６１２・６１３が浅く、６１４・６１５が深い。立ち上がりは内傾しつつ端部が直立に近い傾きにな

るもの（６１２）、受部と一体化し、断面形が三角を呈すもの（６１３）、内傾するもの（６１４・６１５）

がある。底部外面はいずれもヘラ切り後未調整かナデ、または一部にケズリを施す程度で雑なつく

りになっている。６１６は杯Ｇ身で、口径１０.１５ｃｍを測るが、器体が歪んでいるため法量は不確定

である。体部は丸みを持ち、椀形状を呈す。底部はヘラ切り後ナデを施す。

　６１７・６１８は平瓶で、６１７は復元口径１０.９ｃｍを測る。口縁端部は断面四角形を呈し、端部外面

に三角形の突帯をつけた形状になる。頸部内面では指頭圧痕が残る。６１８は体部が扁平な球形を呈

し、外面にはカキメを施す。底部は平底になる。

土師器 （６１９～６２１）　いずれも甑である。６１９は復元口径２５.６ｃｍを測り、口縁部は緩やかに外

反する。把手は体部のやや高い位置につき、ナデにより整形される。ハケメは体部の内外面に見

られる。６２０は差込式の把手で、ナデにより整形される。体部との接合部にはハケメが見られる。

６２１は体部下位～底部が残存し、寸胴状になる。

瓦 （６２２～６２４）　いずれも平瓦で、凸面に平行タタキを施す。凹面では同心円文当て具痕・弓切

り痕が見られ、加えて６２３・６２４には模骨痕・布目痕が確認できる。

石製品 （６２５）　滑石製の円盤状石製品で、直径約４.０ｃｍを測る。全面で擦痕が見られる。

鉄滓 （６２６）　重さ３７３.３gを測り、炉底に接していたと思われる圧痕が見られるため、炉底に溜まっ

ていた鉄滓だと考えられる。

鉄製品 （６２７）　鎌である。厚さ０.２ｃｍを測る。一部に木質と思われる痕跡が残る。

ＳＸ２８ （第７５図、 図版４１）

　２区東側、標高４９.０～５０.０ｍの南側斜面に位置し、周辺にはＳＸ２１・２９・３３がある。平面プラ

ンは不整形な長楕円形を呈し、長さ４.６３ｍ、幅１.８ｍ、最深部０.６７ｍを測る。遺物は須恵器・土師

器等が出土し、遺構内東側に散在する。埋土は黄褐色土が主体である。

出土遺物 （第７６図、 図版７８）

須恵器 （６２８～６３３）　６２８・６２９は杯Ｈ蓋で、復元口径は６２８で１１.１ｃｍ、６２９で１２.５ｃｍを測る。

口縁部は直立に近い傾きになるもの（６２８）、口縁部はなだらかに開くもの（６２９）がある。６２８

の口縁部外面では２段に分けた沈線が巡り、天井部は外面約１／３に回転ヘラケズリを施す。６２９

の天井部外面はヘラ切り後ナデを施す。６３０は杯Ｇ蓋で、復元口径１０.２ｃｍを測る。かえりは口縁
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部下へわずかに突出し、天井部は外面約１／２に回転ヘラケズリを施す。

　６３１は杯Ｈ身で、口径９.８ｃｍを測る。立ち上がりは内傾しつつ端部で直立に近い傾きになる。底

部はヘラ切り後ナデを施す。６３２は杯Ｇ身で、復元口径は９.６ｃｍを測る。直線的にのびる体部か

ら口縁部はやや外反する。６３３は椀で、復元口径１６.２ｃｍを測る。体部～口縁部は直線的にのびる。

外面にはカキメを施し、体部に沈線を巡らす。底部外面は手持ちヘラケズリを施す。

土師器 （６３４ ・ ６３５）　いずれも甑である。６３４は底部が残存し、端部はヨコナデにより断面四角

形に仕上げられる。６３５は口縁部が残存し、復元口径２７.０ｃｍを測る。口縁部は緩やかに開く。

ＳＸ２９ （第７７図、 図版４２）

　２区東側、標高４７.５～４８.５ｍの南側斜面に位置し、周辺にはＳＸ２８・３３がある。平面プランは

三日月状を呈し、長さ６.５８ｍ、幅１.６１ｍ、最深部０.２１ｍを測る。床面は傾斜し、ピットが見られ

る。出土遺物には須恵器・土師器がある。埋土は橙色土が主体である。

出土遺物 （第７６図）

須恵器 （６３６～６３９）　６３６は杯Ｈ身で、復元口径１２.４ｃｍを測る。立ち上がりは直立し、底部は

0 10cm

0 5cm

0 10cm

第 図 梅2次 SX27出土遺物実測図②(622～624は1/5、625は1/2、626・627は1/3)

６２２

６２３

６２４

６２５

６２６

６２７

第７４図　ＳＸ２７出土遺物実測図② （６２２～６２４は１／５、 ６２５は１／２、 ６２６ ・ ６２７は１／３）
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外面約１／２に回転ヘラケズリを施す。６３７は椀で、体部は直立に近い傾きになり、外面に沈線を

施す。底部は平底を呈す。６３８・６３９は甕である。６３８は復元口径２０.０ｃｍを測り、口縁端部は折

り曲げて断面形を鳥頭状に仕上げる。６３９は復元口径３０.９ｃｍを測り、口縁端部は四角形に仕上げ

外面に沈線を施す。頸部外面には２段に分けて沈線を巡らせる。

ＳＸ３０

　３区、標高４４.０～４５.８ｍの西側急斜面に位置し、北側には１号窯跡、ＳＸ３７がある。不整形な

長方形を呈し、長さ４.２ｍ、幅２.７７ｍ、最深部０.４１ｍを測る。床面は周辺地形と同様な斜面になる。

須恵器が出土した。

ＳＸ３１ （第７７図、 図版４２ ・ ４３）

　２区東側、標高４６.８～４８.３ｍの南西側斜面に位置し、周辺にはＳＸ２１～２３・３２がある。平面プ

ランは不整形な隅丸円形を呈し、長さ３.０２ｍ、幅２.０８ｍ、最深部０.８３ｍを測る。床面は南北方向

0 2m
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SX28実測図（1/40）

１．にぶい黄褐色土(10YR4/3)しまりあり硬い。
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第７５図　ＳＸ２８実測図 （１／４０）
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に傾斜し、南側ではピットが見られる。埋土は橙色土を主体とし、所々に灰白色の砂質土が帯状に

入り込んでいる。出土遺物には須恵器・土師器がある。

出土遺物 （第８０図）

須恵器 （６４０～６４２）　６４０は杯Ｈ蓋で、復元口径は１１.８ｃｍを測り、口縁部は直立に近い傾きに

なる。天井部外面はヘラ切り後ナデを施す。６４１は杯Ｈ身で、復元口径は１１.３ｃｍを測る。立ち上

がりは内傾しつつ端部が直立に近い傾きになる。底部外面はヘラ切り後ナデを施す。６４２は高杯で、

復元口径１３.０ｃｍを測る。直線的な体部から口縁部はやや外反する。体部外面２ヵ所には段が付く。

脚部は短脚で緩やかに広がり、裾部付近でわずかに屈曲する。脚部内面ではヘラ記号が見られる。

ＳＸ３２ （第７８図、 図版４３）

　２区東側、標高４７.１～４７.７ｍの南西側斜面に位置し、周辺にはＳＸ２１・３１がある。平面プラン

は不整楕円形を呈し、長さ１.０４ｍ、幅０.７８ｍ、最深部０.５５ｍを測る。埋土は黄褐色土を主体とする。

出土遺物はなかった。

0 10cm 0 20cm

第 図 梅2次 SX28・29出土遺物実測図(638・639は1/6、他は1/3)

ＳＸ２９

ＳＸ２８

６３０
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６３４
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６３１

６３３

６３２

６３６

６３９

６３７

６３８

第７６図　ＳＸ２８ ・ ２９出土遺物実測図 （６３８ ・ ６３９は１／６、 他は１／３）
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0 2m

１．にぶい橙色土(7.5YR7/3)しまりあり硬い。
２．にぶい褐色土(7.5YR5/4)しまりあり硬い。汚れた土であるが地山との類別がつきにくくなる。

ＳＸ２９

１．橙色土(7.5YR6/6)しまりあり硬い。
２．灰白色土(7.5YR8/1)砂質土。しまりなくやわらかい。
３．にぶい橙色土(7.5YR6/4)しまりあり硬い。
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第７７図　ＳＸ２９ ・ ３１実測図 （１／６０）
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ＳＸ３３ （第７８図、 図版４３ ・ ４４）

　２区東側、標高４７.２～４７.９ｍの南西側斜面に位置し、周辺にはＳＸ２１・２８・２９がある。平面プ

ランは不整形な三日月状を呈し、長さ４.２ｍ、幅１.０２ｍ、最深部０.４８ｍを測る。２段掘り状になり、

最深部は東西方向に弧を描く溝状になる。出土遺物には須恵器・土師器がある。

出土遺物 （第８０図、 図版７８）

須恵器 （６４３～６４７）　６４３・６４４は杯Ｈ身で、６４３は復元口径１１.１ｃｍ、６４４は口径１０.０ｃｍを測る。

立ち上がりは内傾しつつ端部は直立に近い傾きになるもの（６４３）、内傾するもの（６４４）がある。

いずれも底部外面回転ヘラケズリを施す。

　６４５は高杯の脚部で、短脚である。脚部は大きく開きながら、中位で緩やかに屈曲する。端部は

外面側の角をつまみ上げられて嘴状に仕上げる。脚部外面ではシボリ痕が見られる。６４６は椀で、

復元口径８.３ｃｍを測る。体部～口縁部は直線的にのび、やや内傾する。底部外面はヘラ切り後ナ

デを施す。

　６４７は甕である。口縁端部は断面四角形を呈し、外面に沈線を巡らす。頸部外面にはカキメを施

し、その上から連続斜線文を施文する。さらに２段に分けて沈線を巡らせる。

0 2m

SX32・33実測図（1/40）

１．黄橙色土(7.5YR7/8)しまりあり硬い。
２．にぶい黄褐色土(10YR5/3)しまりあり硬い。

ＳＸ３２

ＳＸ３３
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４
８
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０
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４８.０００ｍ

４８.０００ｍ
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.０
０
０
ｍ

４８.０００ｍ

第７８図　ＳＸ３２ ・ ３３実測図 （１／４０）
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土師器 （６４８）　甑で、復元口径２１.８ｃｍを測る。口縁部は緩やかに外反する。

ＳＸ３４ （第７９図）

　２区西側、標高４７.２ｍに位置し、ＳＸ０８内の南東部に位置する。ＳＸ０８の検出後に確認された。

平面プランは短い溝状を呈し、長さ２.０８ｍ、幅０.７１ｍ、最深部０.１４ｍを測る。出土遺物には、須恵器・

土師器がある。ＳＸ０８と一連の遺構である可能性が高い。

出土遺物 （第８０図）

須恵器 （６４９）　杯Ｈ身で、復元口径９.８ｃｍを測る。立ち上がりは内傾しつつ端部が直立に近い傾

きになり、外面に沈線状の浅いくぼみが巡る。

土師器 （６５０）　椀である。底部に断面三角形の高台が付く。底部内面は回転ナデを施す。

ＳＸ３５ （第７９図）

　２区西側、標高５０.２～５１.３ｍの南側斜面に位置し、周辺にはＳＸ０８・１１がある。平面プランは

0 2m

SX34・35実測図（1/40）

ＳＸ３４
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ｍ

５１.５００ｍ

第７９図　ＳＸ３４ ・ ３５実測図 （１／４０）
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不整形な長楕円形を呈し、長さ４.４６ｍ、幅１.８８ｍ、最深部０.９６ｍを測る。須恵器が出土したが、

図化できなかった。

ＳＸ３６

　３区、標高４３.８～４５.６ｍの西側斜面に位置し、周辺には１号窯跡・ＳＸ３８がある。平面プラン

は不整形な長方形を呈し、長さ３.１４ｍ、幅２.５１ｍ、最深部０.１６ｍを測る。床面は周辺地形と同様

な傾斜になる。 出土遺物には須恵器があるが、 図化できなかった。

ＳＸ３７

　３区、標高４３.７～４４.２ｍの西側斜面に位置し、周辺には１号窯跡・ＳＸ３０がある。平面プラン

0 10cm

0 20cm

第 図 梅2次 SX31・33・34・37・38出土遺物実測図(647は1/6、他は1/3)

ＳＸ３１

ＳＸ３３

ＳＸ３８

ＳＸ３４

ＳＸ３７

６４２

６４０

６４１

６４４

６４３

６４７

６４８

６４６

６４５

６４９

６５０

６５１

６５２
６５３

第８０図　ＳＸ３１ ・ ３３ ・ ３４ ・ ３７ ・ ３８出土遺物実測図 （６４７は１／６、 他は１／３）
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は不整長楕円形を呈し、長さ１.３ｍ、幅０.８７ｍ、最深部０.１ｍを測る。床面は周辺地形と同様な傾

斜になる。出土遺物には須恵器がある。

出土遺物 （第８０図）

須恵器 （６５１）　杯Ｈ身で、復元口径９.９ｃｍを測る。立ち上がりは内傾し、外面に蓋の口縁端部破

片が釉着する。

ＳＸ３８

　３区、標高４３.８～４５.７５ｍの西側斜面に位置し、周辺には１号窯跡・ＳＸ３６がある。平面プラ

ンは略三角形を呈し、長さ３.１５ｍ、幅２.４ｍ、最深部０.１ｍを測る。床面は周辺地形と同様な傾斜

になる。須恵器・窯壁が出土した。

ａ
ａ
’

ａ
ａ
’

2m0

ＳＢ０１

ＳＢ０２

１．褐色土(7.5YR4/4) 
２．明黄褐色土(10YR7/6)
３．明褐色土(7.5YR5/6)炭混じる。
４．橙色土(7.5YR6/8)炭うすく混じる。
５．橙色～明褐色土(7.5YR6/6～5/6)
６．橙色土(7.5YR7/6)バイラン土(地山由来)。
７．橙色土(7.5YR6/6)
８．にぶい黄橙色土(10YR6/4)バイラン土(地山由来)。

柱痕

柱痕
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SB01・02実測図（1/60）第８１図　ＳＢ０１ ・ ０２実測図 （１／６０）



104

出土遺物 （第８０図）

須恵器 （６５２・６５３）　６５２は杯Ｈ蓋で、復元口径１３.０ｃｍを測る。口縁部は直立に近い傾きになり、

天井部は外面約１／２に回転ヘラケズリを施す。６５３は杯Ｈ身で、復元口径は１２.１ｃｍを測る。立

ち上がりは内傾し、端部は直立に近い傾きになる。底部は外面約２／３に回転ヘラケズリを施す。

（４） 掘立柱建物

ＳＢ０１ （第８１図、 図版４４ ・ ４５）

　１区中央部、標高４４.４～４５.０ｍの北側斜面に位置する。周辺にはＳＸ０１・０２、ＳＢ０２がある。

１×２間の小規模な建物で、桁行２.７５ｍ、梁行１.５５ｍを測る。掘方の平面プランはほぼ略円形で、

掘方の大きさは標高が高い柱穴が大きく、低いほうが小さくなる。土層観察では柱痕が確認できる

柱穴もあり、柱痕の深さはいずれも標高４４.０ｍ前後となっている。出土遺物には須恵器があるが、

図化できなかった。

SX１８

SD０２

ｂ

ａ

ａ
’

ｂ
’

ｃ

ｃ
’

ｄ

ｄ
’

0 2m

SD02土層実測図（平面実測図は1/200、土層実測図1/40）

0 10m

 １．明褐色土(7.5YR5/6)
 ２．にぶい黄橙～明黄褐色土(10YR7/4～7/6)１部粗砂を含む。
 ３．橙色～明褐色土(10YR6/6～5/6)
 ４．明黄褐色土(10YR7/6～6/6)下部ほど砂の量が多い。
 ５．明褐色土(7.5YR5/6)浅黄橙色土(10YR8/4)塊含む。
 ６．にぶい黄橙色土(10YR7/3)
 ７．灰黄褐色～にぶい黄褐色土(10YR4/2～4/3)
 ８．褐色土(10YR4/4～4/6)
 ９．明褐色土(7.5YR5/6～5/8)土器・炭含む。
１０．明褐色～橙色土(7.5YR5/6～6/6)土器・炭含む。

 １．橙色土(7.5YR6/6)もろい。
 ２．明褐色土(7.5YR5/6)低いほど粒形が粗い。

 １．橙色土(7.5YR6/6)
 ２．にぶい黄褐色～褐色土(10YR5/4～4/4)もろい。
 ３．明黄褐色土(10YR6/6)もろい。
 ４．明黄褐～黄褐色土(10YR6/6～5/6)もろい。まれに細礫含む。
 ５．にぶい黄橙色土(10YR6/4)もろい。

 １．橙～明褐色土(7.5YR6/6～5/6)
 ２．明褐～褐色土(7.5YR5/6～4/6)
 ３．橙色土(7.5YR6/6)
 ４．明褐色土(7.5YR5/6～5/8)
 ５．明褐色土(7.5YR5/6)
 ６．橙色土(7.5YR6/6)
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第８２図　ＳＤ０２土層断面実測図 （平面実測図は１／２００、 土層断面実測図は１／４０）
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ＳＢ０２ （第８１図、 図版４４）

　１区中央部、標高４４.４～４５.０ｍの北側斜面に位置する。周辺にはＳＸ０１・０２、ＳＢ０１がある。

３基の柱穴が東西に並んで検出され、柱穴間は約１.５ｍを測る。柱穴３基に対応する柱穴列は発見

できなかったが、柱痕が残存するため掘立柱建物と判断した。掘方の平面プランは略円形を呈し、

深さはいずれも標高４４.１ｍ前後に揃っている。検出時に石器が出土した。

出土遺物 （第８３図、 図版７８）

石製品 （６５４）　安山岩製の石鏃である。やや大型で、平面形は二等辺三角形状を呈し、基部に逆

Ｕ字状の抉りを施す。基部の端部をやや斜めに仕上げている。調整はやや粗雑である。

（５） 溝

ＳＤ０１ （図版４５）

　２区中央部、標高４７.０～４７.８ｍの南側斜面に位置し、東西にのびる。ＳＸ０８・１６と切合うが前

後関係は不明である。全長約１０.２ｍ、最大幅０.８３ｍ、最深部０.５１ｍを測る。埋土は淡灰色土の粘

質土と砂質土が互層状に堆積する。出土遺物には須恵器・土師器・石製品がある。

出土遺物 （第８３図）

須恵器 （６５５）　杯Ｈ蓋で、復元口径は１０.８ｃｍを測る。口縁部は緩やかに開き、天井部外面はヘ

ラ切り後ナデを施す。

石製品 （６５６）　滑石製の板状製品である。側面に加工痕が見られ、円形の穿孔が見られる。

ＳＤ０２ （第８２図、 図版４６）

　２区中央部、標高４９.４～５１.８ｍの南側斜面に位置し、南西にのびる。遺構はＳＸ１８・１９を切る。

全長約１５ｍ、最大幅１.５９ｍ、最深部０.６５ｍを測る。埋土は標高が高い地点は橙色土を多量に含み、

標高が低い地点は黄色土が主体となる。出土遺物には須恵器・土師器・石器がある。

出土遺物 （第８３図、 図版７８）

須恵器 （６５７）　蓋で、復元口径は１５.０ｃｍを測るが、器体が歪んでいるため法量は不確定である。

口縁部はＬ字状に屈曲し、外側にのびる。

0 10cm

0 5cm

第 図 梅2次 SB・SD出土遺物実測図(654・656・658は1/2、他は1/3)
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６５５

６５７

６５６

６５８

第８３図　ＳＢ ・ ＳＤ出土遺物実測図 （６５４ ・ ６５６ ・ ６５８は１／２、 他は１／３）
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0 10cm

第 図 梅2次 2・3区間谷部褐色土出土遺物実測図①(1/3)
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第８４図　２ ・ ３区間谷部褐色土出土遺物実測図① （１／３）
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0 10cm

0

20cm

第 図 梅2次 2・3区間谷部褐色土出土遺物実測図②(680～685は1/6、他は1/3)

６８６

６７８

６７９

６８２

６８１

６８０

６８４

６８３

６８５

６８７

６８８

６８９

第８５図　２ ・ ３区間谷部褐色土出土遺物実測図② （６８０～６８５は１／６、 他は１／３）



108

石製品 （６５８）　砂岩製の砥石で、６面で使用痕が見られる。

（６） 谷部（第５図、図版４６）

　２・３区間谷部は、黒褐色土の堆積があり、遺物を相当量含んでいた。このため、掘り下げを実施し、

遺物の取り上げに努めた。

出土遺物 （第８４～８６図、 図版７９～８２）

須恵器 （６５９～６８６）　６５９・６６０は杯Ｇ蓋で、口径は６５９で９.３ｃｍ、６６０は８.５ｃｍを測る。いず

れもかえりは口縁部下に突出し、天井部は外面約２／３に回転ヘラケズリを施す。６５９は乳頭状

のつまみ、６６０は扁平なボタン状のつまみが中心よりずれた位置に付く。６６１～６６８は杯Ｈ身で、

口径は９.９～１１.３ｃｍを測る。立ち上がりは内傾しつつ端部は直立に近い傾きになるもの（６６２・

６６４・６６５・６６６・６６７）、内傾するもの（６６３・６６８）がある。底部外面の調整は回転ヘラケズ

リ（６６１・６６２・６６４～６６６・６６８）とヘラ切り後ナデ（６６３・６６７）がある。６６７は立ち上がり

端部に細かい欠損部分が見られ、これらが使用痕である可能性がある。また、受部には蓋の口縁端

部と思われる破片が付着する。６６９も杯Ｈ身であるが、前述した杯Ｈ身より口径が大きく、復元で

１１.７ｃｍを測る。立ち上がりは長く、直立に近い傾きになる。底部は外面１／２に回転ヘラケズリ

を施す。６７０は杯Ｇ身で、復元口径は９.４ｃｍを測る。体部～口縁部は直線的にのび、やや外傾する。

0 10cm

第 図 梅2次 2・3区間谷部褐色土出土遺物実測図③(1/5)

６９０

６９１

第８６図　２ ・ ３区間谷部褐色土出土遺物実測図③ （１／５）
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体部外面には沈線が巡り、底部外面は回転ヘラケズリを施す。６７１・６７２は杯Ｂ身で、底部に四角

形の短い高台を付ける。

　６７３は高杯蓋で、復元口径１２.７ｃｍを測る。口縁部は直立に近い傾きになる。天井部は外面約１

／４に回転ヘラケズリを施し、中央部がくぼむ半球形ボタン状のつまみが付く。６７４は高杯の脚部

である。短脚で緩やかに開き、端部が内湾する。６７５は　で、頸部・体部外面に２条沈線、体部の

沈線間に連続斜線文を施し、施文後に穿孔する。底部外面は手持ちヘラケズリを施す。

　６７６は短頸壺蓋で、口径８.３ｃｍを施す。口縁部は直立に近い傾きになり、端部は断面四角形に

仕上げる。天井部外面はヘラ切り後ナデを施す。６７７は平瓶で、復元口径５.８ｃｍを測る。口縁部

はやや外反し、体部は扁平な球形を呈す。体部上位外面にはカキメを施し、断面では円盤閉塞の痕

跡が見られる。６７８・６７９は壺である。６７８は体部外面にカキメを施し、内面上位ではシボリ痕が

見られる。底部外面は工具によりナデを施す。６７９は体部外面にカキメを施し、内面上位ではシボ

リ痕が見られる。底部は平底を呈し、高台が付く。

　６８０～６８２は甕で、復元口径１７.５～２２.４ｃｍを測る。口縁端部は四角形に仕上げるもの（６８０・

６８２）、丸く仕上げるもの（６８１）がある。６８１の頸部外面ではヘラ記号が見られる。６８３～６８５は

大甕で、復元口径は３５.５～５３.０ｃｍを測る。口縁端部はいずれも四角形に仕上げ、外面に沈線が

施される。６８３の頸部外面では２段に分けて沈線を巡らせ、カキメを施す。６８４では上位の２段に

分けた沈線間に連続斜線文を施文し、下位にカキメを施す。６８５では２段に分けた沈線間に連続斜

線文を施文する。

　６８６は中空硯である。外面はケズリ、内面はナデにより仕上げる。

土師器 （６８７ ・ ６８８）　いずれも甑の把手で、ナデにより整形される。差込式である。

鉄滓 （６８９）　重量２１.２gを測り、若干磁力に反応する。

瓦 （６９０ ・ ６９１）　いずれも平瓦である。いずれも凸面では平行タタキが見られる。６９０の凹面で

は布目痕・模骨痕が残り、６９１の凹面では弓切り痕が見られる。

（７） その他の出土遺物

表土剥ぎおよび表採遺物 （第８７～９４図、 図版８３～９０）

須恵器 （６９２～７４３）　６９２～７０１は杯Ｈ蓋で、口径１０.８～１２.８ｃｍを測る。口縁部はなだらかに

開くもの（６９２・６９３）、直立に近い傾きになるもの（６９４～７０１）がある。天井部外面はヘラ切

り後ナデまたは未調整であるもの（６９２・６９３・６９６～６９８）、回転ヘラケズリを施すもの（６９４・

６９９～７０１）、手持ちヘラケズリを施すもの（６９５）がある。また、６９７は外面の一部でハケメが見

られる。７０２～７０５は杯Ｇ蓋で、口径９.１５～１０.６ｃｍを測る。いずれもかえりは口縁部下に突出し、

つまみは乳頭状（７０２）、中央部がわずかに窪むボタン状（７０３）、中央部が深く窪むボタン状（７０４）、

扁平なボタン状（７０５）に分かれる。天井部外面ではヘラケズリを行うもの（７０２・７０４）、カキ

メを施すもの（７０５）がある。

　７０６～７２２は杯Ｈ身で、口径８.９～１１.４ｃｍを測る。立ち上がりは内傾しつつ端部は直立に近い

傾きになるもの（７０６～７１４・７１６・７１８～７２２）、内傾するもの（７１５・７１７）がある。天井部外

面の調整はヘラ切り後ナデまたは未調整（７０６・７０９・７１０・７１１）、回転ヘラケズリ（７０７・７１２
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0 10cm

第 図 梅2次 表土剥ぎおよび表採遺物実測図①(1/3)
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第８７図　表土剥ぎおよび表採遺物実測図① （１／３）
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0 10cm

第 図 梅2次 表土剥ぎおよび表採遺物実測図②(1/3)
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第８８図　表土剥ぎおよび表採遺物実測図② （１／３）
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0 10cm

第 図 梅2次 表土剥ぎおよび表採遺物実測図③(1/3)
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第８９図　表土剥ぎおよび表採遺物実測図③ （１／３）
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0 10cm

0 20cm

第 図 梅2次 表土剥ぎおよび表採遺物実測図④(740～743は1/6、他は1/3)
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７４７

第９０図　表土剥ぎおよび表採遺物実測図④ （７４０～７４３は１／６、 他は１／３）
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0 10cm

第 図 梅2次 表土剥ぎおよび表採遺物実測図⑤(1/5)

７４９

７５１

７５０

７５２

第９１図　表土剥ぎおよび表採遺物実測図⑤ （１／５）
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～７１７・７１９～７２２）に分かれる。また、器体に焼台・甕片・蓋口縁部が釉着するもの（７０８・

７０９・７１４・７１７・７１８）がある。７２３・７２４は杯Ｇ身で、口径はそれぞれ９.７５ｃｍ・１１.４ｃｍを測

る。７２３は体部～口縁部にかけて直線的にのび、直立に近い傾きになる。体部外面には沈線を施す。

７２４は体部中位で屈曲し、口縁部はやや外反する。体部外面には沈線・段を施す。いずれも底部外

面はナデである。

　７２５・７２６は有蓋高杯で、復元口径９.７ｃｍ・１１.９ｃｍを測る。７２５は立ち上がりが内傾しつつ端

部が直立する傾きになり、底部外面調整はナデで仕上げ、杯部は箱型を呈す。脚部は短脚で、大き

く開き、裾部付近で緩やかに屈曲する。脚部内面ではヘラ記号が見られる。７２６の立ち上がりは内

傾し、底部外面は回転ヘラケズリにより丸みをつけて仕上がる。脚部は大きく広がり、裾部付近で

ほぼ水平に外側にのびる。７２７・７２９は高杯である。７２７は短脚で、なだらかに開き、杯底部・脚

部外面はカキメ・沈線を施す。７２９は復元口径１０.９ｃｍを測り、杯部は通常の高杯より深い。体部

～口縁部は直線的にのび、直立に近い傾きになる。脚部は大きく開き、裾部付近で屈曲する。また、

脚部内面ではヘラ記号が見られる。

　７２８は椀で、口径１１.３ｃｍを測る。体部～口縁部にかけ直線的にのび、直立に近い傾きになる。

底部外面は回転ヘラケズリを施す。７３０・７３１は　である。７３０は体部が球形を呈し、底部は手持

ちヘラケズリにより平底に仕上げられる。７３１は扁平な球形を呈し、体部中位～底部の外面は回転

ヘラケズリを施す。いずれも体部中位に沈線・櫛状工具による連続刺突文を施文し、その後穿孔す

る。７３２は杯蓋で、天井部外面に擬宝珠状のつまみが付く。

　７３３は短頸壺で、口径５.６ｃｍを測り、口縁部は直立する。体部は扁平な球形を呈し、外面では

沈線が見られる。底部外面は回転ヘラケズリを施す。７３４は壺か平瓶である。体部は扁平な球形を

呈し、外面にはカキメを施す。その後沈線・櫛状工具による刺突文の順に施文する。底部外面は手

持ちヘラケズリを施し、平底を呈す。体部下位・底部に他器種の須恵器が釉着する。７３５・７３６は

壺で、７３５の口径は９.５ｃｍ、７３６の復元口径８.１ｃｍを測る。７３５は口縁部が外傾し、体部が球形

を呈す。体部外面ではカキメが見られ、体部外面は手持ちヘラケズリを施す。７３６は口縁部が外傾

し、体部は扁平の球形を呈す。体部外面では沈線が見られ、底部外面は手持ちヘラケズリ後ナデで

仕上げ、平底を呈す。７３７は、土師器甕と同じ形態で、外面ハケメ、内面ヘラケズリを施す。須恵

質に焼成される。７３８は鉢で、復元口径１７.５ｃｍを測る。頸部～口縁部部にかけてわずかに外反する。

体部は球形を呈し、体部～底部の外面ではハケメが見られる。７３９は甑であろうか？４ヵ所の穿孔

が確認できる。７４０～７４３は甕で、７４０～７４３は頸部外面にヘラ記号を施す。口径は　７３７で１６.６

ｃｍ、７４０で２０.８ｃｍ、７４１で２０.４ｃｍ、７４２で復元口径１４.６ｃｍを測る。７３７は口縁部が大きく外

反し、端部は外側にのびる。体部上位外面ではハケメが見られ、中位以下はケズリを施す。７４０

～７４３の口縁端部は四角形の突帯状に仕上げるもの（７４０）、四角形の端部外面に沈線状のくぼみ

を施すもの（７４１）、四角形に仕上げるものが（７４２）ある。７４２は頸部が直立に近く立ち上がる。

７４３は甕の下半部が残存し、底部は平底を呈す。７４２と同一個体である可能性が高い。

土師器 （７４４～７４７）　７４４・７４５は甕で、復元口径はそれぞれ１８.６ｃｍ・２７.８ｃｍを測る。７４４

はやや膨らむ体部から口縁部で外反し、端部は丸く仕上げる。７４５は寸胴型の体部から口縁部部で
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0 10cm

第 図 梅2次 表土剥ぎおよび表採遺物実測図⑥(1/5)

７５３

７５４

７５５

第９２図　表土剥ぎおよび表採遺物実測図⑥ （１／５）
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0 10cm

７５７

７５６

７５８

第９３図　表土剥ぎおよび表採遺物実測図⑦ （１／５）
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緩やかに外反し、端部は断面四角形に仕上げられる。７４６は把手付きの甑で、復元口径２９.３ｃｍを

測る。体部～口縁部は直線的にのび、上方に向かって大きく開く。体部外面～内面にハケメを施し、

体部内面はケズリを行う。７４７は小型の甕で、口径９.６ｃｍを測る。長胴を呈す体部から口縁部は

外反する。底部外面は工具によるナデにより平底に仕上げる。

土製品 （７４８）　円筒状土製品で、直径約６.６ｃｍを測る。ナデにより整形し、所々にヘラ状工具が

接触した痕跡が見られる。底面にはヘラ記号を施す。

瓦 （７４９～７５８）　７４９～７５２は丸瓦で、土師質である。凹面ではいずれも模骨痕が見られ、これ

に加えて７４９は弓切り痕・布目痕・ハケメが確認でき、７５０・７５２では布目痕が付く。凸面は７５０

～７５２で平行タタキがみられ、７４９では狭端部付近で平行タタキが見られ、他の広い部分はヘラケ

ズリを施す。７５３～７５８は平瓦で、７５３～７５７は土師質、７５８は須恵質である。凹面はいずれも弓

切り痕が残り、加えて７５３・７５４では布目痕・模骨痕、７５５は模骨痕・狭端部付近にヘラケズリ、

７５６は同心円文当て具痕、７５８では布目痕が見られる。凸面では平行タタキ（７５３～７５５・７５７・

７５８）と擬格子タタキ（７５６）が残る。７５７・７５８には焼台が釉着しており、焼成時の状況が良く

分かる。

石製品（７５９・７６１）　７５９は砥石で、３面に使用痕が見られる。７６１はサヌカイト製のスクレイパー

で、横長剥片の左側縁部では主に表面側から調整を施し刃部を作り出す。

ガラス製品 （７６０）　小玉で、直径０.７ｃｍを測る。明緑色を呈し、細かい気泡が見られる。

0 10cm 0 5cm

0

2cm

第 図 梅2次 表土剥ぎおよび表採遺物実測図⑧(759は1/3、760は1/1、761は1/2)

７５９

７６０

７６１

第９４図　表土剥ぎおよび表採遺物実測図⑧ （７５９は１／３、 ７６０は１／１、 ７６１は１／２）
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１． 遺構の時期

梅頭遺跡２次調査では、丘陵斜面に窯跡・掘立柱建物・竪穴住居跡・土坑など様々な遺構が確認

された。以下では、各遺構の時期について、時代ごとに変遷をみてゆきたい。

旧石器～弥生時代

この時期の遺構・遺物は非常に少ない。ＳＸ０２から石匙、ＳＢ０２から安山岩製石鏃が出土して

おり、表土剥ぎ時にはスクレーパーが出土するなど、縄文時代の活動の痕跡がうかがえる。しか

し、弥生時代の遺構・遺物についてはまったく明らかではなく、調査地周辺はこの時期まで森の深

い丘陵部にあたり、本格的な開発はおこなわれていないようである。

古墳～飛鳥時代

調査地内の遺構は、６世紀末～７世紀中頃の遺構が大半を占め、大きくは２つの時期に分けるこ

とができる。まず確認できる遺構は、１号窯跡は灰原を失うものの貼床・最終床面から６世紀末～

７世紀初頭の遺物が出土しており、この時期にあたると考えられる。最終床面上からは、須恵器の

他に耳環・鉄鏃が出土しており、梅頭１次１号窯跡とあわせると窯を墳墓に転用した可能性が高い

と考えるが、その時期は須恵器の年代から見ると７世紀初頭～前半頃にあたり、梅頭１次例よりも

後出する。ＳＣ０１はカマドを備え、窯の操業と同時期に位置づけられる。窯工人の住居と考えら

れるが、ロクロピット・粘土貯留土坑は確認できなかった。その他同時期の遺構としてＳＸ０３・

０６・２９・３８があるが、いずれも不整形の土坑で、性格は明らかにできない。また、斜面上半を削

平されているため全体的な遺構配置が明らかではない。

続く７世紀前半～中頃になると、遺構の数は急増し、ＳＸ０７・０８・０９・１３・１６・１７・１８・

１９・２１・２２・２３・２７・２８・３１・３４がこの時期にあたる。遺構は斜面に平行して長くＬ字状に

掘り込まれるもの（ＳＸ０７・０８・０９・１７・２１）、三日月状に掘り込まれるもの（ＳＸ２８）、土坑

状に掘り込まれるもの（ＳＸ２２・３１）があるが、掘方は不整である。これらの内、ＳＸ０７・０８・

２１では焼土を検出しており、袖部の確認はできなかったが、カマドが存在したものと考えられる。

うまく復元できないが、住居跡と考えられる。

７世紀中頃以降の遺構はほとんど確認できず、ＳＸ２５は杯Ｂ身を含み新しい時期が考えられる

が全形が不明なため時期を確定できない。

遺物では、土坑からは須恵器が主に出土しており、土師器甕・甑も多く出土している。また、一

部図化していないが、ＳＸ０７・０８・１３・１６・１７・２１・２５・２７と２・３区間谷部、表土剥ぎ中に

瓦が出土している。種類は丸瓦・平瓦のみで、軒瓦はまったく認められない。量としてはＳＸ０７

が最も多く、ほぼ完形に近いものを含むなど残存状況は良好であり、全体的に見ても一遺跡で出土

する瓦としては多い。これらの瓦は１号窯跡で焼成された可能性もあるが、窯体内からの出土遺物

に杯Ｇを含まないことから他の窯での焼成を想定した方が妥当と思われる。

その他注目される遺物を列挙すると、甕製作時に余分な粘土を切り落とした須恵器切削物がＳ

Ｘ０４・０７・０８・１３・１７、鉄製品では鉄鎌がＳＸ１６・２６、鉄滓がＳＸ２１・２５・２７、２・３区間谷

部、土製品では土製模造鏡がＳＸ０７・０８、土玉がＳＸ２１、石製品では紡錘車がＳＸ０７、ガラス

Ⅲ．まとめ

１．はじめに

今回報告をおこなったのは、本堂遺跡１・９・12・16・17次調査の成果である。調査地はいずれ

も牛頸山から北側にのびる丘陵の東側斜面に位置し、工事の進行に対応せざるをえない状況で細切

れに調査を実施することとなったが、本来は一連の遺跡群である。上大利北土地区画整理事業地内

では、梅頭・本堂遺跡群としてとらえ、合計21ヶ所で調査をおこなっている。整理作業は順次進め

ているが、まだ未報告の調査地もあり、遺構の時期や遺物の内容など不明な点は多い。しかしなが

ら、今回報告した調査地の中には12・17次調査で確認された大型の掘立柱建物や１次調査地谷部か

ら出土した「識」と記された墨書土器など、これまで牛頸窯跡群内では確認されたことのない遺構・

遺物を含んでいる。以下では、今回報告した調査地全体の遺構の時期と変遷を簡単にまとめた上で、

重要な遺構･遺物を取り上げ、その意義と性格についてまとめておく。

２．遺構の変遷

旧石器～縄文時代は遺物が散見されるが、明確な遺構に乏しい。９次ＳＣ01は弥生時代前期にあ

たるが、同時期の遺構は他に確認できなかった。北側に位置する２次調査地において早期の溝（Ｓ

Ｄ08）が確認されているが（註１）、大規模な集落ではなく、中期以降も集落域からは外れた位置に

あると考えられる。

遺構・遺物が増加するのは古墳時代以降のことであるが、前期～中期のものは確認できず、牛頸

窯跡群が操業を開始する６世紀代になってようやく開発が及ぶようである。まず確認されるのは、

17次ＳＸ05などから出土する一群の須恵器である。杯蓋は天井部と体部の境に段や沈線を有し、口

縁端部に段を巡らせ、杯身は立ち上がりが高く、口縁端部に段を有し、牛頸窯跡群で最古の野添６

号窯跡と同時期ないしは遡りうるものを含んでいる。17次調査地の北側に隣接する本堂遺跡14次

調査地で確認された灰原からは同じ特徴をもつ須恵器が出土しており、須恵器窯の操業とともに丘

陵部に開発がおよぶことが明らかである。６世紀末ごろには工房と考えられる竪穴住居跡（１次Ｓ

Ｃ04）や多量の遺物（１次谷部）が確認され、遺構は明確ではないが12次調査地からは７世紀後半

の遺物が多数出土しており、盛んな操業の様子が伺える。また１次ＳＸ24や１次調査地内の各遺構

やその他の調査地からも鉄滓が散漫ながらも出土しており、周辺に製鉄遺構があった可能性がある。

奈良時代に入ると、遺構の数は一気に増加する。８世紀前半～中頃にあたる１次ＳＣ02・05は、

竪穴住居内から粘土や窯壁が出土する。また、８世紀中頃～後半の１次ＳＸ02やＳＰ486など粘土

を貯留した土坑から、調査地はこのころまで須恵器工人集落の一部にあたる可能性が高い。

一方、掘立柱建物について主軸方向から分類すると（Ａ）正方位を意識するもの（17次ＳＢ04、

９次ＳＢ01、１次ＳＢ05・07）、（Ｂ）主軸方向を東側にむけるものに大別できる。このうち、（Ｂ）

については主軸方向により①やや東に向けるもの（９次ＳＢ02、１次ＳＢ04）、②主軸方向を①よ

りも東に向けるもの（17次ＳＢ01・02・05・06）、③主軸方向を②よりさらに東にむけるもの（１

次ＳＢ01・12次ＳＢ01）に分けることができる。このうち出土遺物から時期が判明するものを挙

げると、（Ａ）のうち17次ＳＢ04と９次ＳＢ01は８世紀後半、（Ｂ）－①は９次ＳＢ02が７世紀末

－ －299
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玉が表土剥ぎ中に出土している。また須恵器・土師器のミニチュア土器がＳＸ０７・１３・１７・２１、

中空硯が２・３区間谷部から出土している。

奈良時代

調査地内の遺構はほぼ７世紀中頃までで、それ以降のものは認められない。ただし、２・３区間

谷部などで８世紀後半の遺物が散見され、おそらく須恵器生産にかかわる活動が想定される。

２． １号窯跡出土耳環 ・鉄鏃について

１号窯跡からは、耳環・鉄鏃各２点が出土した。このうち、耳環は焼成部上位で出土が確認さ

れ、鉄鏃は耳環出土位置周辺の埋土をふるった結果出土したものである。耳環のうち１点（１）は

焼成部中位右側から出土、１点はさらにそのやや上方から出土が確認された。その意義について、

以下でまとめておく。

窯体内から須恵器以外の遺物が出土する事例として、管見の限りでは以下のとおりである。まず

梅頭１次１号窯跡（註１）と静岡県清水市東山田２号窯跡（註２）を挙げることができる。梅頭１

次１号窯跡は焼成部下位左側に石・焼台を持ち込み、銀象嵌鉄刀・鉄鏃・須恵器を配置している。

６世紀末～７世紀初頭に位置づけられる。東山田２号窯跡は、図の掲載がないが、「燃焼室の奥よ

りには径２０～３０ｃｍほどの粘土塊（還元焔によって焼けくずれた窯壁のブロック）が径約１ｍの

範囲に数１０個かき集めて積み上げたような状態」であり、「下部から一対の金環が出土した」との

ことである。窯跡の時期は白鳳期と報告され、７世紀後半代に位置づけられよう。これらの２例の

他、小田浦３７－Ⅰ号窯跡からは鉄鏃が１点、浦ノ原３号窯跡からは耳環が１点、窯内の埋土上層

から出土している（註３）。

このように、窯内から須恵器以外の遺物が出土する事例は少量ながら確認することができる。こ

のうち、小田浦・浦ノ原のように埋土上層から単発的に鉄鏃・耳環の出土があった場合は遺失もし

くは何らかの祭祀を考えた方が妥当であろう。一方、梅頭１・２次の事例は焼成部床面直上から遺

物の出土があった。しかし梅頭１次は焼成部下位にあって傾斜角度があり、梅頭２次は１次調査例

よりさらに焼成部奥側から耳環が出土しており、傾斜角度はさらに強く、普通にまっすぐ立つこと

も困難な状況であった。梅頭１次１号窯跡内出土遺物は後期古墳の副葬品と共通することから遺体

を埋葬したものと判断したが、埋葬施設として不適な印象はぬぐえない。このことは梅頭２次１号

窯跡においても同様であり、遺構の項で触れたように、遺体を入れるのが焼成部中位にあったとし

ても、傾斜角度の急さは埋葬施設としての不適さをいっそう際立たせる。しかし、耳環・鉄鏃がそ

れぞれ２点ずつ出土していることは、単に須恵器工人が遺失したものとは考えにくい。また、耳

環・鉄鏃の組み合わせも祭祀に関わるとするより埋葬に関わるものと考えたほうが妥当と思われ

る。したがって、梅頭１・２次調査の事例は埋葬に関わるものと考え、埋葬施設として須恵器窯の

転用は確実なものと考えておきたい（註３）。

３． 初期瓦の焼成について

牛頸窯跡群では、ⅣＡ期にあたる神ノ前２号窯跡からⅤ期にいたるまで瓦の生産がおこなわれて
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いる。今回報告した２次調査では、窯跡からではないが斜面上の集落から多量の瓦が出土した。そ

の中には、焼成時に付着したと考えられる粘土塊が認められる。以下では、初期瓦を焼成した窯の

構造と瓦に付着した粘土塊の痕跡から、瓦の窯詰め状況を復元し生産量の推定を試みたい。

まず、初期瓦を生産した窯跡で全体の窯構造を知ることができるものは少ない。窯体全体が削平

されるか（小田浦２８地点・月ノ浦Ⅰ号窯跡・野添１３号窯跡）、もしくは窯尻を失う（神ノ前２号窯

跡・浦ノ原４号窯跡・大浦２号窯跡）ものが多い。窯構造が明らかにできるのは、全掘された窯跡

では野添４次２号窯跡があり、検出のみに止まるが小田浦７９地点を挙げることができる。これら

から見ると初期瓦が焼成されたのは牛頸窯跡群特有の多孔式煙道窯であり、床面は浅く楕円形状に

掘りくぼめた置台の痕跡は確認できるものの、通有の須恵器窯と同じく無階無段構造であったこと

が分かる。焼成部の傾斜角度は２０°～３５°程度を有し、特に焼成部上半では直立することもままな

らない状況である。こうした構造の窯で、初期瓦はどのように窯詰めされたのであろうか。

以下では梅頭２次調査出土瓦の観察から、初期瓦の窯詰め方法について検討したい。瓦は丸瓦・

平瓦が出土しているが、いずれにも共通することは須恵器と重ね焼きをしたと考えられる釉着資料

や明確な痕跡がないことである。もちろんこれは窯跡からの出土資料ではないため、そうした遺物

はすでに廃棄されている可能性もあるが、他の遺跡から出土した瓦の観察からも須恵器と重ね焼き

をした痕跡を見出すことは難しい。

次に具体的な重ね焼き痕跡の観察について検討する。１３４は平瓦の凸面に焼きムラが認められ

第９５図　野添４次２号窯跡実測図 （１／１００）



151

る。小片のため全体は分からないが凸面を上にした窯詰めが考えられ、焼けムラがほぼまっすぐに

通ることから平瓦の上に他の瓦を一部重ねたものと考えられる。１３６は焼成時の天地の別をつける

ことは難しいが、凸面に焼きムラが見られることは窯内での火回りの違いを表す可能性があり興味

深い。７５７・７５８は凹面に粘土塊焼台の付着が認められる。焼台はいずれも凹面でも狭端部の側縁

に近い所に付着している。７５８の凸面には降灰も認められる。以上のように、重ね焼き痕跡が認め

られる資料からすると、平瓦は一部を重ねることはあるが凸面を上にして平置きにした窯詰め方法

が考えられる。ただし、残念ながら狭端部・広端部・側縁のいずれを焚口部に向けるかは分からな

い。丸瓦については確言できる資料に欠けるが、同様に平置きされたものと考えられる。このこと

と窯構造の在り方を合わせると、牛頸窯跡群で初期瓦を焼成した多孔式煙道窯では瓦を立てて焼く

ことは一般的ではないと考えられる。

では、多孔式煙道窯において１回の操業あたりの初期瓦生産量はどの程度であったのだろうか。

野添４次２号窯跡を例にとると、焼成部の長さは斜距離で約１１ｍ、幅は１.５４～２.１６ｍである。こ

の窯で、１３７と同じサイズの平瓦（全長４２ｃｍ、狭端部幅２９ｃｍ、広端部幅３１ｃｍ）を重ねること

なく全面に窯詰めして焼成したとすると、タテ向きに置くと５～７枚２６列（１３０～１８２枚）、ヨコ

向きに置くと３～５枚３６列（１０８～１８０枚）となる。この量は推定であり単純計算の結果である

が、最大でも１回の焼成で１８０枚程度の生産量しかなく、窯の規模の割に非効率的に感じられる。

牛頸窯跡群周辺の瓦窯の事例として、ウトグチ１号窯跡は多孔式煙道窯を有階有段構造に改築し

て瓦窯として使用され、焼成部の規模は長さが斜距離で３.４ｍ、幅１.７～１.８ｍを有する。窯内か

らは最終操業時のものと考えられる平瓦・丸瓦合わせて１９０枚余りが出土しているが、窯の規模か

ら見て量が少ないものとされている（註４）。ウトグチ１号窯跡は稚拙ながらも床面に階段状の掘

第９６図　初期瓦の重ね焼き状況写真
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り込みを持ち、有段構造に改造していることから、瓦は立てて焼かれたものと思料される。こうし

た構造を持たない多孔式煙道窯で瓦を立てて焼いた場合、特に焼成部中位～上位では転倒する可能

性が高い。また実際の焼成時に瓦・須恵器を別に焼くのか、一緒に焼くのかを判断する材料はない

が、瓦単独で焼く場合、窯内の窯詰め状況は高さ１０cm 程度と非常に低く、窯焚きの効率としては

悪いように思える。一方で瓦と須恵器を一緒に焼いた場合、１回の操業あたりの瓦の生産量はさら

に少なくなる。

これらのことからすると、牛頸窯跡群の瓦陶兼業窯において生産される初期瓦は大量生産を目指

し、寺院などの大規模な建築物の屋根を全面葺くような量を積極的に焼成したとは考えられない。

現在知られる初期瓦の主たる供給先である那珂遺跡群においても、出土量からすると今のところ大

型の建物を全面瓦葺にした状況を推測することは難しい（註５）。あるいは瓦を葺く建物が１×１間

程度の小型のものであるのか、その性格が仏教寺院であるのか外交向けの施設であるのかは今後調

査の進展に伴い明らかにされようが、この種の瓦が那珂遺跡群や牛頸窯跡群の須恵器工人集落と考

えられる遺跡だけではなく、春日市トバセ遺跡・原ノ口遺跡での出土が指摘され（註６）、那珂川町

安徳台遺跡群でも存在が確認できる（註７）ことは重要である。

筑前において瓦生産をおこなうのは牛頸窯跡群のみである。その牛頸窯跡群において初期瓦を焼

成するのは春日・上大利・佐野・月ノ浦支群の窯であり、同時期であっても全てが瓦生産をおこ

なうことはなく、数も全体としては多くない。また、生産量も先の想定のとおり小規模なものであ

る。このように、牛頸窯跡群における初期瓦生産は決して規模の大きいものではない。主たる供給

先としては那珂遺跡群が挙げられるが、春日市・那珂川町など牛頸窯跡群周辺の遺跡で少量ながら

出土例が認められることは、那津官家以外への供給もおこなわれていることを示す。このことは、

初期瓦を使用する建物の性格が先の２つの想定以外も存在することを示している。具体的には初期

瓦出土遺跡の検討を経なければならないが、那津官家に関係する地域豪族層への供給がおこなわれ

たことを推定したい。その背景には、畿内のような寺院への大規模供給・建物の荘厳化といった瓦

使用とはまったく異なり、有力者の居宅の一部を飾るといったような九州的な瓦使用の在り方が存

在するように思えてならない。今後、初期瓦を出土する遺跡の検討が課題である。

註１　石木秀啓２００７『牛頸梅頭遺跡群Ⅰ』大野城市文化財調査報告書第６０集

註２　市原寿文１９６８「清水市東山田第１号・第２号窯址発掘調査概報」『東名高速道路（静岡県内工事）関係	 	

	 埋蔵文化財発掘調査報告書』静岡県教育委員会　

	 なお、本事例については静岡大学准教授篠原和大氏から教示を得た。記して感謝申し上げたい。

註３　石木秀啓２００５「第３章第５節　須恵器工人の墳墓」『大野城市史　上巻』

註４　中村昇平・森井千賀子２００４『ウトグチ遺跡Ｂ地点』春日市文化財調査報告書第３９集

註５　久住猛雄氏（福岡市教育委員会）のご好意により、実見させていただく機会を得た。記して感謝申し上げたい。

註６　比嘉えりか２００８「初期瓦研究の現状と課題」『七隈史学』第９号

註７　茂和敏２００６『安徳台遺跡群』那珂川町文化座調査報告書第６７集　

	 なお、遺物の実見にあたっては茂和敏・佐藤昭則・吉岡賢生の各氏のご好意を頂いた。記して感謝申し上げたい。
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図版 1

（２） ２区全景 （南から）

（１） 1 区全景 （北から）



図版 2

（２） ３区１号窯跡全景 （西から）

（１） ２ ・ ３区全景 （南西から）



図版 3

（１） １号窯跡全景 （西から）

（２） １号窯跡検出状況
　　　（西から）

（３） １号窯跡窯尻～煙道部
　　　検出状況 （北東から）



図版 4

１号窯跡天井部残存状況 （西から）



図版 5

１号窯跡当初床面検出状況 （西から）



図版 6

（２） １号窯跡焚口部舟底状ピット検出状況 （西から）

（１） １号窯跡両側壁検出状況 （西から）



図版 7

（１） １号窯跡焚口部左側壁被熱状況 （南から）

（２） １号窯跡焚口部右側壁被熱状況 （北から）



図版 8

（２） １号窯跡窯尻中央抑焔柱 （北西から）

（１） １号窯跡排煙部抑焔柱検出状況 （南西から）



図版 9

（２） １号窯跡排煙部左側抑焔柱 （西から）

（１） １号窯跡排煙部右側抑焔柱 （北西から）



図版 10

（２） １号窯跡作業路窯壁集積状況 （南から）

（１） １号窯跡作業路全景 （北東から）



図版 11

（１） １号窯跡焼成部耳環出土状況① （北西から）

（４） １号窯跡耳環出土地点の傾斜 （北西から）

（２） １号窯跡焼成部耳環出土状況② （西から）

（３） １号窯跡焼成部耳環出土状況③



図版 12

（１） １号窯跡焚口部最終操業灰層 （南から）

（２） １号窯跡焚口部横断面土層 （西から）



図版 13

（１） １号窯跡焚口部縦断面土層 （南から）

（２） １号窯跡焼成部縦断面土層 （南西から）



図版 14

（１） １号窯跡窯尻ｆ - ｆ’ 面横断面土層 （北西から）

（２） １号窯跡窯尻部縦断面土層 （南から）



図版 15

（１） １号窯跡焼成部ｉ - ｉ’ 面横断面土層 （西から）

（２） １号窯跡窯尻部横断面土層 （西から）



図版 16

（２） １号窯跡焼成部貼床
　　　断割縦断面 （南西から）

（３） １号窯跡窯尻部貼床
　　　断割縦断面 （南から）

（１） １号窯跡焚口部貼床
　　　断割縦断面 （南西から）



図版 17

（３） １号窯跡作業路完掘状況 （南西から）

（１） １号窯跡作業路ｌ - ｌ’ 面土層 （南西から） （２） １号窯跡作業路全景 （南西から）



図版 18

（１） ＳＣ０１全景 （南西から）

（２） ＳＣ０１カマド検出状況
　　　（南西から）

（３） ＳＣ０１カマドｄ - ｄ’ 面
　　　土層 （西から）
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（１） ＳＣ０１土層 （南東から）

（２） ＳＸ０１全景 （東から）

（３） ＳＸ０１土層 （西から）



図版 20

（１） ＳＸ０２全景
　　　（南東から）

（３） ＳＸ０３土層 ・
　　　遺物出土状況 （西から）

（２） ＳＸ０３全景
　　　（東から）
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（１） ＳＸ０４全景
　　　（西から）

（３） ＳＸ０５土層 （東から）

（２） ＳＸ０５全景
　　　（西から）



図版 22

（１） ＳＸ０６全景
　　　（北西から）

（３） ＳＸ０７ｃ - ｃ’ 面土層
　　　（東から）

（２） ＳＸ０７全景
　　　（西から）



図版 23

（１） ＳＸ０７紡錘車出土状況
　　　（西から）

（２） ＳＸ０８全景
　　　（南西から）

（３） ＳＸ０８ｈ - ｈ’ 面土層
　　　（南東から）
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（１） ＳＸ０８遺物出土状況
　　　（南東から）

（３） ＳＸ０９土層 （南東から）

（２） ＳＸ０８遺物出土状況
　　　（南西から）



図版 25

（２） ＳＸ１０全景
　　　（南東から）

（３） ＳＸ１０土層 （南東から）

（１） ＳＸ０９焼土層 （西から）
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（１） ＳＸ１１全景
　　　（南東から）

（２） ＳＸ１１土層 （東から）

（３） ＳＸ１２全景
　　　（南東から）
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（２） ＳＸ１３全景
　　　（南西から）

（１） ＳＸ１２土層 （南東から）

（３） ＳＸ１３遺物出土状況
　　　（南西から）
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（１） ＳＸ１３遺物出土状況
　　　（南東から）

（２） ＳＸ１４全景
　　　（南東から）

（３） ＳＸ１４土層 （東から）
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（１） ＳＸ１５全景
　　　（北西から）

（３） ＳＸ１６遺物出土状況
　　　（南東から）

（２） ＳＸ１５土層 （南東から）
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（１） ＳＸ１６土層 （南西から）

（２） ＳＸ１６カマド痕跡
　　　（南西から）

（３） ＳＸ１７遺物出土状況
　　　（南西から）
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（１） ＳＸ１７ｃ - ｃ’ 面土層
　　　（西から）

（２） ＳＸ１７遺物出土状況
　　　（南東から）

（３） ＳＸ１８遺物出土状況
　　　（南西から）
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（１） ＳＸ１８土層 （北東から）

（２） ＳＸ１９焼土検出状況
　　　（東から）

（３） ＳＸ１９下層焼土
　　　検出状況 （南から）
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（３） ＳＸ２１他　全景 （東から）

（１） ＳＸ１９縦断面２層
　　　（東から）

（２） ＳＸ２０土層 （東から）
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（３） ＳＸ２１－２
　　　遺物出土状況
　　　（南東から）

（１） ＳＸ２１全景 （北東から）

（２） ＳＸ２１遺物出土状況
　　　（南から）
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（１） ＳＸ２１－３
　　　遺物出土状況
　　　（南東から）

（２） ＳＸ２１－４
　　　遺物出土状況
　　　（南西から）

（３） ＳＸ２１－６ ・ ７
　　　遺物出土状況
　　　（南西から）
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（３） ＳＸ２１ｄ - ｄ’ 面土層
　　　（南西から）

（１） ＳＸ２１－３内
　　　焼土断割 （西から）

（２） ＳＸ２１ａ - ａ’ 面土層
　　　（南西から）



図版 37

（１） ＳＸ２１ｆ - ｆ’ 面土層
　　　（南西から）

（２） ＳＸ２１i - ｉ’ 面土層
　　　（南西から）

（３） ＳＸ２１ｌ - ｌ’ 面土層
　　　（南西から）



図版 38

（３） ＳＸ２２土層 （南東から）

（１） ＳＸ２１ｐ - ｐ’ 面土層
　　　（南西から）

（２） ＳＸ２１ｓ - ｓ’ 面土層
　　　（南西から）
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（１） ＳＸ２３全景
　　　（南東から）

（２） ＳＸ２４土層 （北東から）

（３） ＳＸ２５土層 （北東から）
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（３） ＳＸ２７ａ - ａ’ 面土層　
　　　（南西から）

（２） ＳＸ２６土層 （北東から）

（１） ＳＸ２５遺物出土状況
　　　（南西から）



図版 41

（２） ＳＸ２８遺物出土状況
　　　（南東から）

（１） ＳＸ２７ー２鉄鎌出土状況
　　　（南東から）

（３） ＳＸ２８ａ - ａ’ 面土層
　　　（南東から）
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（３） ＳＸ３１全景
　　　（南から）

（２） ＳＸ２９土層 （西から）

（１） ＳＸ２９全景
　　　（南東から）
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（１） ＳＸ３１土層 （南西から）

（２） ＳＸ３２土層 （南西から）

（３） ＳＸ３３全景
　　　（南東から）
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（１） ＳＸ３３土層 （南西から）

（２） ＳＢ０１ ・ ０２全景 （北から）



図版 45

（１） ＳＢ０１ （ＳＰ０１） 柱痕検出状況 （北から）

（２） ＳＤ０１全景 （南西から）
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（１） ＳＤ０２土層 （南西から） （２） ２ ・ ３区間谷部包含層検出状況 （南西から）

（３） 調査風景 （ＳＸ２１付近） （南から）
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